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圃書室及研究室平面圃
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大阪市立商科大軍筆部校舎

新築工事制要
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ＱＱＳＮＴＳＱｾ 方米 34.313f i' 

北敷地〈激 科7'<..i .::jR'f j部〉

60. 122卒方米 18. 187坪

計 173.553不方 米 52. 500坪

南放地に は製部本官官、講堂、

問書館、研究室 、書 席、経済

研究所、倉庫 、 自動車庫 、弓

道場J テニス コート」、 「トラ

ック、 フィルド」野球場 、サ

ッカ ー練習場、馬場等あり

北敷地に は大祭致科高等商業

部各本官官、1m. 育館、ノl、講 堂、

武術練習場、銃 器手 え場、射

車場、運動場等あり

建 物

畢部本館 鍬筋 コ ｙ＿ｾ ー ト

法三階建時計選及一部地階

建苅; ＱＮ ＸＶＱｾ 方米 Ｈ Ｕ Ｖ Ｓ 坪〉

延坪 5.785卒方米( 1 . 750坪〉

講 堂 鎖骨銭筋コ ｙ＿ｾ

ート 銅板主千，卒家建 ＶＶＱｾ 方

米 ( 200坪〉ギャラリ ー付 に

して固定精子席 1.012. 移動

精子席 192.ギャラリー 100

入、 来賓職員精子席 l ∞ 収

容人員合計 1. 404人な P 、演

壇上に御u 1 影米安J i f r あり

圃書館、餌究室 鍬筋コン クリ

ー ト2 階愁也し肉質室 は平家

建ギャラ リー 付m坪 1. 740 卒

方米 ＨｾＲ Ｖ 珂［Ｉ 延坪 ＲＮＸＲ Ｗ 卒 方米

( 855坪〕 本建物け 渡廊下にて

製部本館及警wに遁ず

書 庫 鍬筋 コ γ ク リー ト 5

P持E主吟干屋付建珂;245平方米 ( 7

4坪〉延坪 1.242平方米 ( :.175

.rF ) 書籍運搬用向動昇降機を

設備す内部脊梁 特 許 X F M式

木製連番号誌に して一連 3 問 16

，9IJ l ， 2階 完 成 シ 3 除以上ノ、' A

書架書棚 を依用中にし てゐ l肱

談窓 ＱＵＱｾ 加なり
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建 築 教 育 の
メ入

I  

北

日

田 i室 平 撃

新 卒 業 生 の 歎

我聞に於ける大ノ ｪ 、の各ｾ ，校から Ｎ 年 ｫ ｪ社舎 に詮り 附 される建築科新卒業生の搬は一鰐ど

の悦ある Tごらう?

私はフト 此のi設が知っ て見直ー くなって . 乎近に在る摩

て見?にこ。

先つ' 建築眼科( 若〈は建築科〉を有する夢校から数へ上げて見る し 大息が 5 校( 官立

3. 私立 2 ) 、高等専門皐校が 9 校( 官立 7. 私立 2 ) 、中等程度の工業勝校カ ; 56校 ( 甲種目乙

柿 5 少数の私立 を除いて大部分は公立) と云ふことになってゐる 。

之等のｾｾ校から祉舎に主主り出される建築技術者の数を扮って見ると 、 最近の昭和 ＱＰ 年 Ｓ

月に於て大事卒業者 Ｑ ＳＴ 名 、 高等専門皐校卒業者 ＲＵＶ 名をＺｊｦｴｉｾする 。 試みに其の内諜を示せ

ぱ下の如〈である。

大 愚 .

東 京 帝 園 大 息 30 

京 都 信 聞 大 勝 14 

東 京 工 業 大 串 20 )  134 

早 ;f H  回 大 』手』 45 

日 本 大 E裂
25 

高 等 専 門 感 校 :

名 古 屋 高 等 工 業 事 校
36 、 ｾ＠ 490 

横 笛 高 等 工 業 皐 校 25 

イI[J 議 高 等 工 業 製 技 話35

面市 戸 高 等 工 業 製 校 27 

稲 井 高 等 工 業 星 第 校

東 京 美 術 皐 校 6  

京 城 高 等 工 業 皐 校 12 

南 浦 YH工 業 専 門 謬 校 11 

日 本 大 接 専 門 部 73 

I  ｾ＠ '" 



即ち高級技術者の養成を目標とする高等専門皐校以上の卒業者Tごりでも最近約 500 名の

多きに達してゐる。中等工業謬校の建築科卒業者に就ては正雌なる数字を持合せないが 、

I 校( 医りに 30名卒均として、 56校では約1700名に上る勘定となる。而も之れは主として公

立の撃校に就ての数字であって 、私立の夜事校の数は含まれてゐない。若し有〈も「建築

科J e 名の付〈程の準校の卒業生智大撃から夜間の補習接校に迄亘って残らす・教へ上げに

なら、恐ら〈全園では 1 ヶ年に 3，000 名を超えるのではあるまいかと思はれる。

年 k 之れf:: げ多数の建築家の卵を産み出し得るに至つに我園建築教育機闘の整備充賓振

りも驚ろかされる が、叉兎も角之れTごりの新卒業生を年 k 何とかして消化して行〈我閑建

築界の獲展ぶりにも自主? 見張らさ' るを得ない。

初 期 の 建 築 敬 育

卒業生の数から見 ｦＺ 我園建築教育界の現献は上記の如〈であるが、斯の如き隆昌ｾ来し

? こ我園建築教育の源は果し て如何なるも のであったらう ?

我闘に於ける近代的建築教育の淵源を成し、今日見るが古nき隆盛なる建築事業の原動力

を成しにものは 、賞に今日の東京帝園大星島工高島部の前身Tこる『工部大患校』であった。工

部大接校は人も知る通 k 明治4年( 1871年) に嘗時の工部省が東京市内虎ノ門に設置しf:

我図最初の高級なる工業皐校であっ Tこが、我ノセの大先輩逮は此所で始めて近代的建築易保を

授けられにのであつに。

工部大接校は明治19年 (J 886年〉に至って東京帝聞大星野と改稿され. 組織や規則等にも

費革が行はれたが. 工部大感校時代の敬育方法は専ら英同風であった。即ち質習に重きを

置き、卒業年限も 6 ヶ年で. 最初の 2 ヶ年聞は校内で星第ぴ、ヨたの 2 ヶ年聞は半年宛校内と

校外の賓地研究とに分り て過し. 最後の 2 ケ年は幕ら宜土地也に就て研究する 事 になつてゐ? 仁こ

f向占苛? 此の外に Pos託t - gradu凶at怜e c∞ourse として今日 の大摩

? 仁こ力が: 仁. 之れは志願手者f 力が:甚fピご1稀希でで- あつ? 仁: と停へられてゐる。

首時の謬生には 2 腕類ゐって 、ーは官費生で . 他は自費生であっ f: 。官費生の方は政府

が星第資を支給する代りに 7 年間政府の鴬に働〈様に義務づけられてゐ f: 。政府は j析の如〈

にして 官費を以て工業技術家の輩出を奨励 し? こが . 後には叉特に皐資を支給して工業教育

家の養成に力を注いにコ此の制度は今 日も 納「工業教員養成所」の名の下に二三の高等工

業事校内に残されてゐる 。

明治 l 2年( 1879年) に工部大息校の建築皐科( 嘗時は「浩家摩・科」と稿しに ) を卒業し

に 4 人の人々こそ、近代的教育を受り? こ我間最初の建築家であって 、今日我が建築界の最

長老ーとして敬慕されつ〉ある建築製合名春合長曾醐主主離博士は質に此の光栄ある 4 人の中

の l 人な のである。

我岡に於ける建築教育の初期を回想、するに嘗って忘れてならぬ人に故 J osi ach Conder  

博士がある。同惇士の事績に就ては読者のよ〈知る廃であるが . 明治10年 ( 1877年) 我が
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工部省の招聴に腹じてイギ リスより来朝し. 工部大接校の建築撃教師 として始めて西洋建

築事を我閣の青年接生に敬長 されにのである 。共後明治 18年 ( 1885年) に期満ちて1WU，If と

なるまで 、同博士の指導を 受りて大製自? 卒業 しに事生は前記官綱博士を筆頭 として何れも

皆我園新建築界 に先駆をなし 1=人 k である。 Conder 博士は共後も帝図大撃の講 Ｈｦｬｬｪｾ 嘱託

せられ 、工科大撃に於て永〈建築撃科撃生を指導せられに。同博士は叉官臨の技師 として

或は叉民川の建築士とし T 大正 9 年 ( 1920年) 東京に於て6日才を以て永眠せられるまで 、

日本在行二の- H年間に 亘っ て各輔の設計及び監倍に首ド宜際的方凶{ に於ても幾多の概胞を

示されにo (jJ_京干ii' ったの校庭に j' ，y:士の銅像が建設せら れ、日本建築県の3くとして共の功紛が

水速に記念せられてゐる の も亦究なる哉である。

明治初期に於げる建築 教 育 の 内 寄与を 窺はんが震に、試 み に工部 大ｾ校 ｾＱ 行園 大感と ､ｫｦ［ Ｑｽ

しfこ明治 19年 ( 1886年) 営時の建築製科の撃科諜程 を示せば下の如 〈であって 、今日の大

勝若〈は高等専門書見校に於ける製科税制二と比較 して見るし がリに典床津. . ><1こ るも のがあ る

第 1 年

数 挙¥ 建築材料及構造

l佐 用 力 態 建 築 沿 革

dllj 量 ｾＺ＠ 製 闘 及 意 低 等

配
五月ユ札

S担・ 物 迎 賓 験

第 2 ｾｆＭ

主主寵架法特別家屋意l尾 f: 宿生建築特別l意低

接 百H 法 仕 様 及 計 算等

建 築 物 理 製 圃 及 意 匠 等

第 3 年

建 築{際令特別講義 賓 地 演 習

製 幽 及 意 恒 等 卒業論文意l丘等

建 築 教 育 の 日 本 化

我聞に 於ける近代的建築教育は以上の主n< にして共緒 lこ就いたものであるが . 爾来今日

に至る 60年間の進歩は 、質的にも 量的にも 質に 凶畳しL、も のがあっ た。第一 に特筆すべき

ものは建築数育が完全に日 本化されに事で ある。即ち 初朋に於て はイギ リス人数日Ili によっ

て数段せら れたる l制係上、 自然イギ リス風の教育が行はれ 1=が、科なく辰野金需博土等の

日本人戦帥が之に代って教鞭を執らる〉に及んで 、日本古来の建築法に就ての研究 も復興

し来れ 又イギ リス其他西洋風 の建築法も最初の直潟時代を枕して 、完全に IILL鴨 され消化

されて著しく日本化さる〉 に至つに。

Ａ�Ｎ ｊ に建築材料事・構ｩｉｔ等感に闘する科 ｌ ｉ の数 ｊ 交法は 、 明治 末 期に Ｑ ｴ￫ｾｬｦＧ 利 総 ｐＦＺ 士が東京干 ｨＧ 闇
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大事の講壇に立たれるに及んで俄然面白を一新し? こ。即ち従来のイギ リス風の教授法は 一

鑓してド イツ 流を加味し 7二日本式となり 、従来の草なる“ A rchi tect" を目標 としての教育

法に . ドイツの " Baui ngeni eur" 式教育法が多分に織込まれ. 建築を単なる 美の封象とし

て研究す る以上に、 更 に之を材料的 に叉構造的に科書見の立場から 深 〈考察する気風が盛ん

になっ て来?こ。

氏の気蓮に一段と拍車をかけ? こものは彼の大正12年 ( 1923年) の闘東大震災であった。

未曾有の大惨事たりし此の大震災は 、共の必然的結果として、我閣の建築界に劃して、 有

形に叉無形に多大の教訓を興へた。殊に駄米風の構造法乃至施工法を直潟しに煉瓦構造や

石構造の建築 、乃至は鎖骨ト煉瓦迭の高居建築が随所に惨鴻Tこる被害 を象つ? こ事は 、我閣の

建築家建 に異常 なる刺戟を興へた。「耐震耐火」を第一義 とする純日本式建築儲遣の完成

が高唱され . 民族的自費の下に日本化され1: 建築数育の必要が焦腐の急: とき る〉に至つに

斯の如〈にして我閣の風土に遁せ しむべ し 特に科撃的研究に重黙 を置いに建築の教育が

日本全土に亘って勃興して来? こ。 之れを最も有力に物語る ものは近年頓に其の数を増し て

来?こ建築関係の感校であって、 60年前には只僅か に東京帝岡大製の建築科が あるのみであ

つに のが 、現在では、師に謹べ fこ る 如 し 建築事科 を有する 大接のみでも、其の数[ ) I幻こ

上ってゐる 。

我 園 建 築 教 育 の 特 長

最近に於げる我園建築教育の特長は然らば那溢にあるであらうか? 此の聞に劃しては極

k なる方面から多様なる 答が得ら れること〉思ふが、自分は . 特 に我園の大製若〈は高 等

専問夢二校に於ける建築教育のー特徴として 、設計製固 と構造撃演習 とが共 に必修科 IJ とし

て同格的 に重 〈取扱はれて ゐる結 を奉げ度い と思ふ。

建築撃科の謀程として「設計製闘」が必修とされる事は蛍然であって 、洋の東西を問は

今、叉過古現在恐ら くは叉将来を通じて 、建築撃科に闘する限 ト 恐 ら〈此の貼は不挫で

あらうと考へられるが、 「構造事演習」を「設計製闘」と 同等に重視 し、之は必修 として

建築ｾＺ科の畢生に 訴 してゐる 園は 、 私 の見 て廻った範 圏 内では 、 我園以外には断じて類が

無い。

即ち 卒業後賓J社舎に入つては、 各自の得意 とする所に従って或は意匠計聾を主と する 従

来の意味の建築家 ( Archi t ecり と な る な し 或 は 叉構造計算を専門とする建築的技術者

( Ar chi tectural  engi neけ となるな れ 勿 論随意であっ て、 殊 iこ建築が進歩し複雑化するに

伴っ て、専門が益 k 狭 〈深 〈分れて行かう主する此の傾向は将来益々顕著になるも の と信

せ' られるが、少〈とも感校教育に闘する限れ我闘に於ては設計製闘を夢二ばするして徒らに

構造計算や賓験的研究のみ に走つに所謂「計算屋」の如きものは存在が許されする 、同時に

叉 、構迭計3第やコンクリート試験方法の何物7こるかも解せすして従らに 表而の美のみを迫
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」、如き不健全なる建築家も容認されぬ事になって来てゐる。

而 も此の僚1
L

I=は鼠に事校教育に於て主主まる〉迎. : f J 1 、と云ふに止まらすして特に関東大出災

以後 、材料並に隣i量感に附する 9，¥1識が我問に於げる建築家として具備す べき重要な る玉要素

として質枇合に於て重硯強調されつ〉ある JWとも ZIF3[; 全に一致してゐるのでめ る。

賓験室を整備せよ!

現在の我問建築教育界に於て質験を基礎とする構逝墜演習が重要と される所以、は正 に上

記の如〈であるから、今日に於ては、従来の如〈 梨園室のみを有して、賓験室を有せざる

建築科は撃投としては片輸である と云って il 立て過言でな し、。 r工業事校でー呑金のか〉ら

ぬのは建築科である製闘板さへあればよいから」と云ふ様な考へを若し今日持ってゐる者

がめりとすれば . その人は時代遅れの甚?ごしし、事 を先 す・恥ぢねばならぬ コ建築教育 lこ賞る

者は勿論、矯政者 も此の駄に就ては大いに考慮せねばならぬ ) r宜験的研究は大療に任せ

て置りば良い」と 云つ に様な王将ーへは線本的に間違ってゐる。 高等専門思校は 勿論、中等 程

度の工業家J 校に於ても 儲んに宜験的研究を行はねばならぬ。此の場合何時も問題になるの

は経費の鮎 で あるが Ｎ 私に忌 ｉｾｗ なく云はせば 、 無いのは「金」ではなくて寧ろ「意志」で

ある。賓際やらう とする 意志 と熱 意と が 充分にあ れ ば Ｎ 道は必す・開げて 来 る Ａ 賓 ｾ設備の

ない事校が、 Tこ-.; r宜験室が欲しし、」 と11にして ゐる丈りでは 、何年経つに とて貰験室の

出糸・ る策遣は無い ー最初から 完全な ものを狙つては1! 是正1111ご。先つ手近な所から取掛られば

ならぬ。それには試験機のー誌 もない皐校なら . 先づ最も廉い 「セ メント の引張試験機」

位を 一つ貰って貰ふ椋に全力を恕げ針力する事である 。セメン ト引張試験機が首尾 よく 乎

に入つTこら 、その機械で /-1'，来る純閣の仕事に努めて興味を持って . 自分も似i究的に仕事を

し、生徒にも盛ん に賓字予をさせるのである。そして成績の上る のを待って次の 「コンクリ

ー ト魅縮試験機」を要求する段取 にか〉るのである 。迫って此の調子で熱心に仕事を航り

成績を翠げ乍 ら要求して行りば、世間には 目明 きも ゐる。必す・5手ブJ が報ひ られて希望 t; 達

成せられ 、所期の完備しに賞験室 に迄張JOし行〈可能性のあ る事を私の狭い経験の純悶か

らではあるが 、太鼓判を捺して保君主する。

我問の建築 数育ち 日に月に 盛ん になり Ｎ 構造皐演習が各ｾ，校に於て愈 ｫ 重脱 さる 〉衆運

に向って 予ＡｩＺ ＱＺ 事は 、我 ｫ の日頃の 主張が活 ｫ と 質現するものとして 、 邦 家のｾ 向島主に地へ

ぬ次第であるが . 反 i百に於て 、特に中等程度の工業事校jj加 で .1ｾ霊 験室を持 ＱＺ ぬ悩 み ｊ ｾ＠

，!jj; k 聞かされる ので 、政て所f??の一端を披恒し 1: 失第である。重ねて申上げるが要は「金」

ではな くて「意志」 に在る。建築敬育刷係の方 k が強き 意志を持って不断に針力を絞りら

れ Ｎ 若 し 主主政者が不明ならば 、 持意によって共の袋を担率〈迄の決心ｾ持って 、 完全な る建

築教育の雌立の矯に質験室の整備に劃 して狙進されんことを所念して止まぬ次第である。

¥¥'oei n Wi ll e 凶， da  ist  auch  ein ¥Veg!  意志あ るj苦悩、す道めり

ｬｉ ｻｩ ヂＱｉ ＱＱ ｻ Ｑ ヰ ｩｊ 氾節 ｪｦ と ［ ｩ ｲ 工ノ、松築 ｊｾｾＴｩ 室 に で
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建 築 教 育 片 見

叫

批

ノt一、

' 口' 五 Ns 

工業教育が我聞に創められてから早や五十年を過しにが、初期の我同情から比較すると

現在は丸切り夢以上の飛躍進展振りで . 特に経済産業上の稜逮は誰れしも昔ーを知る者の駕

〈所であらう。肱米先進諸問の産業献態や工業教育や科感の矯異的活用を瞥見して驚嘆し

? 二位時の先費者が非常なあわて方で其等の「文明開化J {t>取り 入れやう しーにもこにも

其の模倣に日も足らぬ程焦慮はし? こ もの〉 、事賓は彼: 此比較にもならぬ貧弱な財政下で止

なな〈急: 救手首の様7よ工業教育を創めにに過なかった事は . 現在から見ればむしろ大に敬

意感謝を捧げねばならぬものがある と思ふ。 そんな工業教育を受げに人々で も。祉舎 に出

ると相営な指導的地位に立って自 他共に苦しみ悩みながら次第に我が産業界を興隆稜達せ

しめて来fこ事は問民性調特な明敏の致す所であると共に亦将さに諸先輩識者の精進努力の

fこまも の として 、現在を享有する工業 界全般が深〈 謝恩の誠を ぬきんでねばならぬ所であ

って臥米先進園民から見れば賓に一般の矯異にちがひない。ところが次第に産業賓際界の

稜展や園勢の躍進に、 相伴って工業教育 も進歩したのかと言ふと 、アベコベに何時の間 に

やら教育界が産業界にリ ー ドされて仕舞っ て、 卒業生は産業の質際界に 入ってからやっと

共庭の先輩や職工によって再教育{ t > せられつ〉 、数年の後に初めて一人前の技術者になる

と言ふ様な韓倒し? こ賓情になっ fこのである。これでは随分賓業界に御迷惑をかげで居る事

になるが、割合に祉舎が寛大である時期( 例へば非常な好況の結果人を多 〈必要とする様

な) 聞は教育者も無反省、好い気になって太平楽をき めでは居れやうが、そ んな事は何れ

にしても経務上長 〈放置すべきでなし、。勿論卒業生が共催どんな仕事にも直ぐさま役立つ

様な数育は 、限られた訓辞や年限で.J;J . 、て得られると思ふ事も亦非常な誤まつ 1: 過欲な期刊

ではあるが、さりとて今少し . 否大いに工業教育の内容を此の進歩し七社合賓勢に相感し

にものでせなげれば、普通教育を卒へ1: 者を工場や現場に入れて再教育をする方が却って

基礎島県のしっかりしにのびのび・しに者が得られる等との批討を祉舎人から放送せられるや

うな結果に陥る主恩ふ。

つい工業教育全般に渉つて の議論歩調になりかり Tこが 、誌に問題を狭めて標題に掲げに

| 建築敬育」の片見を述べる事に急: がねばならぬ o しかし機械. 電気、土木 . 造船 、繊維

窯業 . 化運裂、限法 、蹴業、等諸他--C1J の工業教育に就いても、各 k 共専門的立場からそれ

ぞれ敬育拾賞者が一段の大反省と努力を必要とする事に於て異論の有らう筈がないと思ふ

のである o 誠に工業数育に? こづきはる者は 、11住単に過去創始時代から の体統的形韓金墨守

111 18 



して、これを破りこれから脱却する事を危険視するが如きは 、徒ら に麟日 採11久無難に俸除

を食んで司安住{ な満慌を喫しゃうとする者と笑はれでも全〈蹄 l匙の険地が無いかも 狗lれね一

一勿論私も共の笑はれる仲間の一人である一一 ｦｬ ｬＱｾ事者汝の名は教育者なり ＱＱ r随分うがち

得て居ると思ふ。共蕗で局に教育を司る矯政者が断然思ひ切っ t: 施設経倫をのぺて金問工

業数育の職に営る者ｾ大いに愛設すると共に大いに捧 ｈ 昌ｾ喰はし腰の立たぬ者はすみやか

に拘汰して、戦場老残りの古武士 と言った様な賓際経験のある 士を資絡とか年齢とかの形

式を超越して起用すべきであると思ふ コ見渡す所随分有用工業人材が 、老後を安逸に第一

線から退却して菊を作ったりなどして 、老を? 養ふなどの事賓を見るが . 乃木将軍が老後を

教育に捧げた様に 、共等の人も大いに死ぬまで奉仕すべきで ある と思ふ。

傍てこれから本論に入るが、先つ' 建築教育の内容にる 「意匠計聾J 1;構造施工J r材料の

吟味撰揮J r職工統制JJ の四大技能が早生生徒を相手に定められた修業年限教謀時数に依

って 、校舎設備を道場として教 (liji によって注込まれ砕稜修練せられ是非とも役立つ技術者

に仕立上げねばならぬの である がそれには敬謀の順序配列組合と言ふ事は事質上重大 1H3J

不効を将来すると共に - k の教訓取扱、教授の方法によって非常な得不得を結果する もの

である o それは師する所皆教師7こる人の巧不巧有力無力によるものであって今. 主主に其の

- k の取扱方法に就て述べる紙面が許されて居らぬから前 lこ大別した四大要目に就て概殺

するに止めたいと思ふ 。

( 1)  r意匠計霊」 これには何れの事校でも相営多〈の時限を配嘗しては居 るが. 通規す

るに何れも教師自身、過去創始時代に、行き届かぬ放任的な指導方法によって在感中の製

闘宝を経過しt: のと金〈同じ様な方法を、今も向共fl r . に〈りかへして、生徒や夢生は大切

なl時聞を 7二Y 自分模索し . 足 をなで . ＭＡｬ草をつかみ Ｎ 尾ｾ撮って互に象の全容を安 ｮ ったかの

様 に自惚れ得るまでには非常な困惑迷倒. 民面白な::t{ f ま紳経衰弱に陥るばかりの傾向が多

ししかも具眼の士から一瞥すれば. 丸きりモノになって居らぬ様なも のを仕上げかけて

居るのに肝腎の数 (!r]i の机間巡閥や例入指導が一向不徹底である矯めに、 気付いた頃にはも

う時間不足で諜題を提出してしまうと言ふ械な始末で、更に叉共の提出した仕事を教師は

どれ丈げ の時聞と根気をかげ で共の「デフヱクト」を訂正するf . t め の努力を輿へて居るか

と言ふと 、丸きり懸賞器集圃築の2界有員が直感的撰別法でやるよりもより間取に机上を経

過さすと言ったやり方が多い様である。こんな事になり行〈原因の重大なる J恨祇は、営局

が建築科の矯めの珍_ r ，[ を機械や電気等の科よりも「ウント」少な〈して居る腕j係上、教授

指導の人イ!I 二貨の不足 によって建築科の教師は極め て少数であるから 、J l - _ むを得ぬ結果から

でゐる。機械電気では数授搭賞者以外に賀習数fir]i として相蛍な技能者を配置して直接ー愚生

生徒の個別指導力: 出来る様に施設せられては居るが、建築科 に王つては. 講義的営者が製

同室そも管理し Ｎ しかも共の 教授者には賀際 技能を枇合で経験した人が 少 し多〈はｾ校

卒業のま〉の若い薄給な人を 、t: ' > の監仔-:x- ( 呑人〉の厳に 付げで ある丈けで . 生徒の筒
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作を巡視して - - ，k 共の快陥を途中に殻見して指導しTこ1) . 困り抜いてぼやぼやして居る者

に示唆を興へてやっ? こりする丈り のカ と時間的鈴絡を持fこぬと言ふ欣態が最も多いのであ

る 。 こ れ は 全 し 創 始 時代から建築科の製闘意匠は畢生生徒に放任 してもよいとの謬見か

らの悪習慣がそのま〉看過廿られつ〉、今日及んTごもので . 蛍局としては大いに此黙に反

省一呑すべから〈人件費を充分 lこ興へ、立t辰な技能者として指導教示せしむる様に しなけ

ればならぬと思ふのである。それと共に一面現在各皐校に在職する教授者は亦勉め て街頭

に進出し奉仕的 に賓際の仕事の統習を目的 とし?こ! 貰習を? とげ る矯めには、俳小lや間恭や謡

等の官会技にうれしがって居るべきではあるまいと思ふo 理想的の数ffrli を得る矯めの方法 iこ

就 ては大いに考へを慮らさねばならぬ問題であってそれには稿末に掲げに私案( 文部省諮

問の答申案) が一策と思ふのである。

( 2)  [ " " 構造施工」についても前段に述べ? こと同様な意見 を述べねばならぬが、共れと共

に一言し?こい事は最近鍛筋 「コンクリ { ト」構造施工の興隆護建によって、例へ中等程度

のE嬰校でも其の強度計却については一通 h習熟せしめなげればならぬ事は異論はあ るまい

が、 さりとて其の理論的な事を序論からシヤナリ、 シヤ ナリと設き述べられては丸きり蹄

趨に迷ふてしまひやすいのであって 、何より も先づ第一に図表を使用して速かに合理的合

法規的に各部材の算定をなし得る様に習得せしめ 、撚る後に こそ初め て共の理論を理解せ

しめるべきで 、それが最も能率的なのである。専門事校以上でも此の恥は全 〈同様r:: らう

と思ふ。私は何時も思』、事であるが賓際を虞理し得る技能に裏付ける矯めと費化に膝用自

在ならし￹Ｇる矯め ｬ ここそ理論が必要であって ｾｬｪ｝Ｎ 論から共の賓際ｾ理法を見付げ ｉｈ すと言ふ

仕事は謬者の仕事であって技術者は製者の研究を賞際に活用 する のが使命 ｲ ｾＧ と思ふ。丁度

電気工ｾｾに其の設見の膝史やら「レイデン 」 瓶とか狼の皮 に封 蝋捧と言つ ｔ こ様な事から初

めな〈ても良いのであるにも拘らす' 所謂敬師と言ふ者の悪鮮として何んでも序論か ら「ク

ドクド」し〈述べ立てぬと気がすまぬらしいからうん 5 りさせられる o 兎に角何を仕上げ

るにも必要な道程は先づ組型を lli って、それから艶付をするものなので、理論を先きにし

質際を後にするのは事究の道程である。賓際家はそれを逆に受入れねば急: がしい世間の役

には立にぬのである。

施工現場の賓際はとても教室では夢見る事も出来ねのでこれは是非とも休暇を利用しに

現業練習によって共の掠間集を味はさせねばならぬもので此の黙に最も早〈先鞭を付りに

のが我都島工業である。しかしこれは単なる賓習と稿する見著書学分的な プラプラ賓留を意

味するのでな〈或る期間は全〈共の現場のー使用人として時間的及服従| 綱係に於て忠賓な

勤務を強要しない世間通有の賓慢では非常に悪影響( 俳習) を馴致するもので最も警戒せ

ねばならぬのである o 現場に於て「給仕J r材料運搬整頓J [ ""コンク リ戸ト 」揖込 、銀筋

曲、結束、と 言ふ様な職工の仕事で も菩んで努役せしめねばならぬのであっ て、それなら

ば決して現場でも邪魔にはならぬ のみか五六 十鋭の 日給を輿へら れでも先方へ績はかりぬ
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事になり叉自ら習得する搾雪量も切質になるのである。

以上( 1) ( 2) に支l ! ;べ7二「意匠」と「構逝」 の巧み に蓮系しに仕事には和式木浩の「社寺建

築」がある 、構造其{ 設が意匠として巧みに表現せられて居る所の妙味を味は十には最も優

秀な治機に富u 閥西地方としては質例「スケッチ」等に引率して終日若し 〈は数日を現地

につひやし野外密教場として技能乞練らしなるには賓に患まれ? こ天興の地方である。

( 3)  [ " " 材料の吟味摂樺」上其の性質用途の( Zr何を誼隣に知る事は これまた非常に大切な

要目であるが、一般に従来はこれに力が充分決がれて居ない。恐ら〈将来の建築に於ては

池・￯ｅなる新材料を妙用して建築物を純情 ｅ つ「フレツシ ユ 」に完成するｾめには其の意匠

と相f突って重大な役目を演す・べきもの、 一つであると思ふ。且つ過去の建築材料は大字所

謂舶来を以て誇ちれて居? こが今や逆にこれを輸出する傾向に進みつ〉あるのであるから出

来る丈げ優良な問産品を採用し問内産業主? 挺附する事が技術持の岡家的責務であって舶来

にあらぎれば優良にあらすe と言ふ過去の謬ははすみやか に捨てねばならぬ現欣であるが其

れと共にすべから〈新材料を綴用する上に充分なる「テスト」を以て臨じる用意が無〈て

ならぬ。耐熱. 耐酸 . 耐凍 乾機. 風 I:r:j 其 他の自然現象に曝露しTこと問機の結浪を短時日

間に捕八件る丈げ の賓綴設備を工夫設備する事が念: 務である 。 これには相営の経費が葱ま

れねばならぬ不可能率で ゐるが岡武公立の試験場に等しい械なものを謬校与に設りるなど

とし、ふ事は 勿論空想にすぎぬりれども 殊 に大都市の謬校ではWi -I¥!- の大命頑土等 が五にさ具校を

利用する様に協力工夫 して共の費用を分拾 し. 若い技術者養成の 矯めに大いに 奉仕すると

共に ー商高い試験料や時聞を空費するの損失を蒋nふ様な方法を考へる事は割合に賞現可能

な事柄であると思ふのである、現に 私共は共の 方針で試験宣伝事11 : 的に枇合へ公開し他面

試験材料や試験機設備等の本仕 を受げて居るの である、共れによ って我 k は如何に互に利

便を得て居るが 、貧弱なさ免除漁1;?:では2P:にも 見られぬ賓験を生徒に開験せしめる 主主が出来

て居るのであろ、現在では鋭 、セメント、コンクリ ー トの宜験に止まって居るりれど今少

し斯界識者の大肢に筒托し次第により多 〈各種の自胎設備 を享有1-11来る や うになる事を念

願して.止まぬのでみる 、教育営局も皐i 校と質業家にまかせきら子、大いにT象現; を務稜して

率先範ｾ社合 一 般に 雪 ｆｩ るべきにと思 ふ。

( 4 )  [""刷工統制上の技能」に奇fつては金 〈人絡的陶冶によらねばならぬのであって講義

や児壊では到底開得 さす事が /"1' ，来な し、。J ! i Jち頭の人?こるに止まらす' ・腹の人 、力 の入、親

切になり得る人物を養成しなりれば単なる技術次ではてんと物にはならないのである。 こ

れは金〈人主人 の峻蹴に よって生す・るものてー設備や制度からは生れるも のでなし、。幸に大

都市には管職場裏に馳走して出る立派な人が得られる のであるから此等の人材を時間的に

抑制して共の骨 ｔＱ Ｑ 験 ｾ 誇 りき かしめｾ間 にが間 無に ｭ し呼吸を感知せし める様 に摩校側で努

力すると共に質業界でも 奉 仕 してくれねばならぬと思ふ のである 。

以上凶項目に就て思ひ付 いたま' : > ft>i国設に書き述べ 1: が、これを要するに 、建築敬育最
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念の問題 . 否金工業教育の再認識を急: 要とする問題は其の任に嘗る教師の完全な人材を如

何にして得べきかと言ふ事であって理想的の教師を得れば方法は自ら生れ出るのである 、

適営なる 数師を得る矯め には教育営局 をして「ほん とう」 の工業教育をどうす ればよいか

と言ふ事を確認せ しめねばな らぬ共の使命は我が協舎などの重要な役割fごと思ふ、 「ヤタ

ラ」に何 k 調査委員舎、何々事業等 と宣停本位 lこっかれる よりも 目立fこな 〈ても 意義ある

仕事を する のが一一 :
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左に意見の - 1こる 文部省への答申私案を掲げる ふ

工業教育上施設経営の改腰に就て
昭 和 811三5 月10 日私稿

答 申 建 議 案 第 ー

1， Ｖ 大都市乃ｾ欣 況 の許 す各地方に於ける 、 工業製校の専門科教 師を 、 各人交番に現業練習の震

め 6 ヶ月以上 2 ヶ年以 内の期 間 中 、製 校 よ り 給 料 を 給 奥 L 、現業界に就職せしめ〈先方より無給〉期

間終了後 は薮年を義務年限としてｾｾ該事校に在職せしむ又就業先に於て差支なき限り随 時拳伎に出動

L ; 其の欣況を皐校長乃至所属科長に報告せしめ 、I'xは事校 に於て必要なる校毒事を課すことを得しむる

案。

右 理 由 及 説 明

専 門 事 校 乃 至 大 挙 卒 業 後 直 ち に 激 戦 に 就 き た る 者 は、n際 的 技 能Z士現業界の主主合に迂〈 、従 っ て 其

の 教 授 J -. J主地 に迂主主なる事項時間的損失少な か ι ざる の みな らす、教授に自信を 依 き 必 然の結果とし

て、卒 業 生 亦 信 念 な き 方 法 と 理 論 に 低 迷 す 、漸 く卒業後量生年 のJ : : r 際的経験に よっ て初めて j枇舎の期待

に合するの俄況なりと思惟す。散に 修 業 年 限 及 拳習時I l tl を有効 な ら しめよ り以 上枇舎の要求に近づけ

んと欲せば 、先 づ 教員 の管官E を1主際的 な ら しめ ざる べ か らず。

此 の建議案を最も易〈貨施し Ｑｾ Ｑ Ｚ る ＱＱ Ｖ 大都市にし て 、 各地方に於ては其の現業を練習すべき場 所が

大都 市 に多きを 以て、 遠隔にして多Ｇ似の失費を要し 、 又ｾｾ校との連絡も不充分に陥 ｐ や すき鴛め 、 直

ちに1主現 し縫かるべきも 、漸次之れを 会 図的にJ t 施す るを王里恕とす。

又別案として は、教 員 た ら ん と す る 者 は 必 ず 養 成lfr を沼 l eせし め、養 成 所 は其 の卒業生 を更 に 、3

年 乃 至 2 年間文部キ目より 生 活 費 を 補 助 して現業練習遂げしめ 、 而 して後 ち拳 校に就 職 せ し む る も 可 な

りと離 も、本 案 の 如 く な せ ば、一 皮革士報を取りて自己の1主地教授上に自信なきこと lJt. 之れに起闘する

教 授 上 の 飲 陥 を 痛 感せしめ たる後 ち 、必要意識を以て現業の 練 習 を な さ し むるを 効果的なりと思惟す

斯く の如曹 は婚に専門撃校以 1-: の敬 授 に も必要‘ して .@!(; に行 :2れ つ L ある 如〈文部 省が多'飢の裂 を

徒し て 外閣に官ｾｊＤｾせ し むる代りに 、 家ゐ 内地に ｪ 長 て練 習せし め たる方如何に貨 際 的 なるかに 想到する

時 、盆 々中等工業教員に之れを究施するの有盆なるを思中 ものな り。

論者或は 目ん 1 ヶ年内外の短時 日に よ る1T習により て全般均の現 業 符 議 、気分 を得がたかるべしと

如 何にも王哩惣を ff 張 せ は 其 の通りなれども 、 一度 現 貨 をroi れは 、現在の白nｾ＠ ｪｾ 献に優ること数等 なる

は火を瞭 るが如 l 。

例 を 建 築 科 に 取 らん か、見積 、 構造 計 算、現場 監 督、設 計 製 問 、出 願 手 鎖空宇其の 一郎 門 を 各人 別 に



11f 脅せしむれば其の 部 門に 関して は明 かに中日常充分なる練 習 を 逢げ符ベ〈 、叉 其 れ と共 に会般 的現 業

気分を! ! 1とひfぜる こ と何人 も否定 し;縦 きJ j frなり 、練管を遂げし数日目1をして更に各自休暇を利則して 日進

月歩の現業界に留意A 惨 を 怠 らざ らしめば 、;符 に工 業 教育卜ーの槻j呆 を穆 lず符る とと: l t l J して待つべきな

り。以トーの案 わ代行上に於けるJ ! . 位的方法としては 、練習 せ しむべき激師 の 受持時教を主主迦特定の 1 日

ｊ Ｇ［ ｾ＠ 2 日に集 l ドせ しむるか、乃 歪 毎 日 第 l 時 限 に 之 れ を 数 段せ しめ 、其の告全日艮 を利 用 して 直ち に現 業

場所に歪り就業せしむ 、 但し此 の 方法 は 現業界の引受先に於て干 ｾＺｴｾｦ 少なか ら ざる べきか 、 兎 に 角 書 来 事 Ｓ

生 た る 散防 の校 務一切 を 残 僚 の教員に て分捻し 、共 の l快を柿」、ものとせば、各 製校各科に l 名 宛現 員

を得力 ｈ す れ ば 充分な り 、 放 に或 ［羽 ｬ 省 より各地方艇に之 れ を奨励 Ｗ ｌｩＱ ｾせらる ｌ 事を切望するものな り 。

答 申 建 議 案 第 三 昭 和 8 年 5 月10 日私干潟

l 、 工業教員たら ん とす る者の 、後 成期 間 中 一定 の努 li ' i 舎に収容 し、宗 教 武 道 其他 の方面よ 1)1=1 本

村 紳 の爪 廷につ とめ しむ る案。

従って κとれ を段督す る 合 監 に相官? す る者は 、，t - t - の人物 に於 て繁義に於 て、育 、)11: 年 の心躍 を 犯 録 す る

に充分なると共に 、凶ーIc的 風持 の十を起! 日する とと。

右 理 由 及 説 明

初々 2社背 に於 ては、従来よ り夫々相 訴 に 研 究 を 進 めうIE り、訓 育 上 の 方 策 も形 式的に は獲ひた る感あ

る も、中学教育に歪つて は}t， だ しく飲 如lせ る総多 〈、特 に工業教育に歪 つては各 々専 門 製術 の教授 に

精 力 を注 ｃ ｺ ＩＧ［ ｲ Ｎこ忽 ［ にして 、 ［ ｩｪｕＺ 舎人と して ［ Ｑ 守た凶 ｌｾ 道徳的立場よりの ｾＮ ｭ 定及人特培養に遺憾なる貼少か

らずo i > f ! 諭すれば唯物的 J'; 奈総 人 根 性 的 偏 見 に 流れ 、形 而 下 1<こ淡顕 して形而上を顧みず。従っ て事 の

終 始、物 の本 末 を緋 へ ず大局を主主獅 T るの識見を依主 、佐々にし て闘陶に陥る の弊少からず。

其 の原因 l-:i 各専門数日市 首: 専 門 製術の教授をのみ司王とし 、訓 育 上人特養成上に努力する事を忘れ易き

に流るる錫めにして正予科教 授 Ｗ Ｇ［ ｾ 臣 賞習指導 に際 し 、 其 の と 型論 ｔ Ｇ［ 至 ｉｉｉ 象を捕」、れば訓育上の指導資料と

なるも の貨 に :豊zr な る 事 を 知 ら ず、寧 ろ之れを q盛んずるを以て専門家然たるを誇る微なきか。

之れを 以て工業 君主員養成上 、 其の 人材 ｬ ￬ｬ 凪ｾ の 施設 を ねることは現下非 常時 に 直面 して 何人 も 痛感す

るlfr なるべし。

j貯の如 きは菅に専門数 員 のみ な らず、普 j a祭主主員も亦同様にして延いて普油製務局統特下にある中

等 母 校 も;fF 同ー の施設を必要 とするものな り更 に日ili鎚*，1: 1守ヒ背を忘れ ん とす る傾なきかを変るものな

り。
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都 市美 の 問 題

葛 野 壮 一 郎

都市美と 言 つ＿こ問題に就て Ｎ 静か に 考へて Ｙ ，ＡＱｴｾ 、と思ふ。

全開都市美とは何を指すのか。

否、共れより前に、先す・美とは何ぞや と考へて見な げればならぬ ェ是れには随分と理屈

も多いと思ふが ・美 とは其物から受げる不思議の力、吾 A の高向な而して愉快な感情をそ

〉る魅力主 言つ? こも のかと 、自分 は解する。

此言解から本論を進める。

きて、 都市美とは何で有らうか。

吾 k 職業的に建築に 従事して居る者は . 此問題に就て 、兎角此んな事を考へ勝ちである

其れは市街地臣、街路 . 橋 梁 . 公私建物の整備に外は無いと 。各種の地区. の指定 をやっ? こ

り、上下水道、街路橋梁施設 、市街地に於げる建築物を仕上の上に務めて美的に取故ふ事

勿論是等の事は、都市美を酪成する上に役立つ大きな要素で有るには違ひ無い。

併し、其れfごけで都市が本営に美〈し〈 成つに と言ふべ きであらふか。 吾 人が近代都市

に感十る 美的魅力とは、果して其 れTごり のもので有らふか。

私は疑はぎるを得なし、。

例を人聞にとって考へる のは l面白 い事 と思ふ。

.¥1jiに 人が、帽子や靴や、身の廻1 ) Ｚｴ＼ 裳ｾ整 へ＿ こ にでけ真に美〈し〈 成 り得るで有らふか

成る程、一般其れで美 〈し〈 見え るかも知れないo 衣裳が甜らす一種外容の美 〈しさは有

るかも知れない。

併し其 れは. ¥1j i なる人形美であ る。何等人聞としての生命の躍動力: 無い。共れで以て . 共

人の持つ全人聞としての美、即ち魅力は必す' しも殻蝉されTことは言へ無いので有る。

近代都市は近代文化の生んにすばらしいE 人で有る 。

道 路fご橋梁Tご建築Tごと 言つに物は 、言はば:其外平手、衣裳に過ぎ無い物の践に思はれる。

ニト‘ 本技師とか建築士等 と言ふ者は、此近代都市と 言ふ すばら しい巨 人の外形を整へる衣裳

附をする者に過ぎ無い。街路美 、橋梁美、建築美等数へ上げれば其れ其れの美 〈しさが有

':> • 51.. 是 れ等が綜合されて j毛虞に一種の綜合的美観を磁成 する 主義賓も 間違は無いが 、民れ

が真 の都市美の;本慣で有らうか。決して 左様では無いと 信す る。

其 れは寧ろ吾 k の美白識から 、次第に影の淡〈なりつ〉有る静的な 、美術的 、骨 位的な

ものに属する のでは有るまいか。
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人間の衣裳と 言つでも蓋し単純では無い。頭の端から足の先まで、色んな部分が互に照

Iflf.し て一つの綜合美を形成 する。 普通 に吾 k は是 れぞ美 〈しいと観 る。

。! : し、共 れは衣裳が美 〈しいので有っ て人聞が美 〈しいのでは無い。

寄 k は人間の真の美を探求する。

人間の民の美 〈しさは、i O. なる外形や衣裳から予! E るもの では無い。 共れが生命める人聞

としてリズミカ) 1 . - な躍動をする所に 、吾 k は震 に美 〈し L、ものを? 感得するので有 る。

よし如何に衣裳が美〈しく とも 、共れが明日 をも知れね病人の僚な者で有っ て見給へ 、

感傷的な詩人の詩情をそ〉る様な事は有るか も知れないが. 吾 k は共れか ら決 して何の魅

力も 費えな いので有る。

丁 l!t 是れと 同じ犠に 、去 に近代都市と 言 ふすばらしいE 人を思ム時. 其地区筒路や建物

が如何に も美 〈し〈整備されたと 百つでも、共れTごりでは真に都市が美〈し〈成つTことは

言へない事が考へられる。

:民れは草なる街路美で有 り建築美に過 ぎ無い。

都市自慢の真の美 〈しさを蛮揮するには. もっと根本的で重要性を持つにものが有の筈

で有る。

今一度 人間美に例を? とっ て考へるのが . 一二倭手取早いと思ふ。

近代 人の美〈し さの線本的 なものは何であらうか。

私は何よりも 其 れが健康で有 る事を思はざ るを得ない。

近代人の特色とする明f . ! Jl性も 、愉快性も 、活動性も凡べて皆此健康が生む所のものに外は

無いと考へる 。骨' 格の均整( 是れは地直街路 に相営する) 、 肉悼の掌ー満{ 是れは公私の建

物に相営する ) 、而して頴智に蝉< ¥1 話、明朗にして愉快な表情、是等は凡て其肉鰭的精神的

健康が生むとこ ろの ものに他は無い。

何は きて置き人聞は健康で一有らねばならぬ。而して活動的で有り度ーい。近代人の美は静

的では無〈動的で有る o じっと坐り込んで居るので無〈て . 共 tti 躍するところに美が雌成

される、健康なる者は活動的で有仁 前動的なるが故に更らに健康で有るとし、 ふ結論に達

する。

再び近代都市とい ふすばらしいE 人を思ってみる。

都市の健康とは何で有るか。

N，: れは都市自慢の機能の完全な る溌脊で白る。

先ずる第一に都市の線本生命とする 、自治惜として の市政が健全で 宵らねばなら ぬo 是れ

は都市の中心生命で有る 。

縦いて本営の憲味 に於げる都市計童 、其公共的社合的施設の完備 . 市民の教養 . 自iti lJ.

秩序等々々 、此んなも のが敏へ奉げ られる。

いくら外形や衣裳ばかりが立振に整つでも、都市J恨本の生命とする自治開として の健康

共れに伴 ふ都市計霊 . 公共的各種tm設の完備を期す百J きで有る。是れに凶って共機能が完
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全に褒揮せられる所に、吾入が感得する近代都市の有機的動的美が酸成せられるのでは有

るまし、かと思ふ。

近代人の美費は静的に非十して動的で有る 。

絡識や彫刻よりも 、 より多〈 音 楽やｾｾｴＺ ｾｩ￭ｬ が愛好せられる。

機械が美〈しいのでは無〈て、共廻縛する躍Ｚｩｬｬ ｊ ｾ 毒物に美が感得せられる。走る杭車汽船

や飛ぶ飛行機、凡ベて活動する所に吾 人は美を感じて 居 る。

静的ではな〈動的で有る。

建築 の 主 ｮ きも只 漠 然と建って居る ｔ ごりが 美 〈しいのでは無し、。杢 屋 では駄目 ｦｾ 0 其彪に

人聞が利用し活用して、 共 れが生命附けられ、日k に働らいて行〈所に民の建築美が殻揮

される。

. ' 4 1 なる煉瓦やコンクリートの堆積で有 つてはな らなし 、。人間の息、吹きがか〉って初めて

建築にも亦生命が現はれ . 共虞に美〈しい動的なリズミカルな近代美が表現せられると私

は考へる。

吾 川ま過去千年或は千五百年と 言 』 、、 頗 る Ｍ ｾ ￯ し、建築に 美 を夜見する 併しJtれには甚Tご

懐 古 的で 有 り、 ｂ つ静的で有って 、 単なる 美 術品 、 Ｂ ｲｬｾ 萱 品に過ぎない。

現代都i' !i の建築は美術品や骨・荒品でー有つてはならな L 、。

生命ある建築 . 入 閣の活動其物で有 らねばならぬと 信する。

都市 Ｎ 少な〈とも近 代 都市 の 名を以て呼ばる Ｍｾ ｉｲ きも のが 、 是Ｗｊｊｾ美術品 や 骨輩 ｦｈＱ で有つて

はならない。

現代 人の息吹のか冶つに、一つ の大 きな活助慌で ある。是:れが健全に育ち 、;民肯・肉{ f 整

へ、 金機能{ f 有機的に所蹄せ しなる所 、者11市が 日夜煤んに動いて行〈 所 に. 吾 k の近 代的

な動的美畳をそ〉られる何物か Y 有るのでは無し、か。

試に、庚やかな大きな 街路を想像して 見給への

立i反な並樹 、備妓 . ! 照明に申介は無いとしても 、共廃 に人 つ子 一人通る 者 も無し ー磁

の走る車も見えないとすれば果して如何 であらう か。 交通する 事 に凶って道路にイf 在 の意

義があり 、E つ生きるので有る。

人 が 左 右に忙しきうに歩いて行し車が ｲｵｾ まぐるし〈右位 左 往する。然も其彪に 何 等 の

11禍 Lも 無 し 完全に秩序の保 f れfこ交通妖態を見0 1' Ｎ 初 め て街路も Ｚ［ Ｑｉ ｾ 樹も 自 ｊＡ Ｚ 装も生 ｫ と

して . i J t に生命有るものとしての街路ω美 〈しさカリ感得せられる のでは無し、か。

只車に、街路が美〈し〈巡られ 、何時も 奇麗 に姉除されて居る、 :其nf ごりな らば美術的

骨表的な美以外に何物も無い。吾人の要求するところ の美は 、其れが先金に活用せ られて

然も一指筒Lれれす¥秩序整然と動いて行〈彪に. リズミカルな、動的な、近代都市・の大き

な魅力を感今るので有る。

建物にしても全然同級で布る。
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只美〈し〈立 ｩ 辰 ｬ こ建てられ＿こと 言 ふ ｴｾＧ げでは 、 翠な る美術品 、 官・輩品以上の償値はない

官眠、合祉 、商底 、公私用主主の如何を問はす¥それ其れの目的に感じて完全に活用せられ

人間の出入、即ち建物に呼吸附げられる事其ことに因って 、初めて生 k した活動の美が生

み出される。

公私諸建築物施設の完備と其活動によって. 初めて吾人は近代都市を感賢し 、新らしい

美意識に眼畳めるので有る。

ちらほらより見物人の腐ない、大きな劇場の客席に坐つ? こ時の心持が、よ〈此濯の消息、

を説明する嫌に思はれる。

斯う 言ふ立前から考へると、雨三年前から唱導せられて居る都市の美観地区指定問題の

如きは、頗るがi息、な末梢的の問題の様に私には思はれてならない。美観地直等主 言ふ 名構

からして如何かと考へられる。

大阪市に例を? とって見ても 、郊外電織の終貼や騨前、中の烏の一部分位そもっとやそっ

と小ぎっぱりして見t: 所で. 全開共れが何になるので有らうか。一歩摘町に踏み込めば混

然維然として、まるでゴミ箱{ t > 撒き散らした様な始末では、都市美も何も有つにものでは

無い。

丁度はしにな女性が . 顔? ごりお化粧して白粉や . 口紅や、引 眉でごまかすの正 、金〈同

様な考へ方の様に思はれる。

もっと徹底的に考察す可きで有る。

よし建物が如何に見苦しくとも、 街路が不完全でも、近代都市の理想に活寺、統制と秩

!=f; の下に活動して行 〈事が 出来 fことしにならば、止t方が遁かに美 〈しい何物かを創造する

に違ひないと 信 す・る。

美槻地wの如きは 、其考へ方が頗る皮相的で 、近代都市の行〈可き道を震に理解する者

では断じて無いと考へる。

重ねて言 』、、近代都市の美は静的 で は 無 し 機 械 的 動 的 で有 る所に表現せられる。

換言 すれば . 締苗的や彫刻的ではなしより多〈音楽的. 舞踊的な所に雌成せられるの

で有 る。

先す' 第 一に健康なる者11市営育て上げる事で有 る。

共 れには都市精神の中幅とも 言 ふ可き市政の健賓 . 其れから生み出される有機的都市計

聾の途行 、公共建築物の大衆性 . 私的建物の機能主義 . 市民の護士養、自制. 秩序等. 々々。

斯うし? こものから生れて来 る都市の現代的躍助. 其慮に近代 人によってのみ味得せ らる

る都市美が臨成せられる筈で有 る。

都市美は . . ! 1 互に末梢的. 部分的な街路美や建築美では無い。

以上の見地から観察するし吾人の都市は前途遼遠である。近代1m市に劃する公私の虞

の迎j鮮と努力が望ましし、。( 了)
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第 1 緒 言 第 4 都市防空の着眼

第 2. 都市防空l主目下の急務 第 5 防護室

主主り 惑に完成を要す 第 6 結 言

第 3 空襲の威力

第 1 ・ 緒
主一E主ヨF  

抑 k 都市と防空に闘しては従来繁 k 論議せられ数年来各都市で防空演習まで賓施せら れ

て居るので今日では都市 lこ防空の必要なことは一般問民常識となり 、都市防宰知識は相官

普及されて居 る。叉欧米諸閣を見る に多数の闘が既に防空法を護布し 、防空組織 も完成し

卒時より防空 諸施設を賀行の上 に 現はして居る。ｾ逸は数年来防宰ｾ，校まで多激設の官吏

及関民主? 教育し 、共部〔現在五百寓に 濯し有事の際所要の防宰勤務者を 十分充足 し得防空戦

備も約完成せられ? こ様 lこ思はれる。勿論女まで訓練されて居るから買に徹民して居る。

我閣では本年の議舎に防宰法が提1+' ，されること〉な り各官聴では各 ι :}J;説? 任範問に於て

防空関係事項が研究せられ、着 k 具開化に向ひっ〉あ りと聞いて居る o 叉大都市は勿論小

都市に 至 るまで防空演習は貧施せられ問民防宰訓練も逐年進歩して居る こと は誠に悦ばし

い次第である 。然し防空に附する研究組織、施設、訓練、等は更に一層徹底 しなげ ればな

主Z1宵 依 1 ・濁 i免 雨 量者ロ ー テ y プノレグ 町 、域 限 で 間 空れ て ゐ る 。
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らぬと思ふ。

誌 に昭和十一年を迎

八本年も昨年 主同様多

数の都市が防空演習を

計繋して居る中葉である

から左仁一般の参考と

して都市と防空に闘し

て述べるが、専門研究

者の鴛には; j ' i ( 教が少い

ので阪市!ttJ . 伴の感があ

るが詠め断って置〈。



第 2 ・都市防空は目下のき務なり逮に完成を要す

} 経史を? 機いて見 るに中古園家防禦は結局都市防禦の ことで あって披穫を闘しに首府の陥

落により閣家防禦は破れ、蛾和は結ばれにものでめる故に . 賞時首府や重要都市は堅固な

城唆を回 して 防禦 し住民は共城壁内の限られたる直域に住み 、都市内の道路も庚場 も建 築

も都市防空写の目 的に合する様に作 仁 住民 も共都市防禦要領を理解し軍民一致して防禦に

任じた。現在臥巴に首時の都市がそのま〉の形で残ってる例が津山ある 。調逸の南部ヌ)1.-

ンベルグ市の近 〈にロ ーテンフツL グと云ふ小 さい町があるが . 之は全 〈嘗時のま冶でEをさ

れて居る( お民第一〉妓壁も外接も住宅も叉奮式大砲を置い7こ所もそのま』であって、人

口は目下JL千であるが歴史的の町として見物に行〈人が多い。

然し共後大砲は程遠し弾丸が遠距離に飛ぶ様になり城壁による直接防禦では都市は守る

ことが IH来な〈なト遂に都市を遼〈同んに外周に銀盤が配置され1: 。之も今日津山貰例

が欧巳 に残って居る。共後戦は都市攻略 よりも 野戦1J L の鯵誠により勝敗が決せ られる様に

なり 、戦は次第に都市以外の地 に行は れ国家防禦の形式が縫っ て来1: 。園境要望実 も厳重に

築か ｈＱＺ 。何十寓 と云 ふ大Ａ日 Ｑ 戟軍が大 地 ｊ ｾｸ で戦つに。それでも飛行機がなかっ ＱＺ から 地 上

戦即 ち卒商上のTl廷で- あった。即ち此時代には都市防禦の感念は次第に部らぎ直接都市防禦

の重要性はな 〈なった。従て一般園民は闘家防禦戦をー に軍人に任した。

世界大戦は古今無比の大野戦軍のi酷で あっ たが今日で考へれば誠に幼稚であつに。飛

行機飛行船が空中か ら戦に参加l し陣地の都市も空襲を行っ た。 認に始めて戦は卒商から立

憶に鐙つ 1: 。営時巴艮や倫敦が空襲に劃する備なくして爆撃され1: 時の狼狼は想像以上で

ある。堂時巴里でも倫敦でも急: に針昼防禦法を講じ閣民に防空教育訓練を施し迦難室全作

り其他の防空施設を? 設げて封抗し1: 。此虚に於て都市防禦の感念は 中古に締り卒商防禦の

代りに宰に針する防禦艮pち防空に努力するこ とに なっ 1: 。共後航空機の強達は賓に 闘限 し

〈各闘のI.:'j 府及重要都市は爆撃機の到達距離に入 ト閤境の上空に要塞を作る ことは出来

ない し味方の飛行機 も敵飛行機を全部射落すことが IH来な いので現在各園は防空に大いに

努力して居る。我園は米1:' 一度も宰製の惨事に遭遇して居ないので闘民一般から十分空襲

を理H解 して居な い様 であるが . 東京大震災の時の様に一時に多数の焼夷弾に見舞はれ火事

は各所に起り加 ふる に毒瓦斯は振撒かれると云ふ風に想像したらばもう一刻もグズグズし

て居られる時ではない。{ 命敦合議の解決を見守に終つ fこ卒寿目的外交が如何に成功するとし

ても、備あって憂な しで あるから 、者人は更に更 に防安に 向って進まな 〈てはな らな い。

今月各園共共大都市の破壕は同家の 中枢機関破壊 と考へて居るから 、都市防宰の重要性は

中古都市防禦の必要以上に大と なって来た。叉野戦軍の撃滅以上に都市空襲を戟の目擦に

して居る様な現AAでは防2さは目下の急: 務であって速に完成を要するものである。吾人は今

日都市防空を軍備の重要な る一部 と考へることが必要で軍備 と切離 しではならぬ。

然し防Zさを完成する篤には賓に莫大な経費 を必要とする。各園共に共の負推に困って居
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ｴ Ｚ ｾ 良賞 ｮ ・ ライプチツヒ町のー住宅地 、 空此ｾｾは最近捨てられつ ｌ あ リ 、

るが 、決して之を等閑

にす ること は出来な い

須〈我園 lこ遁隠する賞

施方法を者へ軍部 、官

民一関とな り大なる努

力を以て完成しなげれ

ばならぬ。昨年三 月頃

から潤逸では徴兵義務

と同様に防空義務と云

ふ言葉を用ひ . 闘民に

各種の義務を要求 し大

いに之を蚊吹して賀行の上に現 して居る 。防空完成にて此の稿逸の管施法が相官参三月・にな

ると思ふので此の質例を挿入して説明をする 。

第 3 ・空 襲 の 威 力

都市の防 ｚ さを研究するには先つＩｾ芸能の威力を知らねばならない ｯ 之は既に一般に知られ

て居るから簡略に設明する 。勿論今日では都市の空襲は飛行機に依るものである。調迭に

はツェツペ リンがあるがあの大きな鰭で空襲することはむづかしし、。勇敢な飛行家に忽ち

惨落される Ｑｾ らう 、 飛行 機の性能は現今大戦昔 時のものと金 〈比 較が ｈ ｉ 来ぬ程環 達 して爆

ｩｬｾ 機も整問用夜間用 の 二柿となり 、 ヲ ー ｩ 夜共に 襲 撃が出来る。実夜何れが多いかと云ふに各

闘共に雨種類を持ってるから我 k は者夜共に安裂 されると考へねばならぬ。爆際機の大き

いのになると 2M: の爆開を積んで l fi OO粁から 2000 粁まで飛行しで宗1泌がHl来るが共蟻酸

は ｩ ｦＺは多数模型 の 編隊でｇ［ 叫 するが 、 夜は大将軍機で時間 ｾｦ￭ 隊を置いて安裂する。 之は 夜

間は依I突の王きがあるからで l上むを得予軍機である o 最近外岡では夜間も編隊燥骨院を械符し

てる成もある o 匁民第 Ｓ ・ Ｑ 荷主量最近の郊外件宅街生及防ｾの 見 地よ ｐ 之 を主 主 る

訴す爆弾は燥裂弾、瓦:)tJi関 、焼

ｉＩｾｾ 翠 の三種 で爆 裂明 ［ は共 ｦ ｩＦＺ 壊力に

より建物. 工場 、橋毅等地上にあ

る各科 の 構築物を倒壊し、 ｾｴ の 破

片 lA風l燃力により入計の生命を 怒

ふ もので 、} [ 斯弾は人百;及食中Jli を?

l1t にし其作 用は y芥ち にf1J i・に映らす・

瓦斯弾の破裂に よって自由 になっ

7こ瓦j折荷物は四悶に蛾撒し 、遠 距

1 川 3 0



離の ものにも作用する υ 叉毒物は飛行機

から雨の様に降らされることもある焼夷

慨は重量が他 の ものより料いから多数

時に落され多数の火災が起る。調逸でも

此焼夷弾を非常に恐れてるカヘ日本は木

造建築が大部であるから之を一清J 雪へね

ばならぬ。爆裂弾は 1 ほか ら 2 1{f; まで め

るが各閣で橡想、してる大爆裂輝は 500 む

であって 2 む の ものは海戦に、また都市

でも特別の 目標に向つてのみ使用する。

瓦斯慨は各閑共之を総統にして居る ので

不明であるが . 焼夷弾は 1 ￻ ｦ［ Ｑ ，ＧｲＮｾ普通と

する。そこで都市の宰裂 は以上の三極の

爆弾に依り何度も繰返して賓施されるか

、

ら__J{: の威力 fこるや想像力; 問来る。日本の ｾ￹Ｇｬ［ ｾＧＩ［Ｔ ・ ベル リン市内防空室体塔 、 機闘雑誌を自働

木造古 ｾｉ 市は爆裂 Ｑ Ｑ ｛￬ で 家 が吹飛ばされ焼 夷 版貰す。

憾で火災は各所に起仁カHふるにぷ瓦斯でや られ? こら大都市も惨まに惨で 、fj 畏もあてられ

ねことになる。かう考へると寸時も ヂツとして居ることは出来なし、。貨に何んとか早〈防

民 事 ｚ 第 Ｕ ・ Ｑ 笥 ｩ 急防 護Ｊの 補 日員 法 、 地下 ｾＮ と 木材 に

て補強す。

2さを完成し? こ〈なる 。

第 4 ・都市防空の着眼

今日な ぜ' 都市ーを空襲するかと 云 ふに之には

大 なる理由が ある。時には敵軍を破るにある

が. 飛行機で昔J すへでも向来なかったこと を

や る棋になっ＿こ の で め る。即ち敵軍 の 中瓶ｾ

似壊 し?こ り父敵軍の内地工場 を製ひ第一線に

弾薬民他の補給を困難にし戦闘力を失はし め

ま1=内地の園民 を殺載したり 都市の生活機闘

を倣壊 して園民の抵抗力或は戦争 する 意気を

住 き、遂に捕手口に導かんとするもので あ るo

ttL都市防昼の着眼は次の如〈である 。

一、軍部の防昼即ち敵飛行機を都市上空 に

来る前に之を鍛落す方法を完全にする

」 と。

二 、都市を新に計聾するならば可成建物を

きl 川



潟反第 6・住 民の地下 室へ遊総訓練。

分散し 、工場地域 、商業地

域 、作. 宅地域を誼営に 配置

して被害を少 〈し、道路は

庚〈して! 相側の建物が倒れ

でもまピ 中央を自動車等が

通過I - Jl ，来る様にする。可成

公闘 . ，茨壌を? 設けて被害i "

少 〈する 。成し得れば蒜瓦

知iの被害i " j，' < する鴬谷地

凹地を 避り道路は恒風の地

にする。火災に射しては建

築 を不燃質 とし街路樹等 に

削 3 2

よ り火災を 局限 し、父防火用 7}¥.I こl ' ") ' なる 池構等を? 泣 ける等の鹿置が必要であ る。

然し今日新に占|叶i i " 建設す ると云ふ こ とも少いから 次に醤都市を如何に す るか を述

べ て見 る。

三、奮 都市で は如何にしてるか . 調i怠ω /;' j:U民i " 百Uせt ; {) ( 閥次の如〈 である。大都市は今

日概ね工場地域 主?包含 し其のl協には人 口被築しに労働者街があるが . 之を 工場 と離

して郊外に: 1: 111の百坪位もある位宅地域を作って交通を{ 更に して移輔せ しめ、非衛生

の地域 主? 除 〈と 共に建物i " 分散 してる 。又工場 を可成it 宅地 と離れfこj怠に作らせる

方針で進んで居る 。工場そ の ものは防 空の若I1民で各附の施設を行ってる。者1¥市生活

上必要1i - 水道 、電 力、瓦斯工場は破壊されぬ向丘と. ま?二一部がや られでも都市の

生存に憂なき様にして居る。軍需工場 ，ｮＭ ｾ ［ ｬｬ￥ 工 海は判 ｬ 二件ー志 して居 る 。餓道其 他 の

焚通網も 十分考へて要すれば貨物騨の如き L i M市外に温州さんとして居る。各建物

に は地下防調設 き 去を作り Ｎ 交 通 繁き鹿には ｊｊｾＢＮ｜Ｈ 通話Ｚに ｉＮｲ ＡｴＺじ集国防品安を作ってる。Ｏｦ ｬ｜

市建物の屋線装の物置を接 i:i U!第 7 . M人|功常勤務者作業衣渚て俄兜マス タま で持つ 。

理して 、燃え やすきも のを

的て させ消防手のが; ・励金使

に して る。全都市を? 讐察特

区 により 分けて防室組織を

編成し . 園民官吏を防空事

校で教育し各ア パー ト毎に

卒時よ り防宰勤務員を命じ

此者は勿論教育して最早有

事の備がlI i来 ?こと思はれる



此勤務員は戦時老人や婦人青年が捻任することになるので 、是等の教育までも賓行

した様である。燈火管制も訓練して居る其他防昼の震には各種の組織を必要とする

が、之を研究終了 と認められる誠によ〈徹底して居ると思ふ。

イ王の着眼による車IH部を詳細に説明することは省略するが . 濁逸では航空省がめって . 之

が軍部の防空も民間の防空もまた軍民飛行機関係も一切之を統へて居る。従って此の航空

省の研究委員の研究結果を賓行に現はして居る。調進の防益法によると防空闘係事項は航

宰大臣が線、て責任を負って指導監督して居る。航空省と云ふが之は陸軍海軍をまとめて問

防省があり 、時海軍の飛行機闘係を一切含んで航室省となって居るので軍部の役所である

之が都市防空の民間防昼の何 もかも閥係して居る。民間防空の震には防空協舎がめって航

室大臣に隷し . 之が園民に防空の必要を宣停し叉防空施設を賓施し或は国民主? 数台・して居

る協舎は合員組織であって . 閤民に防空義務ありとて入舎を臨め合員よりは一年一マ { ク

の舎 費ｾ集め 、 之に他の寄附と政府の援助 と で舎をにて〉居る 。 目下舎員は約六百高 で 貰

に大なる仕事をして居る。

防空撃校はイ内林 lこ数官数育機闘として一個あし之で官吏や地方防空事校の数官を養成

して居る。地方には凡そ二千二百の製校があって之が一週間位の謀程で閤民を教育して居

る。こんな こともTやって居る聞は目下濁進一ヶ国ではないかと思はれる。

第 5 ・防 護

F 晶 司

草

問民は夜間宰腿の時飛行機に目棋を輿へない様に燈火管制の訓練が必要で之は本邦でも

光づ一般 に解ってる。然し防護室はま fご構築されにものを聞いて居 ない。調進では最早や

全閣でー寓 も11' ，来てる と云ふ。日本では避難所と 云って居るが防護室 と名づける方が遡嘗

fごらう。濁逸の防護室は次の将へで作ってる。操弾は 1. 00 1i tにせ 200 厄にせ営つにらば竺

階も五階も打貫かれるし 、之等に到して安全な震には コン クリー トの) 手さは 2 米 3 米 を必

嬰とする之は到底経費上出来に話ではない。 Tごから営つにら百年目に巧へ先づ上の建物が

i波壕して落ちて来ても地下室の天井がぬげない様に地下安内に木材で補強する 。 そして 入

門窓等の爆弾の破裂及瓦斯に封し安全な岐に構造してる。 入 Ll は稼備と共に二個を誌の瓦

斯を防ぐ扉をつける。更に入 Ll に前室を作って瓦斯等でやられた者を消毒し? これ /{f 物を

着 換 さす所として居る 。室内は腰掛を世 〈飲料水、 fwi 等も準備 し空襲 となれば此髭に上カ ，

ら住民が逃込んで来て二三時間居ることになる。室の大さは一時命中しても損害を少〈す

る矯1. 5人位から二十人位用とし最大限50人用までとし 、一時間一人宛 1 立方米で三時間 3

立方米を計算の基準 にして居る。3 l 主込むときには自分の位居の電気瓦斯を消し食料品も持

込め . 子供あればあきない様に玩具まで携行せよと教へて居る誠に行居いにものである。

此の防護室を作る時には政府の最大限1000マー クを補助して居る。之は各 アパ ートの防

品安であるが 、 交 通の頻繁な銀座通の虫 ｬ 市 角には往来の 人 を ｬ 依存 す る矯集困避難所 即 ちＺＡ［ｉ ｾ
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闘防護室を作って居 る。何れも見謬し? こが中 k よ〈出来て居る。我図に概して木造都市で

あるから之等防護室設置もよ〈研究せねばならない。 大建築を利用しーケ所に何千人と 牧

容するのは被服廠災難の二の舞であると思ふ。

第 6 ・結 言

紙 数の閥係で之で説明を終 るが 、まにまに都市防空に就 いては研究すべきこと が多し、。

我 k は細部に 亙 るまで平時よ句研究計 霊 し戦時施設を 少 〈して、卒時より組織を 完成 し必

要な施設 を務め完備 し手孫の ない様に せねばな らぬと思ふ。燈 火管制は防宰の全部ではな

い。外に賓に津 山のなすべ きこと があ る。市民の訓練も 精通では徹底 して居 る。 之は防?製

法ｾ 知 れば決 し て狼淵 し ない 恐 怖しないと云ふ 考 へ か らで、防宰昌 弘校の 訓練も 易 保 科 では 失

嵯の時 lこ何 も問来ぬから と云ふので もう 全部賓包であ る。 婦人 が作業衣服で質習 してる の

を見ていろいろと 々へさせることが多い。 窓 に本稿 を終 るに蛍り盆 k 本邦防空の辿なる稜

展と完 成 を 祈 るも の で あ る ｾ ( 終 1) )  

| 本 披 執 筆 者 紹 介 1
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A  表 集 第 犬 虞 間の

大 育民
宣
口多目

一 ( 新? こに接見し t: 製 公 の 衆 幾 第 大 庇 問 問 の 吟 味 ) 一

前 2; 'が き

天正 13年工を起し同 15年 9 月13日に成就しに東西四丁南北七丁の庚表を有する叢公の京

の楽祭第には、頗ぷる宏11士な宮室建築のi量管され 、t それが後世から見れば所謂桃山時代の

精華 ｦｾ 誇るものであっ＿こ事は更めて言ふ迄も無い事である 。或は紫紫城 と 記 され叉 楽 祭 第

ともあるのは 、城郭の如〈で あり 然か も宏批華麗な宮室建築の多数を備へ1=豪華a な邸第と

言ふべきが篤ではあるまし、か。文総年間に段? これ共遺構の現存するもの〉少いのは惜むべ

き極みであるが 、猶ほ大徳寺唐門0*雲閣及び浴室。井に炎繁北殿( 臨春開) と稿するも

の等は遺構として由緒正しきも のと され J これに 依って賞時の面影を想定す る事が出来 る

のである o 1:.' が、楽紫第 A の配置主共に以上の遺構が営初如何に排列されてゐ? こかは . 滞

感なる 筆者としては推定に苦 むも のであ れ E つ宮時の武家の邸第 として最も重要性を持

つ代表的座敷である表大審院即ち大成聞の遺構の存せき' るを惜な と共に 、〔楽祭第 に於ても

亦伏見城遺構とする西本願寺大成聞の如き 宏jji なる大嬰院のi宣告まさ れ? こりしを信 す・るも の

である。世に 楽紫第闘 とする 腐 風 紛の 如き はあるが商工の染筆 Ｎ 何 ｅｅ まで ｻｴＮｾ 置 〈 べきか

資料としては物足らぬものではある 。

叉今も f止に1 w はる匠家の体蓄といふものがある。その多〈は E室長から寛永の初に亘って

州来? こもので 、桃 山時代江戸初期に跨って営時の建築文化に所躍 し仁匠家が . 自己の見聞

しにるも の若 〈は闘興徐営し? こる賓例佐その傭書の中に記して子孫に傍へてゐる ものが砂

くはな い様 である。思ふにこれ等の匠家は天正の比から江戸初期にかけて の時代の潮流に

乗じて活動の領域を得＿こるもので 、 共の見間関験ｾ子係に怖八子弟 に 教へんが矯めに何者ー

なるものを捜し? こもの‘ と思はねばなるまし、 。 してこれが段、体 主なり木割とい ふ もの〉裁と

もなっ? こので ある。か〉る性質の情事でありながら其の中に楽祭第の大書院等に附しては

記さ れ?こものが途 に児営 らないのは如何にも物込らな〈思つ 1=。

ま1= これ等匠家の山相帯主? 見ても共事績と しては御所の逃倍 、制1枇併問に従事し? こるを

場げ他は徳川将軍の朋命に依る業績 をのみ詑してゐる o ぞれは多< (.i 徳川家に 差 出し 1: 由

緒書なるが矯め禁甚を初め. とし祉寺を翠げ思l 公開係の業献を怖かつ 1このかも安11れぬ。従っ

てこれ等の由緒書に依つでも猶 且つ楽祭第μ ，nるの資世立無かった o 然 るに 最近鷲見 し?こ

岸上家体書 に於て楽祭第大成聞の固 といふもの を見 る事を得1=。依って討険狛ほ未1:. '不充
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分である主は思ひながらま互に筆を執る事主しt: のである。

岸上家儒家の大庭問の園

洋上家体警は和泉乙 三氏… 昔は岸上氏… 宅に他の数種の体書、多数の由緒書及古固類 と

共 に保存されてゐるもので 、古固類は共多数が既に庚段逸散しに様であるが .イ専書 と由緒

書 とは祖先よりの体来である 。然かも永年笹底にあって人目 に糊れなかっ ?こ もので あ る。

故あってこれ等 書類の一切を熟覧しE つ分類整理す るの機舎を得? こが ‘ こ の停害の - n! tに

寛永5年3月岸上 九右衛門著名の 「御庚聞の木砕J とするものがある 。書中に 京器禁の大蹟

間の闘が記 るされてゐる。 張 に掲ぐるところ の第 1 闘の卒函園が それで原本か らの罪署員を

以て掲刊 しt: かつ にのであるが . 借覧するを得なかっ? こので引寓しの闘を以て満足せねば

。

なら ぬコ誇紫と記されて ゐるが IJ I緒中には楽換とあり 、他家の古書 には楽裕の文字も見え

てゐるから 、首字の多 い匠家の 古書 とて詩集は衆柴の営ケーとするに差して不合理は無い様

である。何れにしても涜 ｾ な 筆 者としては初見 の 箇 Ａな の で ＭＭ｛ｲｦｦＮ 吟味そして参考に資する必

要が ある と思ふ。

岸上家租先の由緒

先づ洋上家の由緒、特に 其 祖先に就て述べな りればなるまし、。同家の rJI 締警 に依 ると祖

先は 泉州和泉郡和泉佐岸上五良右{; ;rr 門源義忠、で永正大:7k の比足利家に仕へt: 人で あ る。者手

l烹 となっ?こ のは其ー イミ子五男義 信で、 これが呑匠岸上家の初代である 。

初 代 手書 匠。 英 五 郎 義 信

永 ｅ 元 甲 子 Ｂ ｉ ｾ 3 月5 日生

氷i'.!I< Ｑ Ｒ 巳 巳年 ＶＶ 主主 ｾ Ｈ

二代田 義信長男。 甚 九 良11 義 職 大永 3 年Q: E

三代|当 義職長 男コ ヰ存匠 九右衛f"1義 規 天 文10年産

間代目 義職二男。 呑匠忠、兵衛宣 純 天文17年産

五代目 '友純長男。 存匠小右衛門信政 氷雨i; f <7年産

六代目 イ長政長男。 7寄匠小 三 良11義 繁

) c  I E 4 年産

和 泉 の苗 字 となる

じ代 目 義繁長男。 和 泉 五 良 助 吉 政

E霊長 2 T j '.'i l，手法

究 永 11 ｲｾ＠ f文句三11月4 日2i'

八代 目 吉政合; ; { 7。 和泉忠、兵衛 義 一 寛永 13丙子正月 1]日 半

)( イi: 日 吉 政 男。 和泉小 八良11 政 直 寛 永 l C焚百年 10月 3 日早111:

九右衛門ト改名

十代 国 義一長 引。 和泉長 太 夫 吉 勝 究 永 17; A辰年 5 月28 日早世1:

以上 ! i 初十代 を由緒書及寺の過去帳 に依って記し? こ のであるが . 以下代 k 職{ f 製い後世 に

及んでゐて . 日 光、芝 、上野及江戸城等の遺管に閥興して各代夫れ ぞれ彫刻金分捻して ゐ

る。



岸上和泉家に九右衛門{ f iifl 棋とする者が三名程める。三代 μ 義 規 と九代目 政直とがそれ

で其他は後世の人であり、 岸上氏時代の者は九右 衛門義規のみである。

三代目九右衛門の残年は詳でないが由緒書に依れば伏見域の帯匠で伏見は勿論楽祭の逃

替にも彫物を1 f J Jめて居て

「伏 見御［域呑庇 相勤 ｊｾｊ ｾ 物等水花之 ｽｗ ｊｾ 物相勤申 候Ｄｾ柴御城建 之水晶共外 玉ｻｦ 入御好之通 彫

入彫刻出来」

と記され寛永 月年に体蓄と苦二し、 f二とすれば年齢87才の時に相嘗 する。

九代目l L: ; { 干!制 "j は生年不;lf であるが過去帳には寛永 10年 10 月早世とあり、父七代目吉政

は寛永 l 年: <1' 1涯で死政 して ゐることになる 。然かも合弟が一時八代目を相続してゐるから

九お衛門政直は弱年で世金去ったと忠 lまねばならぬ してこの時は既に和泉氏である。

従って寛永乃 年 JLホi Ｂｾ［Ｎｲ ｲｬｾ 著名の「御成聞の木陣』停蓄の大部分は三代目 Ｉｌ ［ 右 ￭ｾ 百門の書主

体へ? こるも の t 推定さる〉のである。然かも同人は楽祭伏見の浩俊に勤めて居 1: 経躍を有

する者 楽雫た氏聞の闘も亦根械無きものとは断せ' らればのである。

棄 楽 大j逗間の吟味

次に耳さ当堅実! 茂聞の闘に就て l内永して見なりればならぬ。顧みれば桃山江戸初期の武家の

大殿内1の表向fこる重姿な書院は 主殿から稜展し Ｗ こ大書院ｾ 即 ち大蔵聞 となっ Ｗ こも の とさ

れてゐる 。平内家側害殿屋集( 民長 la年 の もの) にも

一 、天疋ノ比附白秀吉公立¥{ ・市ノ妓ヲ立給フ時主殿ヲ大キニ腕作 リタルヲ成間 ト俗ノ云ナ

ラシグルヲ子今成問 ト云 フ。

とあって楽祭第の大書院が府大なるもので庚聞の舵簡をなしfこものである事は、伏見抜大

成聞の遺慨に徴 しでも想像 に灘〈ない 。然かも成就の梨年長も時の主上の行幸密会ふし五

日に 亘り御臨幸めらせられ1こ史宜に見ても 、亦卒安通志の記るすところ

其境域は東は大古 . 西はI字幅寺 . 北は一係、南は下長 者 ll1fの北を限り 、結らすに深池を

以てし築〈に 高燥を? 以てし、 E 機織門其: l l t 毘{ f 極め内には二重の郭ありて . tJ l : 閣殿字其

聞に満ち金銀{ f 位ばめ五彩{ f 納き 、華麗善美至 らさ' る児II ' なし 、共 同商 に諸将 のs$簡を建

てしめ 、一 族功 ｬｾ 及諸将士をして之れ に 居ら しむ、 Ｓ 年の反対＿をへ て同 Ｑ［￯ 年孫 成せ り脱

して築業邸 と日ふ 、之 を邸第と稿するも . 其賓は居然1こる城郭なり 、共 9 月18 日. 大阪

城より移りて此に性す。

とあるに考へでも宏司 Ｑ ＺＱｾ 大蹟聞の如 ｉｾ 遺骨ありしは明らかで あ れ卒面闘 の 如き規模伝 子 向ー

するものであっ7ことしても受賞ではある o して伏見城の大償問は更 に一歩を進め 7こもので

あるとしても順営なこ とで あらう 。

依って惑に暫らく営時の他の大蹟聞なるものと比較l吟味をして見ゃう。匠家の傍警には

申合せに様 に大康聞の記載がある。そ れは建築工事の勃興 し?こ感 時に遭遇して . 主殿ii!i 成
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問機成から宏JI I:な大書院構成に進展しに一大飛躍を暢験しては これを記録せ十には置かれ

なかっTごからとも考へるこ t も，'-1-¥来る D 坂上却j兵術{ 尊来武家目録( 長室長比の停警と推定の

もの〕に載する嘗世庚問主するものは第 2 固として掲出するもので 、昔庚聞と稿する主殿

浩庚聞に比べると、南に在つ? こ」二 k 段は北 lこ移り 、成聞の五百にあっ? こ!末棚も上々段と共

に作置を替へ、東側に大間数個を力日へ簡素な主殿より見ると規模は宏大なるものとなって

ゐる。甲良家停書である武家雛形は坂上体来 t 全〈同一系で闘も亦同一である。卒内家体

書殿屋集 lこ首代庚聞とされてゐるものは第 3 闘の如きもので、京言等紫聞と其卒面構成は頗

る類似してゐるが . 第 2 闘を更に宏大にしにものと見る事が出来るものである。

融って伏見城遺構とする西本願寺大庚聞の卒商構成( 第 4 闘) を熟硯すると、京誇繁闘

の犬蹟聞に更に大々的の上段と宏 ｾｉＺ な庚聞とを ｈ 付加し Ｗ こもので、型公の企固として伏見に

於て一段と雄大 きを発揚しにと考へでも、そこに些の無理は無いと思ふものである。

次に比較して見? こいものは第 5 闘の仙蓑域本丸大庚聞の卒| 百構成である。建替に闘して

は、

慶長15年此年仙裏竣大見質問御造営成就す、縦十七問字、横十三間字、北に長三問、腐二

間竿. 南に長七間牟 . 庚六聞の的屋あり 、是より前大工棟梁梅村彦左依j門家次を紀州に

差音 され、天下無蟹の大匠刑部左衛門閥次と云者ｾ •• 辰ひ来て、大庚聞の指闘を致きしな

御作事奉行渡漫近内詳不知 . 油井善助景成なり云 k

とあって、棟梁は恐ら〈紀州根来の大匠鶴汗lJ 部左衛門の一家 と推定さる〉者でみるが、卒

商の構成は小異あるのみで、真に京薄紫とするものと符節を合すが如き観がある。詩集圃

では中門が所謂折中門となって、卒内侍書の J月中門 lこ同じであるが、立面的に比較すると

薄紫闘は仙事城大廃聞の立面にも亦卒内侍書の大成聞の立商にも極めて近いものと考へら

れるのである。然かもこの折中門の形式構成が共着想、 に於て同じ〈政宗の浩管に係る瑞巌

寺本堂玄闘 に浅され てゐることは面白い 事賓であらねばならない。

比較吟喋の結果

以上の通り比較吟味して見ると. 京書写楽 とする大煎聞は 、主殿主主りの系統を摘は一部に

侮へて宏大な庚聞を構成し、併せて中門をも宏R1: にし? こも ので 、f山嘉岐の大熊聞はこれに

範を探つにものと見ることが出来る。楽繁に次で起きれ? こ伏見城の大庚聞は更に豪井上雄太

な構成を見 fこもので ある。殿屋集の大成聞 は楽祭の系統で宏大庚聞であるが. 更に後の大

成聞に移らん とする形が現はれて居 ト 以上体来の大成聞 は殿屋集大成聞の大書院の系統

を傍へて規模糊小さ〈江戸城大庚聞の前旗 色も見らる〉もので、 岸上家停中の尾張大納言

様御成問の賓例と金〈同 ーである 。

こう l吟味して見ると県公楽祭第に営然造営されてあったと見らる〉大熊聞は 、第 l 闘の

如きもの即ち埠 k 九右衛門の億警に残されに様な大庚聞であっ? ことされても、夢: 公の豪華ー
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楽祭第の Ｚ ぷ ｈｉ をｦｊＡｾ ふる に充分でめ

り、卒面的構成の推修からし でも

亦信せずら るべ き過料 にあるも の 主

考八ら れるも のであ る。而して伏

見城に於ては更 に一段の事長)11:雄 大

きが友現され7こものと見らる〉の

である 。 また闘に綴って立面的形

態 もi却原闘を 以てこれ を示す 事力;

出来得る もの と思はる〉 のである

が . 今はそこまで立入らない o 1: 

汁 山嘉域本丸大腕 11:1の闘とするも

の に制めて近いも の となることを

一言して置き 1: ｾ＠ 、。

本稿に筆を ｾｾ ｘ ￙ るに際して 、 ，ｦ ｬｬ

j j( 家の j厚意 と内山疋倍君の多大な

る助力を得? こる事堂記し以て謝意

を? 表す ると共に 税者諸賢の御示教

を党ふ ものである。( 完)
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 住 居 試 イ乍

モ ト ノ ・ セ イ ゴ

政に御紹介する小{ 主居は長! 万の結婚 しに機舎に私方の庭の一隅に道路 l白1に持して二人の

発15; りの杭肘に充てる矯めに作つ? このであります 。然し同時に之れを J 見時の日本に 於 げる

小作居の車位として . J社舎に活動を始める新婚家庭の容青島として J 雪へて見? このであります

綾干のに根本方主 I- { f 掲げて見ます。それから細部の記述をして諸32の御批判を仰ぎ度いと思

ひま す。

根本方針一一( 1  ) 子供一人位迄の若 きサラ リーマンを目棋として 、 それに充分の普週性

を保? こせ家で 小規模であれば工作製闘締前等の仕事にも従事 出来る一般普遁性のあ る住居

ぞ問槙 とする。

(  2  )  生活を jfi 純簡易に蓮持し得る矯めと建設費を低減する矯めとに容積を出来る丈ノj、

きくする事。

( 3  )  構成材料の問題一- ，' 1 ¥来る丈乾情迭を用ひて病来の材料に闘する問題に一つの研

究資料として役立たせる事。従って材料を出来る丈手近に得られる 普通市場品を用ふる事

( 4 )  共通原 則 として必要と充分の原王 ｉｦＡＮ に 基づ く 事。必要 と 充分とには勿論絶針棋 ｴｾｩ ｩ {f 

立てる事が出来ないのであります。然し乍ら先づ大関の見?FJ から防寒暑防音生活機能等 に

就而充分に堪え得る: $ { f 限度とし? このであります。辛うじて携え得る程度を最d攻限度とし

充分以上に行ふ事を最高として考へる場合に共の中聞を採っ1このであります。 金持の構成

から材料構造に王る迄皆この中間度営目標としにのであります。

(  5  )  内部設備は茶所 と食卓以外には壁に取り付げ 1: 戸棚類は少量にして随意に油蛍の

家具類念特ら込んで相営色々の色調の生活IAI容佐賀現す る事に可能性を輿へ? このでありま

す d 其の矯めに fl 1i ，よる壁|自i{ f 相蛍の最 に作 る事。

以上の様な:事柄を大悼の根本方針として計書を進めに のであります。以下計誌の*IR部に

就て少し〈記して見ます。

各部の商積

尺
尺 主ド

居室客室食卓{ f 粂ね 1: 一室
9.U  x  J  8.0  - - 4.5 

階1玄 附

3.0  x  6.0 一一 0.5 

華 所
6.0 x  6.0 一一一 1. 0  

下 j便 所 3.0 x  3.0 一一一 ＰＮｾＵ＠

物 入
3.0  x  3. 0 一一一 0.25
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9. 0 x  15. 0 一一_ 3. 75 

6.0  x  9.0  - _  J 巧

3. 0 x  6. 0 一一一- 0. 50 

3. 0 x  6.0 一一一 0. 50

12.75 

此の外小さき物入等如lへて大関 13坪0 の使用面積でありまして居室客室上部 2. 5 坪程の

昼間は階下と階上の各部から有効昼間として二重三重に作用する課であります。此の宰聞

は床として使用出来ない一見無駄の空間の様であります t ; 小さき面積の家に比較的見買い空

間感受ｾ興へるに充分役立つものであります。其の上この昼間に依而家全慌が一室の様に

構成されますから暖房は中心に一つ据えれば家全開に作らる事になり、暑さに劃する通風

の黙からも策流の方向は三次に綴がる事が出来るのであります。採光の黙に於ても階上の

窓から這入った光棋が階下の床に直接に落らる等各階でハツキリ仕切られに普通の家と異

なる色々の黙があります。

照明は空間中央に天井から 50尺程下つTこli J f に主要な一個を置きまして 、他は食卓の上主義

所等必要の各部に一つ宛ありますが 、大鰐は中央のー11司で家中の大開の用は足りる課であ

ります。

暖房照明は最もi { i 純なものを持に用ひまして. パネル、ヒ ーチングとか温水暖房とか間

接照明とか特殊なものを金〈用ひない事にして 、設備の原f貨を低減す るのと、 最も卒易普

通性の生活容器としての考案 とを粂ねにのであります。

構造の概要一一柱は 3. 5寸角を骨子とし主要な部分は普通に組ま して後は 3.0 尺角に間

柱横買を入れ内部は 1.5 尺角に釘下地主? 造って行って、外面[ にはラパロイドを張って h に

目地にパテを塗り乍ら 3. 0 尺角 2 分厚の石綿板を真鎗釘で苛めて行つにのです。内部は 1

5 尺角 4 分厚のデックスを張って其の聞に防腐剛を浸ましたモミガラを入れて行ったので

あります 。

屋葉は板の上に直接アスフアルトに てラ パロ イド を振り其の上にアス ロングを 塗 り乍ら

コットン( 荒い木綿にアスフアルトを浸しにも の) を張って行って、其の上にモウー阿ア

スロング塗りにして夫れ丈で留めて置いにのです。アスロングは何か繊維を入れにアスフ

アル トの様な防水聞で今迄に出来? ここの間の材料の中でー呑好ささう Tごと云ふ事を聞まし

? こから試験的に用ひて見? このであります。この種の材料で宣俸に乗って使用して 一年も経

なレ中にボロボロになって水が漏って大失敗をやっ1=事もあります。この材料は一年後は

少な〈とも経過して見ないと分りませんが塗り乍ら誼営に損回して行って非常に強に粘fE

性を生す・るので施工 に従事して居Tこ屋根職も之れは好さ 相fごと 云って居まし? こ。且冷施工

でありますから施工が極楽に進行出来ます。若しそれが耐久性があればアスフアルトの持

つ献轄を充分 lこ補なふものであります。
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細部の問題一一一窓は全部づ l注ひとしH障子二校"j ' r _ のー単位を 3. 0 ) 辻角の杭制に中に牧ま

る様にして全部 この大きの窓を特別の場合でない限りf l J ひ 1: のでありま すo JJrqま 3.0 x  6.0  

) " - . の桂組の中に牧まる事を椋準 とし まして従っ て規準の大 きが大鰐 2.35尺 x 5. 7 尺になる

ので普通出入口 の寸法 として最少限度であ ります。

護所は之れも 極j f I.純 な設備に しまして ガス コンロ一例乃烹二日間を置η る事全限 l立 として

筒卸Ｎな炊事作業が ｾｉ｜ 来る丈け ｩ ミ切のであります。

建築の色調一一外穫は 3. 0 尺石綿板を 3 分の回地 に(1 パテをつめて張って行ったので 、

之れが全開の基調になっ て居とす 。窓仲間入口扉障子棺等一切l情黄色にしまして石綿板の

友色の聞に調子を取りまして外部の色調は之れ丈で 、後は露草玄閥外廻り等の日昔初色の煉

瓦が夜色のモルタルの1111に調子ーを付けて思ります。

内部は全開聖書日主[ はクリーム色で木材部の下部扉等は淡ll {色ペ ンキ塗で僅かに 111;.1三木摘の

牧木階段等力: ニスヂたりであります 。こ のラワン材 ニス猿の部分が内部に強い綿のグッチi : '

LHへる事になってか: ます D

争

ｆ ， ｾ＠

i Ll l  
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第 十 四 回 住 宅 問 題 及 都 市 計 董

園 際 聯 合 曾 議 概 要

士

口 回

目

信

文

武

斗t
津

は し が き

H乍昭和 10年( 西暦1935年) 7 月16日より同 20 日に至る 問 、 ロンドンに於て . 第十四 [11] 住

宅問題及び都市計霊園際聯合合議が開催せられ 、世界各閣の代表専門家が相集り、世界各

閣の計霊的回国輩展 ・積極的計重並に位宅改良問題 に封する・意見の交換が行はれ、均i界の

焚展に一新機軸を作つに。

本幻ま . 其の合議の経過報告・を纏めて一冊子とせる “ X 1V  1nternat i onal  H Ol l sing and 

T o wn  Pl anni ng  Congress.  L ondon， HJ 35" の中 、其の概要報告を抄講し? こるも ので 、

1  Pl anned  Rl l ral  Devel opment  

11 Positive  Pl anni ng 

111 Rehousi ng 

by  E.  P.  Everest  

by  Patrick  A  ber cr ombi e 

by  1r .  H.  van der K a a  

の三篇ｾ官・子とせるものである ｯ 都市計董に闘しＮ読者諸氏の会考の一助ともなれば幸甚

である 。

筒 、本! 京幸子は日午税、都市計重大阪地方委員舎宛に寄贈せられにるものであり 、共の抄諜

の大部分は貴重なる執務時間中の飴l肢を利用してなれ るものなるが故に . 都市計重大阪地

lワ委員合並に民の職員諸一氏の御厚意をけ享 〈感謝する 次第である d

I 田 園 設 展 計 壷

科書拠的問闘地方計蜜は米＿ご頗る幼利ｪＩｾる域を ｉ ｊｪ ｴ して居らない 。 艮 ｰ ち 、 斯かる計蜜の蹴に

試みられつつある各閣の報告書によっても 、其の一般印象は Ll : ! 閣を都合化より保護し救憐

することは 日下の急. 務である 、と云ふことで ある。叉 、何れも終来必するこ の田園溌展に劃

して言十聾する所がなければならぬことが認識せられつ〉めf ) . 現在までは この田園計霊は

頗る消極的であっ? こが、将来は必や積極的に賓施さるべきものであり . この必要含認識す

れば、都市計聾の技術は凡ゆる舶に於て積極的田園計聾に遡熔せき' る感あり 、各関報告吉ー

によれば、間関地方は地方 人の利用と同時に都合人の慰柴運動場 として役}' [ つ合理的地域

111 4 8  



を設〈るやう 企 釜すべしと の希紫が搾頭しつつあ ることを報告し てゐる。農業生産地を住

宅其の他の建築物を以て浮りに蔽ふことは . 土地の殺艇にあら すしてifl- に不生産化を意味

するものである。従っ て、 出闘計霊は農業の刷新及び 回闘の自然的開童全専ら 其の 目的と

すべきである 。

少数の例外を除いては 、各閣の報告書は中央計蓑若 し〈は大地方計蓑は康範聞の一般事

'lf! i を基調とし制! 部計聾は各地方のAA&c に舷じてこれを賓施し .雨- / (-共に地方の特殊献況と

自然'11・民及び努働者の精神的飲態に闘聯して計蓑を途行すべしとの意見に 一致してゐる υ

1  . 田園計壷 と用途地域制

回国は其の各用途により地域制を設 定すべきであり 、共の土地が最も経済的 lこ最も 生産

的効果を奉 ぐるやう制限を附すべきである。

アメリカ合衆国 ウィルソン博士は 、或程度の土地使用並に土地開穫に封する統制が笠

まし し これにより匿域 内の荒鹿せる森林地合復活させ 、叉耕作不適地の現出を見 るが虫n

き不手際な土地開衰を行ふがま口き悲惨事の減少佐企霊すべ きで ある . との結論 に到達して

ゐる 。

イタリー ピツキナ ト数段は 、特 殊地方に 於げる 土地所有分散妖態の農業統制の地 方斜l

、

第 1 11l イタリ- f-; abはudi a 於け る都市2えYf 農業行政制l

B ' ・υ ….. Borghi  ( 君日区〉

A  ... .. .... Azi enda agrari み〈段業行政局〉

l' .... ..・ Poderi ( 段闘〉

織及び地方同園生活

の 組織化 等 ｻｴＧ計 聾ｾＧ・

は常に心掛りねばな

らぬ . と考慮 してゐ

る。

ドイツ コステル

氏は 、現行の百十霊法

の一部を改正し土地

所布} { k 態及ぴ稜民統

制に闘する園友の特

機を強力化すべ し、

と述べて ゐる。

フランス デ ウ・

ｏＮ ｾ Ｎ＠ C.  ・・ー .. Opera 1 ¥込町りI l ale Combat t enl i  

各群 凶 には l∞ 乃 至 2∞ の tE闘を有す 。 スウサ' 氏は. 土地経

済的利用 の再言十重の必要があり 、 自然{ t ' 空宇敬し倣愛 する 心は手寺人をして耕作 iこ到す る敬養

心を溌達せ しめ 、恒心の維持を可能 な らしめるであらう 、と の意見を有 してゐる υ

チエコ ・スロパキア ライハ・ シユナイデルオヴア・ マ ドルマイエ凡 三氏は、出来得る

限 り の 緑地 の 卒術を保つべきであるとしＮ続伐 僚なる汁 ｩ は 保有 地 の再築Ａ劉設 に戸手続 ｾｻｴ＾行

ふべ きである 、 となしてゐる 。

4 9  111 



ロッテ) ( . ダム ベルハ ーゲン氏は、緑地保存の主張を強調し 、一般景観構築より支持し

得る農業形態を も包含すべし 、 と要求してゐる。

イギリス フィルモア卿は 、科撃的農業の再計撃が要求されてゐる 、 と考へてゐる。

2 ・ 村 落 授 展

各種構築計重中有機的村落事妻展計霊は最も重要なる特色であらねばならぬ。この種の計

撃は所謂都市計釜より蹟汎なる性質を千1・し、村務の経桝的問題並に枇舎的問題をも包含す

るであらうとの意見に一致し 、其の報告提示事項の主なるものは次の如し。

1)  村均年居位者の教養生活- 政治生活・経済生活及び慰柴生活等 は. これを都合に求め

すして村吉年内に求め得べきこと。

2)  農具:其の他の器物の協同使用の方策を強調せしむべきこと。

町 村落の周聞に建築物を配置すべき こと。都合建築の形式を共の{ 高村落へ移入するこ

とは防止さる べ きこと。

4)  工場の分散の必要ある所は先づ其の配置計葺の珠山 'e::lr. 楽し 、こ れ t 出|点! 生rfl との

調和を出るべき こと C

5)  餓道及び道路の敷設は治| 刻家の手により設計さる べ きこと。

3 ・ 社 曾 施 設

回園地 )J の枇舎施設の顕著なる瑳展を計霊の一部として湾へなりればならぬことは蹴に

周知の事質であるが . 各閣よりの報告委員 の指泊する所によれば次の事項は，It の重要な る

ものである。

1)  農業及び回国工業の電気化

2)  農業用ノj 、道路の敷設

3)  給水施設の完備

4)  下水系統の完備

4 ・行 政

各聞に於ける興味める問題は 、回国計蓑及び地域制の行政問題に闘し 中央政府或は地

) j 官醸の何れによりて計葺を質施されるのが最も効巣的なりや 、 と云ふ射でめる。

4 タリー この闘に於ては師に地方計聾が賓施せられてゐるのであるが . こ の計華は最

後に地方が異るに従ひ惹起する利害衝突問題 に逢着するもの . 叉行政は漸次に 分散的とな

ると珠;怨されてゐる み地方計誌は閣家計肇の基礎でなげればな らぬが 、叉各地 )j は其 の梢

自の富源開溌 lこ営つてはこれを自由に貰施せねばならぬ。

111 5 0  

アメリカ合衆国 間闘計重の この固に開始されて以来 、地域制は郁によって賞泌され而

して小地 ｊｪ 車位計董の地域ｩＡｬ Ｑｊ 設 ￝ｊｾ が指導的効果を台ーすることを大い ｬ こ力説されてゐる。

イキ. リス この関の報告委員は . 計重機は政府各省の支配をう 〈るこ と な し 地方官臨

に自由に附輿されねばな らぬと 力説されてゐる 。こ の聞に於ては 、回同区域内計婁監修宵



臨は回困地方参事舎であるが保健大臣の直接細部的指燦をうりねばならぬ。大区域の市邑

参事舎が原稿或は地 }j 参事舎 と蓮耕して計整官臨 となり ITi lー中央統制に従属せん として居

り数州を包含す る大地方iT: l -位をな す機力が ある o 斯 し 大計聾区域主? 賓施せん とす る趨勢

の主要原因は 、現行英閣法規によれば計葺質施が過重なる財政負措となり 、各州参事舎は

地方参事舎に比し大な る蔵入を有 してゐるにめであ る。

チエコ ・スロバキア 先づ長初に地方計聾を致定 し. 撚る後回園地方計蜜を? 樹立し 、斯

〈して一般欣況に 適合すべきであるとなしてゐる。

ド4 ツ 凡ゆ る計葺は 中央政府の統轄をうりねばな らぬo 併し. 地方計壷委員舎に計壷

の準備並に賓施に射する肢がLなる機限立附興する にあらさ' れば、回 閑の環展並 に共の保存

は期して望む こと がlH来ない と請はれてゐ る。

5 ・公 園

間閑居住者は都舎に於り るがカHき正式公闘を必要とせ子、 !fiーな る運動競技場の施設提唱

が各園共通の聾である。或る委員は郊外に於げる建築物統制を質施せる所は公闘の必要な

しと述べ 、デンマーク委員は海岸 . 湖沼 、河川或は森林への自由接近を行はんと す る強き

主張をなし、 叉他の一つ の委員 は大公闘を最小の費用にて大都市に近接して設置すべしと

説いてゐる。

圏 在公闇叉は保留地の面積及び範聞の研究は頗る 至難の 問題である。 各園委員の程表に

よれば、 農業利用 の可能なる場合保留地 は凶閑護展を妨げさ' る性質の もの?こらざるべから

す、と の見解を有 して ゐる 。閤立保留地が農業稜展 と謹聖書するの可能性は更に詳 細なる 考

究 に値する 。

6 ・討議事項要動

各園報告中にはこの他向幾多の興味ある問題が含まれてゐるカヘ これ等全悼を要約すれ

ば失の如し。

1  )  田園計壷 と用途地域制

間関稜展に積極的計重ーを奨附jせんがために は何そなすべきや?

計壷中の都市第一主義的概念を国間計量 より排除せんに は如何なる方法が遁蛍なりや?

形而下的計霊中に経済的計肇・政治的計聾及び枇舎的計聾を も附加すべ きや ?

土地所有及び農業経営 に於げる障害を是正す る方法ありや ?

2 ) 村 落 授 展

(  1  )  村落特徴を保持するにめに採るべき階梯如何? 特に建築の行はるる場合に於

ては如何 ?

(イ ) 新工業の創設せらるべき場所如何?

( ロ〉 新建築の一般に相川す る場所如何 ?

(  2  )  商業中心を村落内に種展せしむべ きや ? 然りとすれば如何なる方法に よりこ
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れを完成す J ζ きや ?

(  3  )  村耕の工業による経情的復興方法 ilj 能な りや ? 然りとすれは' H筆者ーはこの復

興援助を 如何なる方法に よりでなすべ きや ?

3 ) 社 曾 施 設

(  J  )  村落農場に劃する電 }J 供給の急: 還方法如何 ?

(  2  )  農業用 小道路敷設の必要ありや ? 然りとすれば其の敷設方法如何 ? 農ー場に

連絡する 自動車交通を禁止すべき要ありや?

( 3  Ｉ如何なる事 ｲｾ 類の給水を設備すべきや＿ 農場及び建築物にこれを設備する要あ

りや ? 分散的農場に配水する場令共の設備費の出Ji!i" 如何?

(  ' *) 下水底分に劃する設備如何 ? 肥料の遁営なる配分ありや ? 然ら十 t すれば

其の効果的利用を碓宜ならしむる方策如何 ?

4 ) 行 政 問 題

(  1  )  団関計聾を樹立するには・中央政 府 大 地 方 官 瞭 ・小地方官腰、の何れによりで

なすべきや ?

(  2  )  大地方計聾の中央政府にて . 細部計撃を地方官肢にて樹立するを池営となすや

?  然りとすれば大地方言十需は小地方計委に先立ちてこれを樹立すべきや ?

( 3  )  斯かる計霊の質施 きるる場合、中央政府の監替を受 〈ベきや ? 小地方官臨の

監督{ f 受〈ベきや ?

5 ) 公 園

(  1  )  回閑ｾ域内 に 於て公闘の設置を必要となすや ＿

(  2  )  如何なる程度まで凶閑計葺中に於て戸外j日柴場を都市居住者の? こめ設備すべき

や ?

(  3  )  如何なる開類の運動場設備を村務は必要となす や ?

(  4 )  園立公閑又は保留地はこれを必要と なすや? 然りとすれば農業上の利主主は如

何 にしてこれ を保持すべきや ?

(  5  )  公衆が自由宰地 ・森林等 に接近するの自由椎ありや ?

ロ 積 極 的 計 壷

積極的計撃なる文字の意義に闘する一致せる 意見は 、これは単なる修正的計繋と謂はす・

して指導的言十重を表はすものとしてゐることである。計繋の指導を是 とする最も明瞭なる

意見の護表がイギリス合間報告書の胃頭に掲載されてゐる。即ち 、「組、ての稜展に劃して .

消極的制限的統制を加ふる のみの都市計葺或は間関計霊の組織は頗る不完全である c 組、て

の稜展に謝しでは. 創作的勢力をカ11 ふる?こ めの積極的指導を興ふる?こめの積極的計霊によ

り柿充が行はれなりればならぬ」。と。 これ と同様の意見がオランダ報告書に掲げら れて



ゐる。即ち「計聾は絶えす・行はれなりればならぬ。而して人類のため入額の手に よ りて賓

占留される限りは常に穂積的にこれを質施すべきである Jo e  。

併し乍ら、ニュージーランドの報告者は 、これ を充分なる強定のも とに行はす¥た めに

便宜或は政策共の他により指惑されし結果、積観的計霊を? 過多なら しなるが如き j伏態に到

って居る。と述べてゐる。

積極的計聾に多少反謝の意見がアメリカ合衆国報告書に見え てゐる。即ち、「我園都市計

聾及び地域制は私的近親的計聾の強き阻害力に阻まれて殆ど成功を見な い欣態で、 1933年

の泰よ りJ 935年の苦手までの二 ヶ年に於ては、 それ以前の 十年間に比し計重の進展急: 速な り

きと云ふも決して過言ではなし 、J。と。

ドイツ報告書によ れば. ルー ル地方計聾は積極的計聾の好伊j として指摘 してゐるが. こ

の計警に於ても既存の不統制整展に因り生じにる損害を除去し得守口 としてゐる 。

ロンドン報告によれば、大ロンド ンを構築せる所の各官聴の徹底せる自由放任政策と私

有財産による優秀なる事業が過去に於て賞施されてゐる故、ロ ンド ン大都市医域内に於て

は大規棟の積極的計笹は米ピ曾て賓施されしことなし。と。都市外廓匿域の主要道路計霊

に就いては報告書に掲載されてはゐないが、大都市に謝する均合のとれ? ご大規模の積極的

計撃の唯一のものであれ叉地域制と関聯な く計霊されてゐ る。 L . C.  C .  ( ' f he L ondon 

C ount y Counci り約 120 卒方哩の全面積に一計聾の準備が認められ . 康範囲に亘るロンド

ン交通区域を作成せんとするものであるから 、郡参事舎は大ロンドン地方計童委員舎を通

じて共通刷間協議を得る ことに なってゐる。事質上委員舎の瑳議に より積極的計叢即ち緑

地計霊の提案の質施されにものである。

バーミンガム市は1909年都市計量施行構附輿以来 、都市計霊繊細政策を遂行せる都市と

して イギリス各都市中より探揮しう る都市である 。共の事業は不規則的な法制上の権利の

食燥に よ り必然的 に地方 tこ制限されにも ので 、即ち、最初の都市計壷は郊外に闘するも の

であれこれに次いで廃絶聞の地方計聾が起ト最後に中央再計聾が貧民街撤去に闘聯し

て守備されしものである 。こ の大綜合計霊の積極的特色は 、道路網組織の他に天然排水及

び人工排水の雨土地排水綜合計重であって 、主要下水系統と共に道路の敷設 . 公閥系統及

び工業並 に住宅建築物の敷地計聾に大なる影響を興へて ゐる。世界に梼な泊l路整然1: る計

霊である。

1 ・7象 備 研 究

各間報告書中7象備i J l ll 量の必要を説〈ものが多し、。 オーストリヤ報告には 、「計聾を積極的

ならしむる? こめには 、都市の牌来の殻展 にして油維なる務想を把持せねばならない」。と。

斯かる必要の自費は或 闘に於ては比較的最近に 至って始めて路つ? こので 、オラン夕、報告に

は、「十年以前には、都市の基礎と科撃的研究が都市計聾の基礎なることを未Tご自売する に

至ら なかっ1:J 。と述べてゐる。叉、アムステルダム市最近報告書によ れば、「完全なる科
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与 ｾｪｾＱＰ 例ヲｌｬこより共の地Ｚｬ ￞Ａ､Ａｩｬｊ 提案を正常なるものとする」。と。 チエコスロバキア報告書に

よれば 、「 何 人とＡｩｬｕも 将来の僚イ ｊ ｉ Ｚ ｾ ｩｅ雌に預 言 す る こと は ｾｉＧ ， 来 なし、。 併 し 立論の 材料の五僻

を期すれば計書遂行の動 1，'，) 金或る程度込町1知することが問来る」。と記述してゐる。

2 ・大規模 計童か細部計童 か

テシマーク 報告に よれば 、 「積極的計誌は細部百一|訟ーの詳細 に亘 り過ぎ るこ とを避けねば

なぢぬ己何故ならば この杭の計撃は時の経過に従ひ再三再四修正を反覆さ れねばなら ぬか

ら」 、との意見に一致し . イタりー都市計繋執行者は者1¥市計芸員: 過程を ( 1) 一般計委の準備( 2)

各区域 に釣す る細部計裂の準備、の二に分割すべきことを提示してゐる 。向 、ドイツ報告

は過去に於ける計聾は E 僻殿正に過ぎ伸縮性を眠い1: もの1: 'つに と述べ、 フランス報告書

[ま過去に 於ける計撃は一定期間内にそ れを賓現化する ために準備さるべき で既仔人口に数

十倍する人口のため用意さるべきでないと漣べ 、オランダ報告は細部計費は五乃至十年間

を目標として樹立されなりればなら ぬ と述べてゐる Q HPち、オランダ に於て は砂くとも十

年毎ーに都市計実は修正さ れねばならぬことを要求してゐる 。

初期の バーミンガム計千鳥に細部計書に過ぎにる? こめ . 後手p:の吾|要は待望され る事主主主の主

要黙を計量f- し、細部はこれを護遂の賓施されにる| 際に決定すべ きこととし . 地域制の「自

由選持区域」主義が紹介され、 それ等 の用途を 決定 するにめの共同手段は準備局に よ り細

部計要望 号? 獲得さ れ、時時稜達者j 墜の土地所有者に討論 されて ゐる 。

3 ・国家計壷か地方計童か

各閣の報告書は概ね都市計喪の園家的系統の扶除を嘆じてゐる。 HfJち 、デンマーク報告

によれば、「デンマ{ クに は都市計繋に劃す る綜合的計費ーがなし 、。即 ち人口 及び工業の分散

に附する計繋がなし、」。と。 イギリス報告に よれば. rイギ リスに 於ては部分的関家計蓄は

鍛道・電力供給- 給水・排水 ・造林等 にl刺し幾分存在せるも 、米1:: 綜合的協調が通営に賓

1庖きれてゐない」。と。

地方計訟は岡町」て叉は紙上に於ては可 なり一般的に賓施されてゐるが . 共の賓現を賓行

してゐ る もの とは限らな し、。依って 、フランス報告は、「今日の者1¥市計警はオス マン時代に

比して大規模なる も、これ等 の多数は死文に近いも のである」。 との型 観訟を迷べてゐる。

イギリス報告書 に於ては 、先づ土地計型局の設立 を提案し 、こ の局 に於て都市及び関家の

綜令的土地計 ｪ ｬｾ に 射す る準備をな し、工 業地域及びイキ居 地 域の分散 に特別の考臓を郷ひ Ｎ

大計三ff に感じての地方計子!干の一般的指淳司t に協調 を刷る計義の樹立 を提議 してゐる 。

又 、チエコスロ バキア報告には .1111同稜遠の統制は本来政府の主要事業である 。即 ち.

政府は これ を統制指導 するの賓機会 有する唯一の官艇である」。 とあり . ベルギー報告に

は ｊ 同家計書 ｬ こよって大統 ｪｾ 決 定 し、これにより地方官蹄 の 仕 事を組 織 立 つべきである」。

とある Q . 向 、 ドイツ に於ては 、努働者住宅建設 ・運倫交通及び土地の用途に基準を置き全

般的，経理写生活を組本化せん とす る法令の通過を見る珠定であ り、都市計葺・ 地方計霊 園
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家計撃に闘するドイツ のttf，舎が主務官鹿に法令革案を提出して準備事業の一部を推 営せん

とし、アメリカ合衆国 に於ては、 1934年 7 月大統領の政命令に より園立費源局が創:11.: され

ー恒久的国家計聾支部がこの 局によって推薦されてゐる。この支部は既に1933年に創始さ

れにる事業主? フレヂ リツ ク・エーデラ 氏部長とな り図家計聾局 により事業遂行の筈である 0

4 ・衛星的授展か集中主義か

積極的計壷の成義の目的は 、卒簡を得? こる経済的枇合教養あ る現在及び将来の必要に適

する 都 市及び問闘の科接的建設を日論むことであらねばならぬ。多〈の報告書は 1934竿の

アムステル ダム園際都市舎議の議題Tこる現存都市の凶滑なる種展は農耕地によるか衛星都

市による人 口分散を最良の方策と すると述べて ゐる。

オランダ報告は 、人口の哨加の停滞 が廃範閣の街呈的強展に及ぼす影響に注意を 1<Jll ひ 、

アム ステルグムに 於ても一定限度までの檎結集 中護展を許存 し、現存の都市に頗る接近し

而も緑地の中に存することなき三の新衛足都市の殻J.j{!t' イt ふ こと〉してゐる 。 ヒル 〆: ルサ

ムに準備されつ〉める計聾は 、有機的環展を準備せるものに 比して、限定計藍のロ ーマン

概念又は文事復興精神に復師の特徴を表はしてゐるが 、 どの報背にも現在及び終来の都 fli

張主主の撰禅的量には言及してゐない。

イタリー は過去十年間街) 1: ' : 的都市護展主義による 計聾賓施に努力を重ねにのであるが .

柑論なる集中防止策 にl制する問題は未解決であり J 我 k は回 国都市立立に衛星都市設1 1 : の注

を論争 ると同時 に大都市の綬展を助長せしめてゐる J oe共の報告書に支j j ; ベ . 又 コベンハー

ゲン 報告書は、「若し ｬ ［ｾｩ Ａ ｩｾ Ｎ 者 ＱＱ 市が大都市の再建設の一部となるならば 、 そ れ 等 は母市 の医域

内になり ればならす 、え其の都市の経梢上の必要部とならねばな らぬJo i : : 述べ てゐるが .

これはワイゼンショ ウ計置に於てマンチ ェスタ ー市により踏磁 されて ゐる政策である。

5 ・蓮績緑地か散在緑地か

ロンドン報告書は 、連鎖緑地併を雄得せん とする 諸位の企輩 . 及びロンドン i' ! i 邑参事合

より 大 ロン ドンを形成する m; 参事合位に人口五高以上のH 1i に劃し二百禽跨の提1JI: を絞近に

行ひ 、未:t: : 雌定的総地の決定 を見ないが大ロンドン地方計葺委員の大なるう子 j J が.f;J ll :まれつ

つあることを? 報じて ゐる。 イタリー報告は 、;主観緑地及び散在縁地の得失t ' 論じ 、 i A制

緩地はIJ 、医域の人 1- 1澗密都rli にi歯介し 、古文在維土也は大臣: l l !xの都市に自然で め り設'ι 谷弘 で

ある」。 と結論 してゐる。

二都市閣の介本農耕地の統制と中心、衛星は敢牧の報告書中に論iili; され、 分散的接JAえは

連続接民ーをpli. J とす ると の意見が多し、。新パ リ地方計壷は農業建築物の建築のみを許可する

院域の特設を規定 し. これが賓施に際して の大なる経済的財政的困難を詳細に 治じ てゐる

この見地より の農業地域は術且都市の消極的部門であるが、又同時に農業計聾の筒鋭的見

解も行はれてゐる 。
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6 ・工 業 の 指 導

イギリス合同報告書に於ては 、比較的新意見の工業地域設定の統制に封し特に注意を

梯ひ 、「斯かる指導は新工業企業の適地選定時代に先づ必要であり、現在企業の移時と賂来
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第 2 園 フランス 工 業 地方計山一例
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必要を痛感するに 至 るで あら う所の特定地域設立の指導は強制よりも 181ろ説得によ b巧妙

自在に進められねばならぬ」。 と辿べ 、こ れを管施するに要する 多種多様の手段を 、( 1) 用

地の留保 ( 2) 運輸の施設 ( 3) 住宅の設備 ( 4 ) jlt lJl' kなる使用料 ( Ｕ Ｉ 低 利 資 ヲ ｴｾ の貸 付、 の 五 項

目に要約して ゐる 。

フ ・不頁住宅匡域の撤去

イギリス合同報告は、貧民街撤去のJ社合運動により生じ? こる積極的計査 に謝する原動力

及び不良位宅医域問題にー暦念進的態度を 以て 臨むの必要に封して特に淀意を拶r ，ってゐる

8 ・航 空 港

フランス報告書 は、航宰事業主 一般都市計聾と の闘係に闘して特に紙面を客作 、就 中道

路の敷設と航空港周閣 の建築物の高度仕に其の地役棋の効果に就いて詳述し . チエコスロ

パキア報告書は、航空 港は 出来得る 限 b都市の中央部に設〈べきであると述べてゐる。

9 . 田園計壷及び回薗保存と国立公園

有効な る農業方法を目的と する 回国積極的計置の償値は随所 に於 て論じられ 、諮蛍 に境

界ｾ定め或 る特 定の場所に集中せら る べき建築物の回国への侵入を不営とする意見 、 無計

牽 に踏綜的E主主主主? なしつ〉 ある集国主? 阻止せ ん とする 意見が最も一般的である 。

ユユージーランド報告は、睦代政府により 回国開拓に封して行はれにる奨励法立立に景観

美の保持を強張し、園立公園はこれを金園一般保健計霊の中に加ふべきことを主張し 、叉

オランダ報告に よれば 、「人口刺衝にして面積小なる閣に於ては 、人口を 一方に集中せしめ

回閣を出来得る限り保存し . 以て園民の保健増進への唯一の方策とする」。と結んでゐる。
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1 0 ・財 政

都市計壷及び園家計蓋の財政に劃する各部門に就いての康範なる論旨が 、殆ど線、ての報

告書に於て、何等かの形式を以て其の基礎的意見が暗示されてゐる。

イギリスに於ける補償法誌に受益者負措法は 、積極的計葺の康範囲の目 的 を賓施するた

めに最も適切なるもの k 湾へられてゐ るが. 地方官磁の管轄匡域問題 ・各地の調自的重要

性立立に謀説増加を闘らんとする傾向は依然都市計壷全般的幅利と相入れぬ憾がある。ポー

ランド報告書には 、自由使用統制慌誌に土地譲渡に聖母する監督官臆の樺能を論じてゐるが

大部分の固に於ては、排水 、給水及び通路等の施設が既存するか或は簡単に施設し得られ

る欣態にあるにあらざれば . 集囲的強展を承認 し得な いとしてゐる。大都市或は州に於て

は、新に護展せんとする都市の財政 ・個人企業或は公盆事業等を閤家的見地より更に論突

を進める必要がある。

111 ・ 住 宅 改 夏 問 題

世界大或直後の住宅扶乏は各閣に於て等し〈大いに改良され、改良様式の新住宅が多〈

建設 され? 二、 め、其の時代 lこ比して優良なる住宅に多数の人が居住すること〉なつに。併

し向、居住人口 の可能なる数及び現存住宅珠備敢に闘す る統計の正確なるものはど の報告

書にも 記載されてゐないが. 一般報告によれば、或園 に於ては住居問題に劃する考慮は未

ｴｾ 望ましきものにあらすもと見られる。この事情は大戦後成立されに新園家 に 於て特に顕著

で、これ等新園家には完全なる園家経済の確立なし叉必要ある場合には命者の大群を引

き受けなげればならぬ情勢にあるのである。ポーランド に於ける 1918年頃の欣況は何れの

閣 よりも不良で、人口は減少し園土の大部分は荒駿に近し従って性居改良計聾も遅 k e.

して準まなかったのである。

チエコスロパキヤ報告書の特に指摘する所によれば、新住宅に居住せんとすれば牧入額

の小なる閤民が、共の25乃至3 5 %を家屋料として支錦はねばならぬ故、今向原始的住居建

築助長の止むなきに至って居札 ハンガリー に於ては、前王閣時代の他地方より の大築| 刻

的移住を行へる 住民に封し住宅不足の大問題を起してゐる。

これ等各固に於げる特殊の困難なる事情の他、 各固に共通な貼がある D 大都市に特有の

貧民街及び 人口過剰却もこれである。将来速にこれ等が撤去の賓施に遁進しなければなら

ない。

1 ・ 住 宅 改 夏

休宅改良問題は箪に貧民街の撤去誌に新住宅の建設に闘するのみならす¥凡ゆ る胡野よ

りこれを槍討 しなければならぬ。

フランスのグレ { ぺ数授の設表せ る重要なる意見を引用すれば次の如し。「住宅問題は既

に優良なる住宅ｾ建設せんとする のみの 問題ではなし財政の許す限り各階級に於ける完

5 7  111 
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会なる夫 k の計惑を必要とし 、不良住宅の弊害は根本的日野除されねばならぬ。住宅改良計

重要の立案に先立つて質砲すべき研究事項は . 人口 ?に-度 ・財政 男女別 ・職 業 躍 忠 率 ・現

在 住居臥態 ・ 杭居改良敷地の描酸性 ・ 水道瓦 ｬｾｩ 共 の 他 の ｪ 社舎施 該 ・地憤・運輸 ｪ 伏流 Ｇ地 方

的職業の可能性等であり、 ，仮 令営i百せる問題が郎に地方的事情のみと鍬も 、この研究は一

般都市計蓋の人口集中分散 ( 集図的に分散せしむること) に大なる償値ある ものであ ，る。

適切なる敷地、各種形式のtk宅J ! &位に要求され? こる 各種の地代に闘する知識が橡備研究 と

な り、 更 に精密なる人口接的研究により計聾は最適僚件に 11きて完成され得るのである。従

って 、建築技術erji がij:: 宅改良計撃に携はるべき最初の人ではなく 、都市計費: 技師が これに

先立つて指導せなげればならぬのであるが 、一面若し理財家の新期珠算要求に劃する提案

が通らねば無役なのである」。

グレ ーベ教授の主張と 問機. イギリスの グッドスミス氏は 、イセ宅局は遁営なる統計知識

なく して ｾ大なる磯野 ､ 額を要求しではならぬことを指摘し Ｎ r住宅問題は非常なる緊要時

にして各種の人士及び間関の 一致活動により始めて解決し得る のである。この事賞は 明に

性 宅問題及び都市計 繋 問題 の 双 方 に閥聯ぜる問題で、 Ｎ ｾｬ に性宅改良問題 の みではないので

ある。住民の属性地及び其庭に居イt する現由. {1: 宅の主主不通・ 新築度の如何・居住 Jl k態改

良の必要の有無・他の広域に移轄する 希望の有無及び共の王IJ! .山・ 牧入献態等に闘する jE悌!

なる知識なくして斯かる改良計 ｾ ｪ ｬ 去 を樹立することが 問 来ない 」 。と論じてゐる。

Ｑｾ 民街撤去 に 闘しては Ｎ イギ リ ス・オ ラ ンダ ・ スエ ー ヂ ン・ドイツ ・ ハンガリｻ・アメ

リカ合衆園の各報告に見られ 、其の他の闘に於ても 、毘H口イヰー宅建設は住宅扶乏誌に人 口刺

. 4 圃イギリス Becontree 烏鰍悶

6 9  111 
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4平fを? 緩和 し得ることを指摘してゐ る。

2 ・家 賃

世界各闘に於て 、新性宅の家賃は凡ゆ る支出に比 して大に過ぎると 謂はれてゐる。普通

且こ4

4 ι L. QL. . . [斗エ ，
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の作宅設備を必要 とする人達は通常貧困にして相営な家貨を支掛ふ ことが出来ない 故、其

の支梯能力 まで家賃を引き下げるため特別の方策を講じてゐ る。

ロンドン市邑参事合報告によれば . 大戦前の一般家賃に家賃制限法令の規定す る割増 を

カ11へてなれる統制家賃標準に現在家賃の基礎を置き 、向最近参事舎は普通の貧民街居作者

の一般賃金水準を常通の宿泊希望人の賃合に比較して考慮、すると あり 、グツ) . ' スミ ス氏の

被告に よれば. イギ リス各官臨 とも 努働者階級に劃する 11' 宅改良問題は I 週10 シリングの

宋賃 にて相営 なるイ ｴ 宅に Ｑ ＱＧみ得る ことを 以て解決の鍵としてゐ る が Ｎ 別に科皐的談 。 奈に Ｑｾｾ

棟会置付る話ではなし、。地方舵民で I 組問 10 シリング t 云ふのが大部分の努働者の支拶II ひ

得る肌EKZである。イギ リスに於げる新都市人口過剰針策案は . 貧民間及び人口過剰匝域の

立退料より生十る不 J. f : 額に針する多額の補助令交付事項に闘する規定を有し てゐる L 中流

階級者用多家族{1二宅 (ftat) 直城に 1討する交付布I l l ! カ額は これ をそめ地悦に 舷じて域減せし

め. 以て各地方官腐を通じて家賃の卒向を闘らしなるにめ、イセ宅臨時税及び』炊径の統一化

を規定 し、叉一定の僚イ{ '

リ- ス報 告書は ‘ 過去に於げるイ1二宅補助金はこれを必要とせき' る人主主に も思惑を興へ1:

る故主主に特定家賃の制定を見 るに至ったのである 、と述べてゐるが この基準は堂設管轄官

雌市町村の一般経費を{ 貨ふ ために案出され? こも ので、凡 ゆる借家人にして 支出し得るも の

は必十全家賃を支抑はねばならす . 叉補助金はf門家人の必要に際じて共の必要の続〈限り

救済のにめに使用 される のである。 市して、これが基礎として生計標準が採用せられ 、こ

の標準を超過しにる l投入額を以て案分的 に家賃を決 定せんとするのである。



デンマーク に於げる家賃は一

般に頗る高い。首府コペンハー

ゲンに於げる努働者は普通共の

牧入の20乃至30%，を家賃として

支出してゐl るが . 殊に柏、 k 完全

なる配給Zt 房装置及び上下水道ー

衛生設備のある 2 室よりなるア

パ ー トメント等は収 入の良い熱

誠工又は官吏ならではこれをイJl i

ることは困難である。 1922玉手以

来直接1111助金の交付なく苦手働者

の大多数は新設イt 宅の家貨を支・

第 6 閣 イギリス リー ズ過去 の#長況

. j i J i l ひ得ない有機である 。

イタリー に於ては . 市1l 1f 村&.

ぴ公主主事業凶慌が閥家5 1 . . . は地方

常局より低利資令の融過をうり

これに準践して家賃の制定が行

はれてゐるにも拘らする、参与働者

の大部分は其の住宅家賃の支酬

が不能の妖態である 3 悲に於て

数 市はこれ等 家賃支例不能者ｾ
ｾ＠

救済せんが7こめ最小商積ながら 第 7 圏

衛生設備の良好なる数多の伎宅を建設し . 人格優秀なれども牧入僅少なる人 k に貸してゐ

る。

第 8 圃 イギ リス リー ズ老人 JIJ =，- j ツヂ半面肘|

オランダ tこ於りる家賃は他 の

欧例l各国に於りるものに比し安

fばであるが 、貧民街より進出 し

にる人主主にと っては向高 ｦｾ Ｇ ｬ であ

るため 、同家ノえぴ市1 l 1f 村は 、( ア

ムステルダムに於りる 新住宅の

普通家賃 1 週 間 5. 50ギルダ ーに

劃し) 最高 i 週間 l ギルダ ーの

存11助金を交付 しつ〉あ り、 E 最

低家貨を 1 :illj問 3. 50ギルグ ーに

61 111 



迄 j虚下せしめんと闘ってゐる。

スエーデン に於ては 、貧困者以消法により共の家賃を支挑はしめるにめの制助令が最近

交付されるに 至つに。向、脱 近 3 人以上の子供を有する貧困家族に針し住宅の建設を 苓易

ならしめんが にめ. 簡 翠1: 1 : : 宅の設立に劃し毎年奨励金の下附を行ふべき公債の募集築が樹

立せられ、叉. 家賃の支拶il に闘し. 3 人の子供を有する場合には共の30，%以下を 4 人の場

令には40，%以下 を、5 人以上の場合には50，%以下を発しi J I  ｾ、てこれ を行ひ得る や う 提楽さ

れてゐる コ

チエコスロハキア に於ては、勢働者階級の家賃は其の牧入の25乃至35，%の高率司に上って

ゐるにも拘らす¥ 未? ご斯かる家賃の是正を目的とする新住宅に劃す る補助すそ交付が行はれ

てゐない。借家人の選定は家賃支挑能力の如何によって自然に決定されてゐる献態である

従って . 貧困者は自力で大都市の郊外に一群の簡易住宅を建設し其彪 に居住するの 己むを

得さ' るに歪つにが 、従来使ひ古された不健康地区のtm割長屋の地'下の一室に11:ひ 時には

唯一例の控室或は 一室の 一隅を法外な値段で借りてゐ? こ人主主には絶好 の避難所となっ たの

である。

ドイツに 於ては、最低賃銀労働者の牧入を以てしては新11 : 宅の家貨を支梯ふに充分では

ないにも拘らす¥ 関j事の1rll 助令交付は未fご行はれてゐない 。低利資イiそが大都市郊外のー |剖

J也の{ 1: 宅計警 に劃して融通されて ゐるのみである。

要するに. 各聞の報告は何れ も、 家賃問題が 11 : 宅改良に最も大なる膨懲と凶難とを投す・

るも のである ことを強〈十旨者均してゐる。

3 ・ 人 口 過 剰

人口過剰の問題も 家賃の問題に深 い閥聯がある。多〈の場台満員で性屈に充分な間取の

ち択が利用問来ないと云ふまq! 自のみでは Iよく、ミ事 ろ借家人が相膝しい{一1:: ｾむの家賃支挑能 力に

扶げてゐる と云ふ主11川j Ｑ によ っ て、偏則 的な人 口過 剰現象が起るのである。加 ｬ 之 新 住宅 のｾｾ

賃支挑能 力はあってもＮ高悦な 家賃の支拶 ｾを 好まぎる人が多 い のである。 人口 過剰の決 定

的数字含示 して ゐ る閤 ( 例へばオランダに於いては睦室が明に不足である 〉に於 てきへ、

米11 : 居家屋に附する 数字は 、人 11 過恭IJはy f i . なる家屋の不足の結果にあらす・し て. 借家人が

相 謄Ｎなる家賃ｻｦ支抄 ＱＱ ひ得さＧるため Ｎ 借家 ｊ ｾ ｫ 態が不良となってゐることによるも の であると

教へて ゐる。

人口過 剰 ｬ 緩和 に謝する法制上 の 規 定 は多〈の閣 に 於 て米Ｎ，ｾＮこれ を献 し、で ゐるし Ｎ ，{ヰ其の

規定の既 iこ有し てゐる園に於ても質際上殆どこれを賓施し得ない現献 である 。 イギリス議

合提出中 の11"宅法案は主 として人口過剰l問題の根絶を期して立案せられにも のである。

4 - . 設 備

各聞に於りる最近の易保術的或は術生的設備に劃する 位宅八の経験は未1.: 不充分であり 、

II;J 時に借家人の支桃能力 の不充分な るにめ共'i かる設備を新1k宅に 蹴張し得さ' る傾向がある
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従って 、伊IJ へばデンマーク に於ても、近代諸設備のない新中流階級用多家族11: ' 宅の辿訟を

以て 11Ij ;¥者加に似すべしとの聾が起ってゐるが . l折〈ては:，ヰぴ人 I n苅特' .: f t : の他般 k なる紋

陥を曝露する民がある 。

5 ・ 建 設 者

一般に個人企業による合困者行二宅建設は経済上不可能なる に も拘らす¥ 今 刊行l川人企業 に

てなれるも の多 き故 、 積 ｫ なる不合 ｾ｛ｉＡＮｾ 生んでゐる。

人円 調ヲ' t ・者11市計若干・道路敷設 ・公閑設置 ・建築敷地の法成等の準備は先づ地方蛍局の

なすべき義務なるは 勿諸でめるが 、地方賞局はこれ等の事業に着 手すると同時に進んで一

定の支州能力内に 於て共の最高要求に際じ得らる〉イt 宅の建設に技;立を桃はねばならぬ地

方営同及び公訴事業剛慨は ＱｾＱｾ ｜ 者並に中流階級用 の家屋建設 に重 要な 地 Ｑ ￮ ｲＮ を内むべきであ

る。

6 ・結 論

結論の要型Yiは . 如何 な る方法により 111(: n:宅が部幸の人主主に I片められてゐると帥賓にす

るこ主である。こ の果liは、家屋犠式の選持. f付t 宅設備:，

要なる締線、ての事項は i最詑も言詳手t制納制IHにして最も 先全なる調守ヂ脊' 町王によ つて 生れる。凡 tゆφる事1情背の調4千 作+ヰ1:

力が: 完了し 、'ぷ賃に附する線、ての まf 素 が明瞭にならねば、制i助令交付額を決定することは，'1¥ 

来ない。

この黙に闘し先づ軍要なる事項は寝室の必要数の調布で. アムステルダ ムに於ては 3 段

室の家屋川) %. 2 恥室の家屋[ 35%. 1 或は 4 寝室の家屋 15 %と規定 され . リー ズに 1lさでは

1 寝室の家屋( 老人用) 3 0 %、2 寝室の家屋 l2 -!: % .  3 寝室の家康47 ;  J G.  4 乃至 5 挺 室

の家屋夫 々 5 %' 9'r Lと見倣されてゐる。

住宅様式 iこ就い て一言する に. 各問に於てはコテツヂ( 一家族 中流住宅〉 よ b もテ ネメ

ント( 多家族 中流 !t 宅 )が多〈周ひられて居り 、古くより コテ ツヂ全勢の園イギ リスに於て

きへ 住 宅改良にはフラ ッ ト〈多家族中流居室) の建設が授も有効であると請はれてゐる 。

併し . マンチェスター の郊外に於ては コテ ツヂが最も 好ま れ . 家族生活は愉快な環境の中

に設り られ?こ樹 立家屋 に夫々の家族が ZIJ k に居住する時始めてこれを1床ふことが出来るも

のであるとされてゐる。オランダに於てもこの概念が旺俗である。而して 、過去の経験 上

事賓フラッ トはコテツヂに 比 して其の家賃が必十しも 安似でない。

食問者住宅の建設 lこよりて生じ? こる費用 の負鎗方法を決定す る1: め俗間 fこる法律を制 定

することは甚fご困難で、 各問に採用さ れて ゐる現在の方法は 、却設の減 額 低 利ii=: 宅公前

の発行 岡山の l直接補助金交付等羽'[ k l こ別れてゐる が 、何れも長短相容れない。建築費の

軒減を計る手段の輩き? こ場合 、住 宅改良 に よる人民の幅利 を増進するため. 多少の財政竹

犠牲は葦し己むを 得 ないことで あらう 。
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大阪騨前土地匝劃整理匝域内 に於 ける

建 築 物 の 高 の 最 低 限 度

E宇

大阪騨前医域は大阪市の大玄闘として、交通上経済上は勿論都市の美翻_ I : からも最も脳

裏な地黙なることは廷に更めて云ふ迄もない。

従って、誌に織道省に於て大阪牒改築の議が決定せられて聞もな し 騨 前整習の7こめ幹

線街路事業と騨前約六千三百坪の建築敷地造成事業とを 、昭和三年より六ヶ年の稽続事業

として大阪市長執行のことに決定せられにのであるが、土地貿牧・建築物の補償等に多額

の費用を要す ること、 牧用土地の繋理後の資却が困維なること 、土地所有者が撃理後前所

有の土地を牧得することの不確賓なる こと 等 によ って途に該事業の賓施を見 るに至ら なか

っ? このであるが . これに代るべき方法として 、昭和九年三 月、都市計霊法に基〈土地区剰

整理により騨前匡域を整理区域として決定され? このである。爾来満一ヶ年間地主に於て自

護的区制整理の施行を見なかっTこ〉め 昭和十年四月都市計霊法に基いて大阪市に都市計

聾事業 として三ヶ年聞に工事を完成すべき こと を僚件として代執行をなす こと〉なり 今 日

に至つ? このである。

市して. 今般更に該区域の土地の経情的利用と美観の精進とを闘らんがにめ 、既に指定

せられにる防火地区並に美観地区と相候ち 、市街地建築物法施行令第十一僚の規定による

阪域に指定し各油首なる建築物の高の最低限度を定め 、高居建築物の建築に遁態する敷地

法成としての効果を全うからしむること〉なっ? このである。

台

大阪府令第五税

者11市計重大阪地万委員合ノ; 議ヲ経テ市街地建築物法施行令第十一僚ノ規定ニ依 Jt. w. ; : 域並

ニ其 ノ1 ! f 域内ニ於ケル建築物ノ，高ノ最低限度ニ闘ス; t . 件左ノ通定ム共ノ l瓦域ヲ表示シグル

闘面j ハ大阪府臆及大阪市役所= 備へ置キ縦覧ェ供ス

昭和十一年一月十三日

大 阪 府 知 事 安 井 英 二

市街地建築物法施行令第十一保ノ規定ニ依ル医域並ニ其ノｾ域内ニ於 ケ ｊ ｴＮ建築物ノ高ノ

最低限度= 闘スル件

第一保 市街地建築物法施行令第十一候ノ規定= 依ル建築物ノ高ノ最低限度ノJ f ，. : 域ヲ左記

図面表示 ノ通指定ス
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前 僚ノ ｬ 頁域内］於ケ ｊ ｬＭ 建物ノ 高ハ第 一 種ｬｊｬＮＺ ｊＡ ，ｾニ在 リテハ二Ｎ十メート ル Ｎ 第 二 陀 ｉ 友第二僚

主主 ニ:在リテハ十七メ ー トル 、第三種区域ェ在 リテハ 十四メートル、 第四種医域= 在 リテ

ハ十一メ ー トル以上ト震九 ベ シ但シ玄関出入口ノ 類 及直接道路又ハ庚場= 商セサソL 建 物

若ハ其ノ部分 ニシテ支障ナシ ト認ムルモ ノハ此ノ限ニ在ラズ

本令 = 於テ建物ノ 高 トハ建物ノ敷地ガ道路 ニ接ス J l- 部分ニ於 ケル道路面ヨリ建物第三僚

ノ外壁上端迄ノ高ヲ謂 フ但シ外壁上端 = 扶壁又ハ軒蛇腹アルトキハ外壁上端ヨリー・五

メー トル以内ハ高ニ之ヲ算入 スル コト ヲ妨ゲズ前項ノ道路商= 高低ノ業アル トキハ低 キ

市

街

地

忍

車

引

法

泌

貫

マ

'

F

土

俵

従

事

依
ゆ

差

以

f

m

a

e長
山
間

服

毛

布

E

-
品

P

R
同

国

り )  [fii 二 二i: 「

エ依 ル

仮設建築物= シテ特別ノ事由ア リト 認 ムルモノ ニ封シテハ第三僚ノ規定ニ拘 ラズ
第四僚

存続期限 ヲ付シ特ニ建築ヲ許可スルコ トアル ベ シ

な

術 Ｎ 以上の如き建築物の高の最低限度として決定し＿こる数字は 、 各階の卒均階高ｾ三 米

( 賞際訴査によれば高居建築物の階高は卒均三・五米内外叉はそれ以上となってゐるが .

: nには最低限度を抑へんとするも の なる故、極めて続な殆ど例外的と見倣し得るものを除

とし、 叉第一階床は路面より高 t 且

6 5  Ii l  

き、最も取り 扱ひ易 いＱｔ￮ ￮ ｗＱＮな数字を選ん ｲｾＧ の である Ｉ

第二階以上よりも階高の大な ることを 一般 とする故. 或は屋上パラ ベット の類ー・五米を

建築物の高として算入する を得せ しめにる故、この卒均階高に二米を加へてなれるもので



める 。即ち、三階で あ れば Ｓ 米 ｸＳ ＫＲ 米 ｾ ｬｊ 米 、凶階で あれば Ｓ 米 ｸ ＴＫＲ ［ｪ主 ］ 14-1之、

五階であれば 3 米 x 5 + 2 米 = 17米、六府与であれば 3 ，* x f i + 2 米 = 2 0米を以て最低限度

と考へ られにのである。

全ミ

因に 、参考ま でに . r大阪都市計委事業大阪暁前土地直剰整理地y { 設計聾」及び同「施

行規模」を 下に掲げる。

=ュ，、.

孟又 計
量生

E ヨ

賀第Z

本地ｼド ｮｾ 十ノ 、宋 グ 市主綬究編入前 Ｑ糾 ｦヰ ［ 千件＿村干根艮 ｴ崎 崎村 ｙ引［日 ｉ 時凶イ有 ｉ 刃渋 ｱ ［泊立 ｴ梼毎 ｬ札川Ｑｉゆ届廊事Ｏ :J悶甘;淀世 = イ依火 リ4従佐列孫U I.岱2 耕 地 ガ 念速 六宅地化

シ ｉ何可 空等 ｆ 統一ア ノルレ計 Ｓ聾章 モナ ク ［不守不 Ｂ ｩ規脱 ｊＡ川川 Ａｉ川 ｬリ Ｑ ＺＱナＭノル ιｼ ド阿命討祈Ｚｾｾ訓 刊Ｏ儲 扶卿 ＱＮ {Iι 仁/ r市|打i 街 地ト 7ナ- 日夕' " } 列= シ テ 其 / Ii¥J市 / 街 路 改

良 ト シテ中央部］ 腕 員六 ｬｩｮ ノ活路改修 Ｗ 見タノ ι モ泊［ 路 ノ、 ｪＴ ｩ 陥 、 家 賦 ノ、 ｾ才、木浩 ］ シテ低 ］長 年月 Ｗ

綬テ改築ヲ要スルモノ紗ナカラザノレ; 伏態ナリ

ヌ ド地 ｦｲｦｾ ノ阪城ノ、 北 ｬ 政 曾根 崎 ｲｬ Ｎ Ｑ 二 丁目及来梅 田町 ノ 各 一 部 Ｗ 包合ス ノ ι 地域 ニシテ 別紙現形儲 Ｑ 表 示Ｏ 油

リ京商 Ｏ 最 長約 竺 百五十 米 南北約 二三 百米此 Ｏ 地秘 ＪＢｊｾ 主 ｭ 四千六百六 拾 六 ＱＮ Ｇ｝Ｇナ リ

而 シテ.w.1F. 地 提 標 高 O.P 卜.二米 牛 J'; 至 三 米 ナリ

次 = 地限内= 於ケノL 都 市 計貧 対 同 事 業 = 倒 シ 決 定七ノι 事 項1i. ノ卯1シ

一 、都 市 計 発 街 路

( ィ〉 第 一 次 都 市 計 然 事 業 トシテ 決定セ ノL モノ

一等大路第 三 知 ｾＱ 云 十 八 鋭線 ｃ ｊＮｬｬＺ ［ 悔ｆｦｬ PIT線 〉

( ロ) ｾ二次都市計登 ｚ ｬｾ 業組 Ｑ ｭ ト ｲ テ 決定セ ノ ｌ モ ノ

一 等 大 路第 三 類書ｾ Ｎ］Ｚ 十九自主総〈 梅 田 ｅ 事前線〕

二 等 大 路 第 二 類 第 八 十 四 放線 ( 梅 日l野市ri ! ! i 筋線) / 一部

同 第 八 十 呪 銚 級 ( 梅 川 野 市1.J100i 線 ) / 一部

同 第 八 十 六 放線 ( 舎根崎中二丁 目 東西 線〉

同 第 八十 七 鋭線 ( 北消防病絞油線 ) / 一 部

二 、 防火地ｦ，｜ｾ ( 大I i : 十 二 "F-I- 月一 日施行〉

ｅ を路第 一 続放〈御ｾ ｟ ＺＺ ＺＮＺ l' 訪;JJn Ｏ 処築総ョ リ六ｉｩ Ｚｊ 後 ｩ 栓 セルド ｬ［ ｲ ｬ｜ ｊ ノ、 ｉＢ ｊｉ 和防火地ｼ 比 一 告す Ｚ大路 ＿ ｲｾ ニ 狐第

貌 線 ( 梅01Ｚｨ ｾ量級〉ノ位築 ｾ， ｾヨリ 六 ｬｩｕ 後退 七ノ Ｂ 1;::.ji Uノ、乙稲防 火 地 1M;

宗 、地 域 伽IJ ( 大疋十 pq"1ミーli .月一 日施f j- )

猿 王唱 ｉￆｉｦｦ ｬＱＡＡ ｗ ､ 付ハ令部前 ｩ 築地ｾ

問、美 拠 地 ! ｾ＠ ( 昭 和 九年 卜ーて 月七日 内協J lIi. "n 

御 堂f除夜、梅 田 九依 娘、 来 線EFI Plf 線 TH側 ュ接 ス ノl { l ! ; 築敷地及 来 線 側 PIJ 線 以 .It ノ建築 敷 地

第 三 、工事其ノ{ 也ノ事業ノ計担22淀川

地 以 内 ノ街路ノ、袋 キユ 都 市 計 知 事 業 トシテ 決 定 七ラレ タルモノユシテ.之レ プf ヱヰレ、都 市 計5lt 街

路 事 業 トシ テ 市 長.と ヲ執行スル ヲ以 テ本 事 業 トシテノ、右街路用地 / DH段 ト新 = 高 層 建 築 敷 地 法
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成ノ目的 7 以 テ地区内 ユ於ケル土地 ノ様 利 ユ付懇到¥7 ' 行 ヒ且ツ地 と物件ノ、特額ノ モノ ヲ除 ? /  

外ノ、令部之 ヲ 地 ｬ ぷ外］砂車専七シメコ￡ノ、除 Ｑｾｪ 、 磁段ヲ銭シ ー ｬ ニ 地ノ交換分合得ヲ 行ヒ伯 ｧｊ， ＱＮ 況ＺＮ ｀Ａジ

地 上物 ft 撤 ld愛ノ 裳到! 不陸ノ綴均シ 等 ヲ行フモノ トス

第三、工 事施 行後 ュ於 ケノレ土地/ 鋒鍛及地統 ノ地目 見IJ

合 計 ノ 猿 定

地 日 i鐙 敷 | 地

宅 地 |

31 I  

耕 地整 理法・第十一依

第二項 ノニl土地〈滋路L _ i

計 31 1  

第四 、殺到施行地及之= 隣接スル ニl二えl!.l '現形闘

別紙添付闘ノ j.iiJ. リ

第五、繋王理議定倒

月IJ 紙 添付 凶ノ jlli リ

第六、工 事 着手及 完了 / 漁定時期]

着 手 設計書Z官、百I後

完 了 施 行 命 令 後

第七 、工事費兵ノ 他 ノ費 川 線 算

Ｇｾ ｬｩ｜百六ｾ参ｾｾ ＧＦ 闘也

内 課

金参 7Jf. 回i

ｾ買 ｴ 百Ｎ， ｮ 台Ｎ ｾ Ａ［Ｚ ｾＱ 勾五千 ＱＱＱ Ｑ

ｾ問［勾 Ｇ ｨＺ r'R羽

会 四 Z高 |品|

施 工

f賞 f商

10，659. 89坪

l 仰 6. 61 i  

規

= ヶ月以‘ 内

- . ヶ年以内

エ ヰL 費

告I i 償費

事 務 後

稼 働 後

程

姿

第 一保 内務大臣 ノ命令= 依リ初 市計主任事業 トシテ本711ガ施行 スル大阪 開 前 .I.j 也駈) ! ，' 1H事却，必着色= 側シ

都市計 筆法施行 令第 ー 卜七依 ノ 規定］依ノ ι 費川魚繍方法 ＦｾＩｆ 地務刈法］法ク Ｃｬ 約二 代 ノ ｌ ベキ 必必 込 ｩ μ バ

ノ、本規程 ノ: 定 ムノL ニ所依ノι

第二依 本地 凪 ノ、 大阪都市計議 事 業大阪線前土地悩 ｾｾ ｊ 然現地 Ｑｍ［ ト務 ス

第 三依 従前ノ lニ詞l ! 各箪 ノ地税ノ、隣地所有者ノホ舎: . (，代 リ境 界 プ定メ巾長ユ於テ 1主llliJ y タノt 司 ノニ依

) ! -

前項 ノ場合］於テ隣地所有 者 五工合ノ 、 ザルトキ 、 ＮＩ Ｇ［ Ｎｩ 哲 γ モ 意見 ｾｉｑｊ ｉ，Ｎトキ 又 ノ、民芥判明 シ 鋭キ ト キノ、市

長 ノ認定ス ノι 所= 依ノレ

同一人又ノ、其ノ家族/ 所有スル ニト‘地ガ連綴ス ノL 揚 令 ハ 兵 ノ区域 ヲ ー閥 トν :r 1まiJ1IJ シJt ノ総 i也統 7' J'. 

j也議帳j 也縦 二比 例シテ之 ヲ定ム ノι コ卜 ;1 ｴｾｬ＠

6 7  I・0
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第四保前後ノ地税ノ、市長之 7 各 土 地 所 有 者 = 認知ス

土 地所有者前項 ノ 地税ＺＺ］ＮＮｾ議アル ト キノ 、 通知 ノ 日ヨ ｐ 十 日以内 ］Ｍｦｬｦ 測ヲ請求ス ル コトヲ符此 ＱＮ 場合

= 於テハ再iJ t I j P( トシテ土地E量級地税百坪迄ノ、金三 卜阿百坪 7 超過ス凡モノノ、超過地税ー主Fスノ、具ノ

端 数 毎 = 合三十銭ヲ加へタル官15 ' 前納セシム

再測ノ結果誤差が第一ｾノ丸ＡＡ絞ノ千五百分ノＭＧＷ飽ユル ト キノ 、 之ヲ修正シ前項ノｰｽ ￐ ｜ｬ ｊ 費 Ｗ 滋 付ス

第 五 俊 従前ノ土地及E監理後ノ土地各箪ノ評定位絡ハ其 ノ位 置、形 l氏、地 様、牧 盆 7 倒的シテ市長之

ヲ定 ム 但シ 本 市所有ノ従前ノ道路｝政及品 ｾｾｈ 設］ノ、 言 ｆ 定例栴 Ｗ 附セズ

第 六 依 換地底分認可告示前必要アり トIDf!. ムルトキノ、市長ハ :卜J 也ノ使用区域 7 指定シ X ノ、使用ヲ禁止

スルコ トア得

換地底分認可ノ告示前I l t 築物 7 建築セムトスル者ノ、深メ市長ノ承認 7 受クルコト 7 要ス

第ー七後 本事業ノ施行= 要スノも費用ノ負携ハ左ノ各放ノ定ムル ffr=- 依ノレ

一 工作物木石等ノ移時除却又ノ、政ｾ ノ 震］要スル費用ノ、従前ノ土地ノ評定償裕二其ノ土地内ノエ

作物木石 脅す，ノＺ移縛除却又 ノ、砥 ｴｾ［ ノ鎚］Ｍｾスル費用ヲ加算 シ タル Ｇ傾 ｺ 比例シテ土地所有者ヨリ之

7 徴牧ス

一 地上権 、 賃借権其ノ他 土地 ］閥ス凡権利 Ｗ 消滅 セシ ムル ￆ］Ｍｾ スル費用ノ、其ノ土地ノ所有者ヨ

F 之ヲ徴牧ス

前各披以外ノ費用ノ、従前ノ土地ノ評定例絡= 比例シテ土地所有者 ヨ P 之 7 告をJIj (ス

前項ノ賓用ノ、概算制= 依リ市長之 7 徴牧スルコ トヲ得但シ紛筑前1=- 依 リ算 出 シF ルモノ= 比シ超過

スル トキ ハ 之 7 還付シ不足スル トキハ之' 7 ffi 鍛ス

市長ハ第- : f 頁ノ費用= 充営スル鑓メ整理後ノ土地ヲ底分スルコト 7 得

ｾ＼ＧＡｾ 八保 耕 地 整 理法第十八依然二項又ノ、第二十一俊第 二項 ノ規定= 依凡損害補償金額ノ、其ノ土地 / 所

有 者 又ハ賃 貸人 =望号シ之ヲ求償ス

第 九 保 第 七依 第一環ノ質 問及耕 地3整理法第 三十僚第一項 、μ ニJ . Qノ規定 = 依J ! - 徴収金ア定期内= 納

付 セ ザル 者ア ル トキノ、納付期限 ノ叡 日ヨ リ徴牧命納付父ノ、 滞 納 l区分ノ 日ノ前日迄ノ日設= 依 リ日 歩

四1量ノ割合ヲ 以 テ延滞利息 7 徴収ス

督 促 チ鴛シ F ル トキノ、督 ー促 凶 毎 = 金二十銭 ノ支数料ヲ徴枚 ス

第十t転 換地民主分ノ、市長ノ 泊 首ト E在、ムノL 時期= 於テ之ヲ行 7

第十一俊 換地ハ従 ｉ 狗 ノ 土地ノ 言 ｼ 左足 ｚ Ｚ 民絡総額 ヲ以テ 換地ノ ｾ Ａ ｉ ｩ 定 ＧＺ ｉｬｾ ｩ 防総飢ヲ除シ Ｙ ル商 Ｗ 従前ノ土地ノ

評定例格 ］ 策 シ タル Ｇ 削ヲ権利 。Ｇ ＺＱｾ中将 ト シ之ヲ標準 ト シ テ交 付ス但 シ地 償 問少 エシテ市長高暦 ｩｪｴ 築物 ノ

敷 地 ト矯ス= 不i血管 ト夜、 ムル トキノ、換地ヲ交付セザノレコトヲ待

第七依君主三項 ノ 規定］依 ｐ 土地Ｉｾ民主分スノ ι ト キノ、従前ノ土地Ｏ 言 ｬＧ 定ｻ資格総在 ＨＨＷ 以 テ 換 地ノｩ￬ＧｩＧ ｽｴ ｾｊ ｾ 給

総 額 ト土 地 7 以テ支緋スル費用総額トノ平日 7 除シ F ル商 7 従 前 ノ土地 ノ 詐 定 償 絡 =事長ジ 11) ι 傾 ヨ リ

土 地 7 以テ支緋スル費用負槍'傾 7 減ジ tl ｊｾ 官 ｬＷ 前 項ノ Ｑ 荏利低特 ト ス

第一項ノ権手 ｉｈｲｾ 怖 ト 換地ノ 評 定似椅トノ差額次第 一ｬｊｬ但 書ノ場 合 ノ、合銭ヲ以テ清算ス

本市所有ノ道路 lffr 及i持渠lffr=- 童話シテノ、換地 7 交付 k ズH 清算ヲ行ノ、ズ

第 十 二 後 本 事 業 ノ合計年度 ハ本市ノ例= 依ノも

第 十二三僚 本規程施行= 側 シ必姿 ナノレ事項ノ、市長之ヲ定ム

附 ll ll

第十同僚本規程ノ、都市計筆法路行令第十七俊 ノ: 規定= 依ル大 阪府知必ノ認可 ア 9 .， J ! - 日ヨリ之ヲ縮

行ス

川 7む



ＭＷ て土 ｉｾｩ￱ｩｴＮｾｴ ｊｩ iI ｾ＠
交 通幹線 は計費樹立次第 書中 最も｝ｦｾなる部分の ー であ り、

土地のさド臓 は其 の佐民主; - 1占よ り他鮎 へ と容易 に交油 L符る こ

止に あ る 。 自動車 の 災 献なる滋 ｾと共 ｊ Ｇ こ今 やこの 問題 は 管巳 に

比 して数倍の考慮 を要 す るとととな っ た。 凡ゆ る交油 の中に は

局 部的 の場 合 も砂 くないが 、最 も混雑を 招 ( のは長距 雌交 jiI! に

よって惹起される 交錯運動であ る。

1主際」二、都市 に とって自動車交 i l I i 問題 は! 測る京大で、 これ が た

め 絶 えず局 総的街路の 鎖 大化立立に直線 化 の必 要 に泊 ま られて ゐ

るが、 斯 か る方 法のみを以 てして は益 と々 i院の解決 が凶郷 E な

っ て来 た。通過交通 を市中 にて取り 扱」、 に要 す る施設 I'::: i¥':】ifi てー

あ り、 且. 凡ゆ る交 liI1が必ず しも iiIl過するを 必 要 としな ャ易 政f を

通 過 しなけ ればならぬ駄に不満ーがあり 、カ日之 ζ の無役 な浪需Lに

よって往佐世重な る人 命 を損傷す る成 あ る傍 は特 に甚 仁棋の 詮:怠

を扮 はねば な らぬ務鮎である。従っ て、i l I i 常斯 くの如 くであ っ

たか らと 云 』、 のではな く、新〈 あら ねばな らぬ、新 〈 して合渡

的に な し符ると 云 』、論採 を 基 礎 と して 、 この 問 題 を研究し其の

解 決に近付 かん hす るととが最も 肝 要である 。

昨年、State Depart l Uent of  mυtur  V ehi cl es of  IJ onnecti cut 

f宇聖書の 下 に行 はれた Gre白 lwi ch の Hoston Post  Hoad の 交遇

制査によ れ ば、約 20% のみが 局 部的 交通 であり、 6) % 以 仁詩:

他 州の主主総事と なって居 り、 Mi l ford，Uυnn の Host oll POot  

R oad K 於て は、が: ) 8% のみが局部的であ 型、 35% 以 上が他 州

の盗犯を受けてゐる。 他州に於 て も 恐 ら〈との 程 度の比率とな

ってゐ るだ らう。

殆ど総て の 局害事的交温調査は 、 混雑 の 大淵 Ｑ 分が泌ｾ 交 遁 に よ

っ て惹起する こ と を指摘してゐる Ｎ従 っ て、 ［ 湿ｾ 交 湿 によっ て

局郊的慣慌の鎖傷せら れない宇 う、局部的交通に裂する必要以

上 に従来の道路を績張す るよりも . 主主の都市 に接 近 して 而 も貫

通してゐない交通路線を態設すると主 に よって、局部的主主主過

交 i l U: 会 〈分隊ずる のが理論的であ る。 現在の交泊系統は ζ れ

を主主 の健 l亡残 し'tll曹 、局部的短距穣 交 t湿の役に併 せ しむれ ば よ

U、。

斯かる分自最は多重主の和j 量占を有する。即ち 、

(  1  )  村 i J 倒有の魅力が保存される 。

( 2 )  頻繁なる自動車交通 に よる村 落の破援が教は れる 。

( 3 )  地方住民が 下町 に行き容易に駐車し得 るため地方的商

業 が銀興ずる 。

( 4 )  局総的交沼路線の維持費が節約 し符られる。

渇遁温路の殴計

通過泣絡の必要性 と要求性 とゆ研 究 に鑑 み、主主の設計は ;先づ

交通 の快 速 と連縦とを許容し得る 宇 うとれを樹立 しなければな

らぬ。斯かる道路は長 距 離交通用に充てるととを 目的 正せる 放

信鋭 燈に よる頻繁な停止或は不規則な 交叉勘当事は努め て とれ を

除去し な けれ ばな らぬ。従 っ て 、 次の如l き方針を tt 徽 しなけ れ

ばならぬ。

(  1  )  中央緑地申書による 呉方向 交遁 の分 態

( 2  )  交 叉 駄の立位分綾或は循ー環分離

( 3 )  駐車場戎 1，1特に計登されたる 出入口 の他 、 道 路の隔制Jj

に駐車す るこ とを State Hi ghway  Depar t ment による 禁 止

( 4 )  滋 路 に沿っ て歩遣 の敷設立立に所々に 歩行 架 橋の設 置

(日 〉 強行運動に適する 曲線・ 築 堤 lJI. び見透計勇経
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飛行機上よリ撮膨せる

キヤリヴイ) 1 - の現在の

獄態 ( 1933)  

Norri s ｄ｡ｲｮ の 完成 に 隠っ て 其虚 に大 なる湖 又は 貯水池 が 出現す ることに な った の で 、 キヤリヴ イ Ｏｾの 町は改造 の 止 むな

きに到 った。

A. 貯水池の簾さ

l  線、面積約 2; 4.96卒 方 粁 ( 83卒方 哩〉

2 不規則な る湖 沿岸 の総 延長 約 1，126.5新・( 700明 3

s. キヤリヴイル町の織要

1 人 口 約九10J 人

2 戸量生 267戸

イ イ主家 239戸

ロ 商 応 28戸

以上町i I i i 積の内 の約 .81粁 ( 2∞ェヵー 〉の 土地が貯水池へ の面積である 。その 和 泉50戸の住家 、3 戸商J t が首長水嵐域 の 中

に合室れ 、23のイ主家と 9 W- : を有する煉瓦迭 の感校とが移脚せねばな らな かった。

C. 遺 慮 策

l  最初の童話集= としてキヤリヴイル の町を全然徽去して{也ノ' ) ｾ盟 諸・ な こ ｉ ｾ 地にｐｦ ｬｬｩ ずる こ と に 羽Ｚ て 研究が治 め ら れたが 、 町民の

要求で現在 の ま L で改造計登を樹立す る ことになっ た。

2  此 の 町 は 石炭 の 採銅によ って町 民が 生活 を 立 てｾ I i 号るので、 決微に員長 され て居る石炭の 震 を大国書見積る必要が あった。

その結果: u1.本の割合を持って採銅が 持続 される とするならば 、町民 の 100年間の努働に耐え るに 充分だ け石炭の 厳さ れ て あ る

事が解った 。

3  此のI!l T の改造計賓 をY.t 絡する綾賓 として 約 15∞，∞o弗の務費 が見積られ で勝った 。

4  'j 、V A の一般的到 策と して次の事 が決 められた。

イ 貯水 池沿岸栴貝 402米 ( 1( 4州 〉の地 帯は保 護地峻と して猿定し てお 〈事

ロ 改造計査 にあた って勝手に不動性の規定を決定する正 り必要に感じて摘用し得る方策を取る事

ノ、 減水区域に合ま れ る幹線滋路は型軽更し て町へ の 善いアプ ローチ となす本

D. 湖又は貯水池

改造計査によ ワて損害の可能性あると想像 し得るも のを 、町の最も i '1: :mな1 U i 1 置にまで俊イヒし得る事が後見された。

イ 出現した貯水池が . 風致の よい景淑と債値ある慰祭休養地として約 0. 4 卒方粁 ( 100 :r. ーヵー 〉以上面積を魅力の豊富

な?坊のあ る健康地として再現す る事。

註

( アメリ力 ) T V A に 依 る 町 の 改 造 計 量 7 3 川



キヤりヴイ) 1 ，. . の改造計宣言案

ロ 此 の 貯水 池 に関して最もよく な い 事は 一 年の 2 } 月 よ り 5 月頃まで水準高 が 者 L < 下 る 事 で、場 所 に よ っ て 118米 (2

Ｕ 吹〉も低下する事があるので、此 の 水準高 を 常 に普 ｩｩｬｩ 高に保持さすｾめに コ ＧＯ Ａ＿リ ート の ダム の浴れ 口 の 改造を必要

とした事。

E . 街路、共有地. 製 佼 及 公 開

イ 幹 線 道 路 を 除 い て 、キヤ H グイノι に現 存 す る 道 路 網は殆 んど俊更しない事を H的と して計費を主主めた が 結 局 集 合 所 を

通路に Ｏ ｐ［は しむ るｾめ、戎 ｬ 土 新築 建 物に接領して宅地造成 を 行」、矯 め 、 会然新路線を敏本迫力 ｈ せねば な らなかった事

ロ 共 有 地

町 の 運動 場 用 地 と し て 、幹 線 遺 路 の 一 方 の 鋪 に T V A の土地を宮限定 して お 〈必要があった 。 そ し て 此 の 共有 地 は 古 雅

な 沿 岸 樹 ( bぞech ｴｲ ･･ｾ Ｉ によって立彼な町の“玄関Ｂと し て非常に魅力 の ある風致を構成して居るのである。

撃 校

週 常 な 土 地がないと云」、ので相官困難な問題を提供して居ったが、結局 、名ばかり の借地は運江田場 と して使用し得る

権 限 が 奥へ ら れ るので 震 局の附薦地 の 好 適 の 場 所 を 撃 絞 政地と したのである 。

公 開

共有地、運動場 戎 11重量多 い相 営 商 債の情L突 して 居 る 牛 島等 は 町 の公 開と して虫: 汲 に 適 し て 居 るのである 。 同時是等の

土 地 は 貯 水 池 の 鴛 め に T V A のー績 の保 護 地 帯 を 形 成 して腐る のである コ

1・1 効 果 あ る 協 力

キヤリゲイノι の 改 遣 計 登 は 、工事 だ け に 就 て 考 究 す るならば、それは只単 にキヤリゲ イノL 都 市 計 責 餐 貝 の活動的にしてJ t '..-'

良 心 的 な 仕 事 の み が 、或 は 叉 T V A 昔「鐙者の技 術 的 機 能 の み が . 糠々 に縫 れ 合 ワて 居るホj 容 に 謝 し て一 般 的 満 足 を 奥 へ ると 云

」、のではない o Jl Pち そ れ 等 が 単 調 で な く 緊 密 に 結 ぼれ て 初めて 、づぬ けた効果をもた らすものである。

此 の 改 造 計 鐙 の 最初 は 、地方計主主家 Tracy R. A tJ gur 及 Ray mond F.  L eonard の 雨 氏 の 監 督 の下 にあ っ た が 、 此 の

地方 的 な 必 然 性の決 定が 終了した後に は、 此 の 計重量の詳細 7k _ 委員合へ の 諮問 等 の 準 備 は . : f - . 地及住宅前 蜜 局内都市計望書課長

(‘泊rrull A .  T owne 氏 に よ っ て 溢 め られた ので あ る @

CFrof U Amer i can Ci ty ， J 剖 L 1936. 亀井幸次郎〉

註 TV: ¥は TenneSRCC V:.l l ey  Aut hori ty の略

111 7 4  ( アメリカ) TVA Iζ 依 る 町 の 改 遣 計 書 案



正 面 外 観

f資き佐闘に 向って南商せる部分は全部病室

で、向って右が男、左が婦人 、小児の病室、

であ る。治療、手術、診 断、講義等の詩集は

北方 に配され . 四基の エレ ペ - til ーを持つ中

央大階段家に依って 、病室と最短距般に於い

て、巧みに連絡されて居る。地階に 隠暖房換

気機関室 、第一隣には待合察、診察室 、密師

看護僻食堂、調理場等二併には 、温冷71'浴、

沼気治療室、三等病案 、三階に は、 レY トゲ

ｹ 関係諸室 並 三奇字病案 、 四階には院長教授ｾ

曾議察、標本実、主主三等病案 、像 、五階に l士

大臨床講義室並小数室 、準備室: ; l t 三等病室、

六階には教案 、書庫 、製生関係察、放一等二

空宇病第等を 西E し居る。

CModernE' R:¥II formen.  .1:¥11.  1936 より利回投〉

代 表 階 卒 面 画

h
t

可

z

d
H

H

H

h

地 階 卒 面 園

〈ドイツ) チユ- t ; シゲシの外科大串病院 75 111 



1 階 平 面 圃

2 階 卒 面 園

外 観

ジカ ゴの第95番街とアシユ ラ シド渇との 交 叉駄に建てられた小映衝官官。

験 地は95苓 街{UIj 100吹、ア ジユランド遇制IJl 87吠、東側 162吹の扇形 の不 規

則l な地面で ある。

l 階 中 央 部 入 口の雨側道路に而する部分は商rdで 、中央入 口 を入 ると

26吹角 の玄胸成問 、その奥に 141只 x 57吹の 大さ の 7 オー ヤー がある c

ζ の程度の映衛官立として平面 が極めて簡明である のと 、 フオー ャーか ら

螺旋階段に依るほかに 、 Ｑ 階淑覧席か ら直接 Ｒ 階部Ａｾ主席へ［ 血じ得る様 に

計管せ られ 、その銭に 2 階 級T主席の有効而桜が非常に橋大されて居る駄

などに ζ の卒商計貨の特徴がある。卒而計訟と同僚に外観も内部も会て

簡明直哉な近代 的 取扱 ひに依っ て居る 。

外 部 仕 上 次 の如し 。

筒 庖 腰 、 黒御影本勝告 、 パラベッ ト、 チヨコレ ート色、マ コツ タ仕

I-_、 ステ y レススチ ーJ C 笠石附 。

陳列窓、 使 ｪ 円ｾ腐は全て ア ルミライテド・アノ ｌ ミ］品ー ム 。

劇 場 庇 、 Ifii 告の郎分以外 は会てア ルミラ イテド・アルミエユーム仕

上 、 入口廻 、 朱色 マ コツ ｾ ｯ

床、 次色テテゾーに朱色の ゴムマットを政 〈。

其 他 ・余震官官分 l士会てアルミライテド ・ア ルミ = ユー ム。

其他の外壁、 淡次色の スラ グ・プ 日ツク l'こ白色 の カスト ・ストー y 笠

石附。

( Archi tectural  F or nm， J an， 1936 よ P 新手当種夫〉

川 7 6 ( アメリ力 ) シカ百の 8everly Theatre 建築家 R.  F. Peny 



外 観

2 ・3 階 卒 面 圃

司‘

己のffi 物の l 階が Il'fi J.If で あることは陳列2まから 見ても 1リj かである が、2

階 3 階も亦事務所で はな < Ｑ ｬＧｦｪｊ， ｾｩ であ る こ と を 外制に表現する こ と が 、 ｣

の建物 の施 主の注文; であ っ た。

2 階 3 階は階段及エレペ - '7 ーに依って直接街路に油 し Jfitv、ス ペ イス

は幾 っかに分たれて: t : l : 商府として用 ひら れ る。

外 部の{ i : ; 底 部分 は陳列窓及上部窓掘り共会て プ ロング を使用 。

2 ・3階 の買主主窓 との /iりに は夜間照明の主主に 7 ラツドライト が仕込まれて

居る。

(  Ar !' hitect llral F orll Jll， ，J an.  1936 より 新 名 種夫〉

.  

n 弓 " 干 l' l D  

・Ｎ ｾ ニ 圃圃圃 ｅ 手 ミ

1 階 平 面 圃

( 7 メリカ) ワシントン、 Remi nton Rand Building 建 簸 家 Hel a. beid 及 Root 7 7  111 



3量 最

上は D aγ ¥) S にある

氷 上競技場 D 鳥敵軍事買で右上の

方 にある 細長 い 建物 は 1934年に

主主った クラプハウ スである 。

下 は その 配 置闘で あ る。

( C回 Werk，Jan.  1936 よ り

岡閏孝男)

.  

川 7 8
( ス イ ス ) Davo. のスケート・リング

顔 111 ¥ ¥ ¥ 1// 11 11 ψ  ｉｉｾ 置圃

時三ー

.鎗. Rudol f  Gaberel  



内室

景主主

定員35人のクラス室長が三 つ 並 ん で 各

々民 ぃ テ レ ス に 面 し て 尉 る 。

!率 内 の誕祭具は去E桁 化 して居る の で 平

面 凶 の 各 々 に 見 ら れ る 泊 り 三 級以卜ー

の商ei 丘が 出来 る 。

構造 は木造、

建築費 は

建物が 106，3 4 0 7 ラ y

家具 6，014 7 ラ y

附帯工事J主他 5，275 7 ラ y

合計 117，629 7 ラン

立方米首ｾ 55 7 ランである。

( 0出 We r k，J un.  1936 より

岡田孝男〉

い

z

aw
d
‘

e

e凶

』

F

d

凶

-aω

凶

帆

凶

〈

α

α

u』

FJ

u

r比

例

出

帆

〈

α

α

ω

ι

v

J

U
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ω

7 9  111 
建築家R . Gaberel  

平 面 国

Orundri 8se Kel l er l lnd Erdge凶cho・" 1: 3似J

Davos の 幼 稚 園ス〉イ( ス



、

，・、J

36- 4つの 定員 を牧谷する 7 111 X  7 m 

の クラス 家 がこつと 、共同滋戯読が

一 つ。

Jl i fF は更衣室を兼ねる。

建 物の南庭 l亡 7 ・ー ノι をと る。標準的

の闘である 。

工費 は土地 15，∞0 フラ ン建 築 100，3∞

アテ y 附幣工事北長国 25，3∞77: - '

家具 3，40J フラン 、合 計 144，α)() フラ

γ で立方米につき 55 フラ ンである 。

(  Das  W er k J :t n. 1936 より岡 l到孝男)

- .  

S  iloati on  1  :  i 50 

Uel al l schni l tel :  10， unt en  Grundr 同 日 Erdgeschoss und Obergeschos"  1  :  3∞ 

111 8 Q ( スイス) Wi nt er t ben- Se. n の 幼 稚 園

全 景

ｬＡｾ置圃

1 階 卒 薗 園

.鑓.. Rei nhart.  l fi nok 及L audolt.



来 家 の 大 阪

島 田 真 季

ir l J 開か ら航空附で 出張 し7こが 、聞も無〈

策が付 〈と大阪港 口の燈韮の地下街の堀土

を以て港外 に坦H立られ? 二 、固際 「オリンピ

ッ ク」大合 k 場となる大運動場簡の緑に蔽

れに二重防波費支用の大新島をはじめ 、埋立

てに依る新島が数烏見へた 。次 に糸の様な

る長い防波堤は大阪を中心として前11戸より

和歌 山迄連接し 、海岸から突出fこ無数の楼

橋J てには百足の様に列車が着いて、大グ レ

ーンに依って荷台に貨物を吸上る様に運んで

居る 。海岸附近の工場簡はあ りし日 の大阪、

の如 < I タン ク」煙突な どはな し 従 っ て

煙 、 ｾ挨等の殻生は 郷、い。化 ＸｽｊＺ 工場の 配 詮

」芥などがめっ て、統ー された形と配置 とに

似てり工場も亦美 しさを表現 して居 る。紀州

から 山陰地方 に過す・ る大道路 ト 紳 戸 か ら

京都 、築港から奈良及名古屋方面への立祇

な二階付き 高速路商の交叉が常緑樹の楠付

げに依って . 多でも紘の大動脈 となって特

に目立っ て居る。宰に聾ゆ るスカイライン

の揃つ1=建物の中に策持良〈タワ ーが其車

調を破って居る。西阪、船場、島の 内の向

ム に は大阪被の天主閣を正面 とし南とニ ｉｾ と

に劉立しに市政躍の政務 と産業の両大舎議

常が庚 k とした公闘の傍に毅然 として浮上

って居る 。全市は商工都市の綜合的美観を

呈し栄華の極みである 。大阪市は東は生駒

山脈 、北は箕面賀塚迄延び 、建築物は綿! て

|耐右足 . 耐火である‘ことは 勿論 . 美観地匿 と

非美観地匿 、主要部と非主要部等と の急: 激

なる匝別は無 し 極め て自然的な鐙化 {e 持

ち、世界に誇る べき美観都市であり叉不燃

焼都市でも ある 。各河川の雨岸は公闘の緑

地帯であり . 樹木が水に映じて是れ叉非常

に美 しい D 大阪騨及各電車終結騨合屋上は

空中乗降場となって居札繋留舶を以て連

絡されて居る。

大阪市の上室を一周して居る内 に日は後

して . 誇 りの都市も端れば夜の幕に閉され

7こが 、市中に返って目立つのは成告協議合

の指導の下に ネオンサイ ン其他照明の波が

夜の慰めの様にまば? こ号 、東は枚方西は北

港 、南は吾彦、北は賀j家の各1炊き終街の照明

亦これと 競ふ が虫f J < 宰 に 映 え 渡 れ 河岸は

これを7 k に反触して美しいパ ノラマ郷を現

出して居る。

暫〈大阪を離れて昨年久し振 りに下闘で

上陸 し汽車で来 1=折には 、明朗 な}!夜明地下

街の自 動車道を遇って却f物闘 . 7k族航 、|事

物館など地下の設備を見て縫い 1=。地上に

は必要が無 〈って出な かっ?こが 、今同地上

を見下して二度目の驚異である。 此橋郵: す

べき大都市は人生の様に宜周年限を定めて

竣工後三十年を停年期 として新7こなる計主牲

に基き 一貫に是れを改駿してー鑓 し、理想

の新都市に蹄進すると聞くと、 付I更憶の外

はな い。

次の刷新都市の計筆 中に は ( 1) 新淀川 喜子

日本海と伊勢湾迄で遜じ叉 ( 2) 湖戸内海の

雨入口には大間門を迭り大「 ポンプ」を備

へて津波、 高潮を? 難無〈防ぎ . 閉塞 中でも

五十寓噸級の服、舶、 は悠 k と通行する桜

に計撃 する。 ( 3) 新星II 立の諸烏や四閣への

海底大連絡路等が含ま れて居ると 言ふ 。i返

さ将来に謝する 高速 なる理想、の下に部分的

都市計撃を金園的都市計聾 に鑓革 しつ〉 ゐ

る此大藤算を以て技術家に一任されにと の

;事である。

81 111 



4 倉 ιII 二緑町平|

合員 故 須 藤 隼 人 氏

合員須藤隼 人氏、昭和 11年 l 月25 日病 を以て逝去

せら る淘 に哀悼，ｾ堪 へず主主 に照 宵と 略歴を掲げ謹

みて弔意を表す須藤隼人 民は

川 .8 2

l 、 明治22<1ド 7 月秋岡県草 l亡生る

l 、 夙に際立秋田工業製校を卒業後秋田 県車内務

部 土 木課及馬政局に殺 を奉 じ 、更に特じて

l 、F 大i E 3 年 5 月がhU I l へ入応内山工事長の下

に在りて本庄に於ける数多工事を監督完成

せり

大 正 11年工事主任に任ぜらる

大 正14年金祉大阪支底へ榔WJ し昭和 4 年6

月次長 を 命ぜ らる

l 、 昭 和 2 年 5 月10日本 協 合 々員 に入合

l 、 同 4 年 12月16 日iT h常総合 にて評議員 に常 選

l 、 同 6 <11三 12月評議 員任期満了

l 、 爾来引綴き 勤務中 の髭昭和 9 年 6 月イ国々病

を得てー専 心 療 養に努めたるも 癒ゆ るに至ら

ず、昭和 11年 1 月九日脳溢血 にて放す享年

47該

終身賛助員故 作 山 義弼氏

終身賛耳11員作山霊長問氏昭和 10年 12月31日高AJ を以 て

長 逝せ らる 向に 哀悼に 然 へ ずまEに照作と略!訴 を仰

げ読み て司1:{立を表 す

作山義弼氏は 明治24年 11 月27白鳥取市に生れ鳥取

ー 中. 京都三高 をへて京都帝大工科機械科 を卒業

す。

間もな く養父絞径の作 山鍛 工E l i に入り其後都合に

て来 斑鍛 工lfr K 苦き り約三年 の後株式合従横河橋梁

製 作 所大場工場 lく入紅、日百 平日8 年 l 月同>l t J i : 工場

に林勤して同時に取締役と な P 今日にヨミる昭和 10

年 12 月31 日約の震 に残 す享年45歳。

時

所

出席者

常 務 曾 〈第 3 凹〕

2 月 7 日午後 6 時30 ' ; - 9 時

協合倶栄 部室

理 事 片 附 合 長

監 事 津 田 監 事

常 務 北垣主 記

中西主詑

力日間主計

設築制合長

阪口主記

内務主記

{乍問主記



議 事

清 水 主計

島田 t閥幹

l 、2 月例合 に閲す る fq:

2、更 正縁者1に 闘す るイ牛

ガr名 銅 斡

本 多 縦 斡

3、合! I ! / . 滞納者蕗i位に闘する件

4、評 議 員合 及 臨時総 合開 合 日取得 の 件

5、 日本 建 築 士舎 側 副支 部 よ り事務 本[ 史別料減 額

方 約 阪 の f' l-

Ｖ 、 映 ｾ 披 認に時却する終彼女 出 の ｦＧｬ ・

7、内 建 築 倶楽部より制li ｾＱ Ｔ ｬＱｊｴ 他 引銀 に 闘する ｦＧｬ

丹 、 Ｔ ＱＱｩ築合第 Ｓ 凶聯合大舎を ｩｬｬ 築 ＼ｍＧｾＱ iil J  'I. 5C周 年

記念の際 之 li:: UM1U，するの f'i'

9、4 U築合聯合に闘し本郊を怜協合 1: 設 置 する

の件

Ｑ Ｐ 、 職 員 ｉ 名宙字放浪 ｊｈ 体 並採 ｈｊｾ 事 に闘す る ｮ

11、合 員詮 衡

報 告

ｬ 、 昭 和 Ｑ Ｐｾｉ ｏ Ｆｴ た算 令計織笠報告

評 議 員 曾

l 、昭和 11年 2 月 12 日大阪市北区中之島 3 丁 目 3

番 地朝日 ピルヂ y グにik て評議員合を 捌合 す

1. 出席者次 の沼 評議 員22名 監事 l 名

小川 陽 吉 片岡 安 加 国 安彦

北垣熊之 介 黒 田 1Ji. 阪 口芳 三郎

作 間 日出 生 清 水 築ニ 鈴 木 金太良1¥

谷 民重量 鳥井 信 鳥升 捻 滋

中告書誠一郎 中 村 義 雄 内藤 亮 一

本多 正 道 婚 口 甚 吉 =サI i 戎

安 井 武雄 山口 久 五 郎 山 閃 誠

吉本政次郎 監 事 松 本 ｉ ｾ ｧ ｾ

1. 午 後 6 時30分 一 同 着用J 片|湖議長よ り只今野 議

員の 出席 者22名即 ち法 定 数に満ち た るを以 て評

議 員合 成立に 付 之 れ より 防J令 す る旨を告げ伺 議

事 に入 る前 に諸君に申 上げ た きは本舎 の常務 評

議員 三浦尚 史民 及終身賛助員中川反 荻氏 は昨 日

逝去 せ られ た るに付ま互 に 1 分 間 の 獣 磁 を せ ら れ

たき旨 を 述べ 一向島ｾ ｴｩ［Ｎ Ｑ

ｬ 、次で ￆ ｾｾ を 議事に 入 ｄ

議案 第 1 貌 昭 和 11年度夏正滋算の 件

各 員 に西E付 の 原 案 IC 付清水主計よ り詳細設 明

あ り異議者 なく 可 決

議案 第 2 披 令書聖滞納者務抑. に闘する件

清 水 主 計 よ 明言E明 し滞納者 の氏 名 は此 民主 に回

覧 とし ますか ら勧誘 見込のあるも のは 印 を入

れ 回付 あ りた しと て回覧 を な し 到 底 望な き も

のは除 名盛 分に附す ると とを承 認、あ りた り

議 案第 3 君主 昭和 10年度剰j徐 金 蕗 分 の f'l

消7)<. 主計より 設 l珂あ り別紙 原案 の泊 可 決 し た

り

議 案 第 4 扱 細 則- Jl'{1望号更のイ牛

中告書主記 より設明

細 ｊ Ａ リ ｻｦｾ 4 僚 の次 に下 詑 の 僚 を迫力日す ること

第 凶後ノ ー 本合ノ、有 盆 ナ 凡事業ヲ 行 71完幹

ｾ ｦｬ Ｇｬ量 生 泣 ス ルコ ト ヲ符

斡事ノ、 1ii・2車合ノ 詮衡ヲ 経 テ 曾長之 7 指名 ♀

幹事長ノ、 4何 JI. 中 ヨリ 之 ヲ1正還 ス幹事長ノ、幹

事 合 '1J室 l'.!Il ス

右 ｾ ｾ 説 者 なく 可決

ぷ 案第 5 YJ，t 臨時総合開舎の 件

以 上議案 中

昭 和 11年度 更 正 致 算 の件

細見IJ 一部 俊更 の件

は総舎に 附戒する 要あ るを 以て 臨時 総 合開 舎

に付定款 第 二 十 二佼 第三演 に依 0 之 を添リ梨

議 者 な 〈可 決

i  、次 い で *念動 議 と し て常務 ( 編 斡J 評議 員三

浦 尚史 氏 昨 朝逝去 に付補 絞 に 付定 款 第十 九 僚 に

依 D提 議 し協議の章古来

l  、 常務 Ｑ ＺＱＺ至念品 ｉ￬ ｾ を要 す るに付本評 議 員 舎 に

於て互選するこ とに決 し下 の 泊 リ決 定 したり

常 務〈編斡〉 評 議員 射口 M: 吉氏

2、評 議 員の柿 選 l土之 を行 は ず第 十 h 後 ill 言l;. i て

依り飲員 の 依 と決定す

( 賛 否 を恕 手 に よリ採 決十 六名 の多遣を決 にf/<

る〉

1、上 詑 にて議事を 了 り報告 に 入 り次の件報告 承

認を得た り

l  、委 員 合 規程改 正の件 中様 主詑.被告

2、昭和 10年度 決 算報 告 清水 主計報告

人 元 建築 倶楽 部物品英 他

引縫 に闘す る件 同

l 、次 l'こ議長 よ P 本評 議員 合議 事録 の 代 表怨: t ; 者

I亡次 のニ 氏 を指名し; 承諾 を得た り

カ日間安彦氏 黒田 茂 氏

常 務 曾 ぐ第 4 回〉

s 3川



時 2 月201:1 午後 6 時 10分 一7 時 10分

所 協合倶楽部第

出 席 者 理 事 片 岡 合 長

議 事

常 務 阪 口 主 詑

中西主記

力日田主 計

清 水 主 計

島田編輯

l 、 3 月例舎に闘 す るi牛

設 楽 副 合 長

'1'  i翠主旨日

内藤主記

作 i問主計

新名編輯

堀口編輯

2 、差主化委員合委員 1 ，名補充要求のイ牛

3、災筈強度委員合委員 2 名稽員要求の{ 牛

久 建 築 年 鑑 編 斡 委 員 依 腐 の I牛

5、編輯幹事舎組級に幽する件

6 、慮遺書細貝IJ 一部俊更の件

7、陳列 場競張の鋳事務室位低後更の件

8、映E語版権に闘する件

9、映竃借用に闘する件

10、合員詮衡

報 告

l 、 1月分舎計報告

曾 員 動 静

人 曾 者

曾 員

を合長士清水組〕

石原 主主偉幸三 位吉阪住吉町 1708 ( 村野建築事務

Ffr) 

伊 藤 抑l程 前11戸 市 兵 庫 区 大 関逝 10丁目 l ノワ

( 大阪鍛道局神戸保線区〉

今 r' _lj ;1，.、- 丹 j1lj成l孟粉苦言中之町 2 ノ 28 ( 橋本勉

建築事務所〉

上回 修刊|ー君住吉区間溢; 東ノ田r 5 ノ29 ( 中 ll J "A

陽堂装飾係〉

tl'l 5f. i J失 利 記' " 戸市須磨区大雨' " 田f 1 ノ 19 ( 株式

合肩士大林組〉

小間b : ; 兵吉村 府 下北 河 内 郡鐙 tt 村中桜( 株式合

市上大林組〉

大石 忠夫君 兵庫j孫武庫郡甲子園 7 宇佐町41君主(

凶野回戦工嬰校〉

小 島 初 三沼 ・ 西 淀川 区大仁; 東 1 ノ 48 ( 大阪市官2

主主局高速銭道建設事長〉

佐 滞 武 雄 君 港 区 八 幡 屋 貸 町 2 ノ215( 津閏建築

事務所〉

杉 浦 巴 君 佐 吉 区 阿 倍 野 筋 2 ノ12 ( 村野建築

事務所〉

ｾ開高次君旭磁 友 淵町 ＱＲＳ 銭紡ｩｩｕＺＺ宅Ｈ鎚 ￬ ｊｩＭ ｾｾｩ

続株式合従淀川支庖〉

武闘 雅男君 J舟下泉北郡高石町北603ノ4 ( 橋本

勉建築事務所〕

石遁 太 郎 君 住 吉 区 滋 口町 126 ( 株式合従大林 偲 谷 _ Pll 二君 市1
1
戸市須勝砿m現田r3 ノ113 ( 大 阪

走ll.) 鍛道局大阪保線区〉

川 勝 也E ニ 君 佐 吉 区 湯 里 町 547 ( 大 阪府建築課〉 法 山 勇吉君 暫 i! l i 賛助員 ヨリ 援 絡

倉岡 1 I l : : 雄君此花区島屋町 7 ( 長谷部竹腰建築 西 山 夏 江 君 前1
1戸市林周 回二葉町 5 I ゆ6( 鍛 泣

事務所) ｾ改良事務所 Ｉ

223橋 鶴 治 君 西 宮 市 津r'Jj 1l i 之口 9 18 ノ3 ( 兵庫県長 野 坂 和 儀 宏 iio'" 戸市楠公前東日f J ピル 前11戸市役所

管繕課
) 信手絡;果〈示111

戸市幸子緋課〉

王寺西 武 吉 君 佐 吉 区 天王寺町
3020小 烏 佐 議 方 ( . 里子村 役 一君 府下中河内君 ￟ 穂署 Ｇｉｾｐｬｲ 植松〈大阪保

株式合長上大林組〉 線事務所〉

官 ｧ ｾ 宗 一 男主主可申戸市兵庫区水 木 通 6 丁目 20ノ14 平 体 美 彦君 府 F 泉南君ji 尾崎村千代秀吉方( 内

( 兵庫県長聖子総課〉 海紡績株式令紅建築部〕

橋 本 秀 務 君 此 花 区 大 野 田r 2 ノ15 ( 株式合軍士大 扇 町 勇雄君 兵 庫麟武庫君 ｬ￭ｾ 甲子関 Ｈ 株式合卓上

林組〉 火林組)

山 '1' 彰 君 紳 戸 市 林 回 i話片山田r 1丁目 160 ノ5 伏見 孝悌干1・ 兵庫 l隊川遊君li t ] 、岡村革' " 崎線南口前

〈兵庫理系管絡課) ( 池田貨建築事務所〉

合 津 松 滋 君 普 滋 賛 助員 ヨリ書堅持 保 凶 i原三:封 北凶 中之島7 ノ2 ( 因島6 ! ! i 用化製工

井 端更義 明君 堺 市 櫛 屋 町 ，6 ( 堺市役所工替課) 業所〉

石川 領 一対 京都市左京| 伍下鴨松ノ木間r 5  ( 合 松本与市 ｮ 刑 Ｑ Ｑ 戸市灘 ｉｍｾ '[1: ;山 田1・2 ノ38 ( 大阪 ; 11

111 8 4  



電気局高速鍛治建設課〉 地 方 曾 7員

山崎高詩夫 f t 住吉区帝塚 山中 4 ノ48 ( 池田賢建 宇 野 貞 三君 明石市 三番 町398( 兵邸麟替繕課〉

築事務所〉 大 石多聞君尚Ｎ洲 図 撫順来 Ｘ ｾ 長 ｩ￦ Ｕ ＸＨ 西津組〉

矢 野 路 ー 者 此 花区 砧底的" l 4. 1[工製造株式合枇設 間口 j f 夫 君 朝 鮮 使 命 前if@:{ 山邑〈自管〉

計課〈汽革製品J : 株式合 主D 吉田 正一君 北海道苫小牧 ｏｉｔ 幸 ＰｬｐＰＱ 小林方 Ｈ Ｍ ｉ ｾ

日子子 i 王手! 西悩級北; 泊 l ノ 8 ( 自主} ) 小牧工業率校〉

伊 藤 太 郎 治 京都市左京 lぷ下鴨北悶悶r86 ノ 2 (  後藤米太郎対 名古屋市中直民Z池田j ' 1  Ｈ愛知県，ｪ｜ｩｽｾ

津閏敏雄建築事務所〉 校管繕技師〕

石11 刺 t峰村 ｪ ｊｾ 都市上京区出町桝形治西入上ル 特 別賛助 員

相生町( 京都帝大替繕課〉
前回 航 司 君 北 l説中之島 6 ノ 6 回烏務外j 化 製 工

!日j 村市太郎官 府下吹 EiI n1j' 1358  ( 大阪市 役 所土 木 業 所

部〉
三 lU闘四良11君 普，Th賛]j;J J員ヨ り祭 給

|湖本 間鳥沼 Ｉｊｾ 者 ｾ ｜ｬｨ 左 京区間中野 市 Ｑ ｉ 問 ｲｊ 7  C京 都 木村 ｾＤ徳 君 普油賛助貝ヨり書堅持

帝大ＺｲｧＮＪ，Ｚｦ￭ Ｓｾｄ 越 1'l. ｾ治君 天王寺 区 民法! 淀 川j' 32( 建築材料商〉

小 河 吉之助"H 'F. _ 王寺w; a怒山; a 1 ノ185( 阿 国 建 築 野 IUJ 応 義 君 今 治市柴OIT 1 ノ26 ( 土木建築請 負

事務所〉 業〉

大 I'C) 太一良11'廿 西淀川 匹偲ｩＧＱ ｾｐ ｬｲ Ｚ ｬ ｬＺ 1 ノ56中西銭エ 普 通 貨助員

所 内 〈 伊藤工務賠〉 中 村 利 i E 君 西 宮市 森 具北 迩毛847 ノ53( 合 名 合

小 泉 Jl -花 束淀川底下新庄町586 ノ l ぐ津田敏 組; 竹中工務陪〉

: t I i i 建築事!a!fr) 菅 木 昌 一 君 府 下 中 河 内 郡 小 阪 P 1f rl l /1、阪555( 合

左谷米 三郎 君 天 王 寺 区大 道 5 ノ46( 大 阪銀 道 局〕 =ti合従 清水車且大阪支庖〉

竹本 節 三官 北 区来里子回 Olf 7 ノ26ア パー ト阪 雅 n 阿 E 主主君 府下南河内郡柏原PI] 今P1y 3 丁 目〈

五1: ( 密繕管財 f司治幣局工事場〉 大 阪市役所臨時校 側建設所〉

， ｾｪＺ 附 長官 兵 庫 l怒川溢君11/1、閃村長洲石ノ戸 11 凶 阿長四郎君 首11I
戸市灘区西宮北泌 8 丁目 2 ノ1( 鍛

( 大阪府都市計鐙諜〕 治省大阪改良事務所市111
戸分家〉

中海 吉郎若 府下守口町・土居 423 回中方〈大阪 三浦英太郎君 府下中河内郡小 阪P1T中小阪 6 ノ8

府建築課〉 ( 大阪市役所臨時絞 園 建 設所 工 事

rT En 猛 'H 尼崎市南竹谷Plf 1 ノ5 1槌j I f ( i i 韓国 f系〉

敏雄l l : ; g従事務所〉 図 永 flit 喜./: l ｦ 主吉 ｬ 孟 桑津ｐＱ ｦＱ ＳＵＨ 大 阪府ｾ築課 〉

内族 主t忠 '8 京都市左京凶問 中高原 01)" 81 ( 京都 近 藤 岩 夫 君 兵庫県系川溢君11伊丹P 1f 大 胤3 6 m平方

帝 大 ' t f - 絡採〉 ( 大阪繊道局大阪保線区〉

二百? 太平若 京都市吉岡本町 5 藤 岡 健 次 方 0; ( 繁|出j 銀君 ! 河山 ni ・大供本P 1)" Ｒ ノ ＱｾＹ 砂崎方 Ｈ Ｑ 吋

都子育大管絡調! ) 山地方主主賓 局管終係〕

民総 男ー宕 西淀川 区海 老 江 じ 2 /  154( 津 間倣 j間I: l l 採 雄 君 Jf守下北河内郡諸堤村字三 島384( 陸

雄述築事務fjj -) 軍主主兵廠大阪工 廠 技 術課〉

手｜ｾ時銭 二君 プミ ｅ 庖鈎 滋泌 Ｑ T  EI 1 ノ 2 ( 大 阪 山本宗一良11君 西 成区 千本; a5ノ4関西型化祭工業

市 電気局両法鎚t泣建設課〉 I抗

'iem 健 三君 京都市左京区田中樋ノ口 011・6 3 0;( 今 )1 手野;r.- 京都市左京 l益吉岡本/ 11] ・12中Ji ，越良1;

都千E大聖子総深〉 方( 京都帝大管繕課〉

横 瀬 康二 君 京都市上京区大将軍!隊司町 25 ノ2 fjJ-Jl i  - -nll 君 京 都 市 古 図上大 路35竹内方 ( 京都

( 京都府土 木部替絡 i系〉
帝大営繕課〉

吉田 忠夫 君 京 都 市 友 京区下鴨松 Jf，[ /l IT29 ノ 12 (  
大 t:; 千太 郎 君 西 淀川 区停 ，{1，町 北 1 ノ56 ( 中西 前i

(: X都帝大管絡ii J I! )
応銭コ: 対; )
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角谷 一郎 君 和 歌山市本 町 5 丁目〈銭高組〉 ・東山 静 君 東 京 市 芝 区 白 金 三 光 町276

田 村 忠雄 君 京 都市 左 京極吉田 1て大路 B 山 口方 砂 尚一主主 旭 区新 森 小 路 中 2 ノ35

〈京都千百大管絡課〉 太 宰 二郎需 徳 島市前川田] 大字前川小松方

服 部 保 君 京 都 市 左 京区一乗寺塚本町 5 ( 京 地 方 曾 員

都帝大管繕課〉 森 岡 I E雄宋 厳 島 市段 原町東浦 prf871

松 田 良雄 君 京都市左京区吉田上阿達P 1r30種田 上枝 卓君愛媛勝、西依町大町高木旅館 内

桂三方〈京都帝大管繕課〉 馬野 七 主王寺ｾＮ J好下吹 田町旭町 1001

宮崎 競 走 京 都市左京区田中関田町50青木幾。 特 別 賛 助 員

次 郎方 〈京都帝大替繕課〉 嘉 敷 布j 君 嘉数化率工業所( 包 i福島1988)

村田 義雄君 京都市東山区大和大路 j泊五百 lマル 四 l河 隆夫者 ;東京市豊島区南間前田f 2 ノ687杉 本

l ノ533( 京都帝大替繕課〉 製作所内

横山 一 夫若A 京都市左京区北白 川下池田 P1rI 4 / 普 運 賃 助 員

2 大西方( 京都帝大聖子繕課〉 中村 英 夫'N 府 ｆ 泉 北君 ｬ￭ｾ 居尾 村 ＱＱ ＹＸ ノ Ｒ

吉 永 定 雄 君 京 都市 左京区吉田 1二大 路III f 35竹内 小田 ;純明 君 宇 都 市 西 l長 l 田r 4 丁目

方Ｈ京都帝大聖子絡 ｾ ＡＩ 本島 歩夫日 旭 両 大 釦lI f 6 ノ39

逗 曾

曾 員

生 駒 一 雄 君、佐 膝 節 雄 官

地 方 曾 員

長瀬幸一君

特 別 賛 助 員

定文五郎君

普 蓮 賛 助 員

者

伊藤一郎君、大津松蔭 君、岡本文之君、高 山 F]f.次

郎 君、吉田 太 郎 君

轄 居 轄 動

曾 員

井 手 正雄君 北 区中 之 島大阪市役所臨時校図建

設所

根来 弘 君 尼 崎 市 需111閏 '1' 油3 / 143 

石川甲良一郎君 東区石田J l ノ8 ( 従来 173 ) )
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章 一
;  後 記

Ｋ Ｒ 月 ＲＱ 日午前 倒 凶を袋 っ た ｩｾＡｬ ｴＧｾＱ 工 、 被併の根皮

i こそ預屯! 外 に少なかっ たが 、地 震 の 終 除 に 乏 しャ

; 闘困 地 方 の人 達の心、防を寒からし め た駄 に於 て 、

2非常 に 効 果的であった と言へ る。

1・ 都 市 の建築がl耐震耐火 耐 風的構 tEで あ る こ と の

i 必要は 、守主建築協令の絶えず主張し来った Ffrであ

i るが 、 協 合 が更に 校長量的 に そ の 促 進 法 動 に乗 り 出

l さんとする時、恰 も と の 微 震 で ある。 Hこも僅少

: な る 被 害 l こ於て、 而 も地 袋への務戒を紛糾I的 に 狽

ｾ＠ < 閥凶 の人々に印 g{ 附け た 駄 に於 て 、敢 て 効 果 的

5であっ た主 旨へやう。

1・来月披にと の方而の 記 事の投 稿 を乞 」、。

1・今 刀 械 に l宮、t0:ら ず も 東 京 工 大 の 間 設平準 氏 、

河 島 工 業 の 泌 谷 川11氏 の 建 築Zぽ に 閲 す る 稲 2 つ

ｬ 剖ｾＺＧた。雨氏が夫々の立場に於ける建築教育翻は 、

i 併せて我国主主祭 教育 会 般 を硯」、l 資 料 と な る で あ

: らう 。

i ・『都市美の 問 悩』、『 刷I と防法J の 2 知 、何 れも

i 建 築界今日の魚嬰なるトピックである。「建築に附

j す る 時 事 問 題」な る題自に 到 して 、f自: て建築 家 の

y 論議の中心であった各{ 問、建 築の部分 的 設 計 計m

に闘 する ものはな 〈、期 せ ず し て こ の有i の記 事の

いみを ＱＭ ｾｩＺ たととは 、 建 築 界今日 の 問 犯を 対 ｈ ｦ Ｎｴに 物託

るものにかL ならない。 品 田 良 馨氏J J . . 吉田 、津 関 陣i

建 築 と 社 書

第 19 斡第 3 貌

l 加 . 50聞( 野税 2 銭〉

毎月 1凹 11ヨ宣運行 定 慣 12加 6. ∞闘( 同 24 銭〕

昭 和 11 年 2 月25日 印 刷 昭 和 11 年 3 月 l 日 後 行

ｾ行 ・ 観斡
印 刷 人

小 板 常 男

大 阪 市北 区 朝 日 ピ ル 日 本 建築 協舎 内

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大 阪 市 来 高 内 淡 路 町 l 丁目 7番 地

ｾ行所 E更 日 本 建 築 協 合

大 阪 市 北 区 中 之 島3 / 3朝日ピル

電話長: J bJ 官( 23:4501番 ( 9)

錯 替 口 座 欠阪 39975替

特 約 販} { /青 柳 k 堂 書 庖

大 阪 市 西 区 京 町 場 初子 板 橋 西

電 話 土 佐 宛 2440替

ｦ 百替 口 座ワロ仮 ＲＰｂＴ ｾ 寄

禁 輔 載

本 量置 に掲載 せるものは 、 一 切 とれを無断にて

将 戦 し又 はi {1. 行 本 に 上 梓 その他 の篠製行錫を

なす と とを祭ず 。

氏の記事守: 何れも 都 市 に 関 す る も の で ある 。

Ｎ 者 ｾｉ 市計 ＧｉｊＱｪ的角 度よ り 建築を 見 ι 或 ｩ 土 建築的角度

より羽: 市 計 訪 を見 る 時 、我々 の 関 心 す べ き 問 題 は

限り な く多 ν 。

. 相1m言I-a'i の の上か らJ.!. たジ ードノレ:.--:7 、単 位 住

宅 と し て 、家 波 の住居の -fl!IJ か ら見 た ジード・ ノレシク o

.!!x /士火 、 同 じく叩市排他物 の l長理 施 設 に し て も 会

社盟的!位理 の非IJ (j!iを 主Jif.l とす る都 市計EE的見地よ D

L 排出1; 物 後生 揚 た る 各 個m築 の 立 場 か ら とは、

自 ら Ａｒ っ た見方があり 、 Ａｪ， ｾ っ た ｩ 野牲が生れる筈 で

あ る。経済を 仲介とする この雨者の完査とな滋合こ

そ、 この 問題 の 綜 合的 解 決の鍵である 。

+ .:.う した見方 か ら、m築 の各 分 野 に 到 す る 令 貝

誠一氏の御投稿主ｾＭＮＷ ， れば 幸であ る 。

・ 「主主公衆紫 ｾ Ｑｴのプミ ｊｷｲＺＺ ｝ｊ Ｑ 土 、 大目白 苓 邦隠士 の 特 に

本 誌の 鴛 に 寄せら れた資料である 。 議 院竣 工 前 の

御 多忙 中 に 、稿 を 賜った 同 熔 土 l亡、深 甚の笥n立を

表 す る 。

. 本 野 粉 吾氏 の fi; 正事件必IJ、住 宅 試 作 J は、 同 氏 邸

内 に新しく mて られ た 令 息の鴛 の 住 宅 設 計 に 閲 す

る同氏 の 御 意 見 であ る。符て「家族 を合む自主! : 像」

な る 題 名 にて 、 自証I i 設計に到 す る態 度 を本誌上に

溌 表 せ られて から 10年。己 の稿 に接 す る説 者 l工、

よの小 佐 宅 の 中 に 住 む 同 氏の次の 時 代 に 到 し て 大

なる 期 待 を か けるにちがひ ない。

+ n;( 稿 の 締 切 が符 月 15 目、20 日に は 校γ 、25 日頃

に は波注と 一言」、*iiJ 糾f."} )-} の2設定であ る。その絞り

で努 力 して居る 。 京市J; を賜る方々 に締 切 j 明日の般

守を t持 に お 駁 す る 次 第 で あ る 。 ( 新 名 種 夫〉

慶 告 錫 載 料 金

普 通 I 1 頁 I 1 凹
15∞ 

普 通口τ 竹 子 8. 00

普 iiii l 頁 1  If] J  
45∞ 

( 前附館1賀}

普 主b l 頁 l 凹
40∞ 

{前附館21' t )

普 iiii 
l 頁 1 凶

25∞ 
( { 車附儒? 及畳終買}

表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 I 45∞ 

表 紙 4 I  1 頁 I I 回 I BO∞ 

ヱヱサHt-Ht

f P i 告掲載御申込は本合直接願ひま す 。

本 芯購買費御注文 は す べ て 前 令 で 本 合 直 接 又 は

特 約 庖 へ 銀 替 貯 命 又 は 銭 替で御扮込を願ひま |

ナ。郵務代用はー，W曾、代金 引 換 は お 断 P 致 t

します 。 i  

、例ω、，...、，、，....、'"内，、，....、，、 ｾ匂内向 ｶ 、，ＮＮ，ＮＮ，ＮＮ｟山内州、，ＮＢＮＮ，、 ｎ 、，.，、，、，....、，、供d、，....、，、F ・""、.
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日本建築協曾

創立満十五年

記 念 出 版

本書は本合常設の災害強度委員合が数午 に亙って苦心調査蒐集

しに資料を輯録して一本に纏めにも ので. 大阪市内約五百ケ所

六百有絵の試穿成績の 中: a彼せる もの 、近接地にして地質酷似

せ るも の等を省111持して山百十四ケ所を選定 しにも のであって 、

他に同種の刊行物な〈拘に斯界に於りる驚異的出版である。こ

の出版に際して本舎としては凡ゆる黙 に於て多大の犠牲を梯っ

たものであるが. しかも向上梓し? こる所以のものは、土木建築

闘係者が計聾に嘗り常に必要訣〈べからゴるものであり、叉容

易に所要のものを調! 1 F . し得ると云ふ賓に簡便にして ‘ 新界にと

り科' 1，存包Jからぎるものと信じTこからであ る。

世の土木建築に闘係ある諸賢へこ の権威ある賀典を御薦めする

衣第である。

四 六 倍 脹

上 製 箱 入

上 質 印 刷 紙

クロ ー ス装慎

定 借( 3. 5 0  I副

( 本協曾員に限り 3 0 0問)

主主料 12 銭

日本建築協曾対行

大阪 ・北区 ・朝日 ピル 底

庖

支

書

本

堂

善

々

九

柳

相

初
宇
買

領替口座大阪 39975



各 府 懸 喜市 街 地 建 築 物 法 施 行 細 則

京 都 府 際

/ 昭和七年三月 三 日V 昭和十年 一月十 六 日1

Ｑ 京都府令官 Ｓ 十五披 八 京都府令ｦＺｦ ｾＭ 君主改正 Ｏ
沿革〉 ハ 、 ノ

/ 昭 和十年七月五. 日 1  

1京都府令第三十盟主改正JC別紙添附〉

第 一章 綿 則

第 一 俊 本 令 = 於 テ 法 トノ、市街地建築物・法ア 、令

トノ、市街地建築物法施行令ア 、規則トノ、市 街 地

位 築物 法施行規J!IJ '7 、耐火構主主規則 トノ、市 街 地

7Ul : 築物法 第十四依ノ規定= 依 J レ特殊建築物耐火

構造規J ! IJ '7 ｾｉｉｊ＠ 7  

第二依 法 、令 、規則 、耐火構造規 ftll えノ、本令 =

イ火 リ知事=提出スノレ: ; ! r - おI ニシテ其ノ建築物 ガ他

/ 法令 = 依り 狩 祭 取締 ヲ受ク ベキ モノ ナルトキ

X ノ、下粉砕妻美霧 、大森聖子祭怒 、伏見聖子妻美果 及 山

科TFF察署 管内= . ＺＨｆＮルモノナノレ ト キノ、所轄苦手妻美 ｾ ｒ Ｇ

長 ヲ経 由スペシ

第三被 1去、令 、税則 、耐火構造規 ftll 又ノ、本令 =

依ノι 申請書l k . . 周舎= ノ、規J l l l m百四十四依= 該抗

スルモノノ竣功目 立立 = 本令第七依第二項 、第 三

十一俊及第三十七俊ノ届出 7 除 ? / 外副本ヲ添

附スペシ

ニ 申請叉ノ、周出= 闘シ必要アリト託、ムノレトキ

ノ、本令= 規定ナキ場合 ト雄モ別 = 書類 7 提出

セシ ムノレコトア ルペシ

第四僚 法 、令 、規則 、耐 火 株主主税! 1I J x ノ、本令 =

依日申 請又 ノ、 脳 出 ＧＷｾス 者未成 年者叉ノ、禁治 産

者ナノレ トキノ、共ノ法定代理人ノ蓮華S' 7' 妥ス

二 法、今 、規則 、耐 火 構造規則l又ノ、本 令 = 依 リ

申 請 叉ノ、届出 ＧＷ ｾ ス者 之ヲ建築代 願 人］ 委 任

シタル場合］於テノ、建築代願人ノ ￆ ｒＭ ＧＷｾ ス

第五 Ｚｾￆ 建築許可 rl1初 、建築認可巾前叉ノ、 m集 局

出 '7 j喜サ y トス ノι 者 ノ、其ノ敷地ノ所有者及使用

権者叉ノ、建築物/ 所有者ノ承認! 7' 受 F ペシ但シ

知事其ノ必要ナシトi { ? ムノレ トキノ、此 ノ限 y =.1f 

7 フて

第 二章 建 築 線 、 高 、 空 地

第六僚 仮員九尺未 満 ノ沼路= シテ 行政J ri ¥ノ管理

ニ周 スノι モノ叉ノ、本令施行ノ際現= 存夜スノι 阪

員六尺以上九尺米満 ノ私設 jffi 路 =-1f リテノ、 其ノ

中心線ヨ P 各四尺五寸ア後退シ! 7 / レ線ア以テ建

築 線 トス

ニ 前fuノ油路、 河川、池沼 、断 崖 等 = 沿 7 ト

キノ、jffi 路 ト河川池沼断崖等 トノ境界線ヨリ九

尺 7 後退シダノレ線 7 以テ建築線トス

=  前 二fuノ私設通路ノ建築線ノ、之 7 腹止スル

コ トア ノレペシ

第六依ノニ 左ノ各被 ｉ Ｍ ］Ｍ 該 ｾ ｩ スノレ敷地］ノ、法

第八後本文ノ規定= 拘ラズ起集' 7 'i i 1' 可ス ル コト

アルベシ

一 昭和十年一月 三十一 日以前 = 指定シタノレ建

築 線 二接スル致地

二 艇災地、住宅i包密地]J1;其ノ 他 ー陣|ノ 二!こ向h=-

瓦リ 指 定 シタ ル建築線= 接 スノι 車土地ュシテ 近

タ道路竣成ノ 見込アリ ト認 ムノレモノ

三 前 後 ノ建 築 線 = 接スル 敷地

四 河 i lJ 、水 路 、治: 渠等/ 敷地 7 陥 テ テ 道 路 =

接スノレ取地

五 山間部号，. ; : : : ; ，シテ家屋主li 被/ 見込ナシト夜、ム

ル土 地 =於ケ ノι 敷 地

第六保ノ三 昭和十年一月 三十一 日以前 ュ存花シ

m=- 長 1.5 メート ノL 以上 2 メート ル未満泣路激

地 = 接ス ル建築物 ノ敷地ノ、規則l第四依f . 1' ; - JJi ノ

規定= 拘ラズ其/ 建築' 7 nl: 可 スル コトア ノレベシ

法施行前ヨ リ存 Ｑｲ シ長 ＱＮ Ｕ メー ト ノι 未満道 路ￕｊＩｾ

地 ェ 接 スノι 建築物ノ政地ノ、建築物 I fIl 主主及 四例

/ 欣況= 依リ己ム '7 1号ズ ト認ムルモノユ限 P長

1. 5  メート ル以上活路91土地 = 接セ シムノL トキ亦

前項= 同ジ

第 七僚 私設道路Ｏ開設叉ノ、 努 夏 ＧＷ ｾサントス ノ ι

トヰハ 建築 総ノ指定 ヲ受 ク ル コ ト Ｗ ｾ ス

二 建築線ノ指定 7 受ケタノレトキノ、指定/ 期日

迄［ＺＺＺ［，ｾ路ヲ完成シ届 出テ検 査 Ｗ 受 クペシ

第八線 建築線ノ雨端ノ、 他 ノ建築線= 接続スノι コ

トヲ要ス但 シ其ノ一端= 公闘、fut 揚 及之= 翻ス

ノι 際i問ナノι 主主地ア ノι トキ又ノ、 府民90セ Y チ メー

トル以上ノ非常・沼路アノι 場合其ノ他保安上支昨

ナシ ト認 ムノレ トキノ、此ノ 限 リ = 在 ラズ

ｾｾブ ｌ 俊 劇 場、活動潟 民 館、主主君主揚、淑物場 、集

( 京都府罵) I  I  



合場 、 公 舎 ｉ ｾｾ 、 百貨底等 Ｏ 建 築 物ノ、兵主 Ｙ ノ Ｑ Ul  

人 口 ユ而ース ノl 道 路 敷 地 ノ筑界 線 ョ リJ毛ノ淑 令: 定

員スノ、 牧 容 人 員 750 人 以 上 ノモ ノノ、 5 メート ノL

250 人 以ト.ノ モ ノノ、 3 メー トノL 主主/ 他 ノモ ノノ、

2 メート ノL ノ距 離 7 後 退 シ F ノL Ｊｊｾ＠ 7 前 而 / 墜而

/ 位置トス 但シ上階ノ銭面停ェシ テ 知 事 / 許 可

ヲ受ケ F ノι トヰノ、此 ノ限 リニ在ラズ

第十骨革 法 第二十 六 俊 第二項 ノ道 路 ノ境域 内 ユ於

ケル仮設建築物ノ、道 路工事 執行 者ノ 指定ス ノレ 期

日迄= 無償ュテ撤去スヘキ モノ ナル トキノ、其ノ

建 築 7 許可スルコトア ノレ ペシ

二 前 項 ノ許可 = y テ都 市 計 盛 事 業 = 胸ス ル モ

ノノ、都市計 盤 法 施行 令 第 十 一 保 = 依 リ許 可シ

タルモノ ト看 j，¥z ス

第卜 Ｍ ｾ長 令第十イ保各銃所 定 ノ 敷 地 = 於ケ ノL 建 築

物ノ 高ノ、左 / 件続 = 依ノι

一 公 開 、 j資場、河 ノ!Ui ニ接ス ル トキノ、公閥 、

成場 、河 Ｏ類ノ胴員 ｃｸ ノ、 ｾ ｪ 側迄 Ｏ距離〉カ

其 ノ 敷 地 ユ於 ケノι 令第七後第 一環 後 段 ノ 限 度

ヨリ大ナ ノレ 場 合= 限り主主ノ闘 員〈叉ノ、動側迄

/ 距離) 7 以 テ高ノ限度ト ス

二 前面 道路 ノ 釣 側 = 公 関、氏 場 、専 用 軌 道 若

ノ、銀 道 又ノ、河 ノ類アノレ トキ ノ、前面道路ノ縞員

ト公閥、民 場、専 用 軌道 若ノ、銭滋叉ノ、河 ノ類

ノ侭員〈叉ノ、劉側迄ノ距離〉ト ノ和 ヲ超 エ ザ

ノLf随関内 = 於テ令 第七保 ノ 一 倍 四 分 ノ ー フ ニ

f膏一倍 二 分 ノ- 7 二 倍、二 分 ノ ー トシ令第 八

僚 / ー傍 二分ノ- ; ; 二 倍二 分 ノ ー トス

三 地 盤 面 ガ道 路商ヨ リ90セ Y チ メート ノι 以_[・ー

高 キト キハ 其 ノ高ヨリ Ｙ Ｐ セ ｹ チメート ノｾ 7 減

ジF ノレ モ / / 二分ノ - ;; 道 路面ヨリ iJ lI J ｾ＠ l'ノL

高 7 道 路面ト 者倣ス

四 高 低 ノ 差90セ Y チメート ノι 以 上ノ二以 上 ノ

道路 = 接 スノι トキノ、前 説 / 規定 ヲ準用" ' 1'ノL

高 ヲ 低 ヰ 道 路 ノ 滋 路 面 ト清 倣 ス

王 道路ノ終端= 位スノレ トキノ、其/ 道路 / 1隔員

ヲ前面 道路/ 桐員 ト理'1"1岐ス

第 十 二 僚 左 / 各 競 = 偶 ノι モ ノノ、令第十 四イ阪但書

ノ地区 トス

一 角 地 ( 道 路 ェ 接 スノι 敷 地 ニ滋 / 内角 135 皮

以下) =- シテ各航員 5.5 メート ノL 以 ヒ其ノ平日

ヵ・ 18 メート ル 以上 / 泣路 = 其 ノ 敷 地 周 間 ノ 延

長四分ノ ー以 上 ガ主宰ν 且 激 地面積 10アー ル以

12 C京都府薦〉

1-. ノモ ノ

ニ 猿 地 / 舟iJ G¥1延長f J 'i j } ノー 以上ガ 幅員 5.5 メ

ー トノI J;J. .1::. / 道路 ト公 閥、府 場、河/ 類ト エ

接 シ父ノ、泊:路ヲ 陥 テテ接 スルモノニシ テ道 路

/ 稿員ト公開 、j資場、 河 ノ類ノ 縞 員 〈叉ノ、針

側迄ノ距離〕 ト/ 和 ガ 18 メ ー いι 以 上 ノ 場合

エシテ E 敷 地 而 積 10ア ール以下 ノ モ /

三 土地ノ 扶 況 ニ 依 P特 = 支障 ナシト 記、 ムノルモ

/  

第 三 章 構 造 設 備

第 十三保 建 築物/ 敷地エノ、建築線 ニ115 ヒテ附近

ノ公設 ii l ¥' 渠叉ノ、 河 ;11］Ｍ疏 通 スノ ι 雨水 ｩ ， ｜ｾＮ ;; 設ク ベ

シ包シ之ユ 代ハ ノι ベ キ瀞渠叉ノ、河川ア ルト キノ、

此 ノ限リ ニ在ラズ

二 雨 水 ￬ ， ｜ ｾノ、肺 員及深各 ＱＸ セ ｹ チメート ノ ｬ 以 卜

トシ耐水材料 7 以 テ構 成 シ 適 常 / 勾目E 7 付 Y

ｽＭ ＮｩＮｾ｜＠ :". 取世トシ 得 ペ キ構 造 / 夜夜 7 設 クペシ! l I .

シ其 ノ権 益 迎訴ナリ トU? メラ ルノL モ / .-.ア リ

テノ、 L 字形i存 ト告書 スコト ヲ得

_.  建 築 物 / 敷 地 ガ遺路面ト ノ高低: / 差米シ キ

場合其ノ 他 雨水 i，'l f . ' J 設置シ難 キトキ ノ、許可 ヲ

受ケ 之 7 設 ケ ザノι コト ア得

第十 回 線 建築物ノ敷地ノ、橋壁、s 石其ノ 他 ノ防1

定物ヲ 以テ其 ノ境界ヲ明 ｾ ］Ｍ阪 Ｒ 日 Ａスヘ シ

ニ 前項 / 境界表 示 ノ 物 件 ノ 位置 ア移 動 シ 数 地

面積ヲ望号吏セ y トス ノι 場 合ノ、其ノ旨知事 = 肘

u: l ヅペシ

第 卜 五 保 住 居/ 用ニ供ス ノL 建 築 物 =- -(J: リテノ、ー

構 ノ建築而主主合計 20平方 メー トノL 以 上 ト シ 構 毎

z 炊 事 場 及 促所 ヲ設 クペシ但 ν 衛 生 上 特 = 支障

ナシ ト認ムル トキノ、此 / 限リ= - 1r: ラズ

第十六( 阪 井 戸 ト汲取侭! . } j 庁及 汚物 i問 トノE巨瑚tノ、以

取 使ETr 叉 ノ、 汚物i官 ニ通常 ト説、 メ ラノι ノL 特 殊 / 構

造設備ヲ施セ ノL モノ ニ限リ 3，5 メー トル迄短縮

スノレコト ヲ得

二 井 戸 / 構 造 カ 術 抜 井 戸 其 / 他 衛 生 上 特 ニ支

防ナ シト 記、 メラノι ノι 鱗造ナル トキノ、前項 / 距

離 ヲ 吏 エ短縮スルコ トヲ得

第 十 七 篠 井戸 ノ位置ノ、建築物ノ基礎其ノ他 = 支

F市7 及ボ サザ J L 場 所 = 之 ;; %: ノ井戸側ノ、「コ y

クリ ート」 共 / 他 ノ不惨透質ノ 材 料 7 以 テ傍成

シ井 筒ノ、舟] 悶ノ地盤面ョリ高 60セン チ メート ル

以 上 トナシ通話・ナノL 覆 表 ヲ 設 ケ共用井戸 = 在リ



テノ、卿筒ノ設備 ヲ翁 スペ シ 但 シ 掘抜 井 戸 其ノ 他

特殊ノモノノ、此ノ限リュ「仁ラズ

二 必 要 ト恕 ムノレトキノ、飲用; J j二戸 ノ{i'[泣& 深 ヲ

指定シ又ノ、特殊ノ株主主設備 ヲ命 ズ ノl コト アル

ペシ

別

シ

限

コ
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パ
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ザ

三 昇 リ 口 及 降 リロエ ハ述iti・ナノι 足 imヲ設ク ル

コ ト

f' LJ 木 ｩｴＺ ｾ 処築物〈 木造 床ノ場合 Ｗ 合ムＩ ｾシ テ

:  ｾ符 以 上 ニ 厄 Ｗ 窓而符 ＲＰ 平方メート ノ Ｑ j:J.ト ヲ有

スノI ，-r， ノユ 「仁 リテノ、各附 ニP別 立占的 l河J1，1:-. プ

設ク ノl コ ト1E!， シJ主ノ ー筒j升ノ、非常階段 叉ノ、述i

嘗 ナ )1 )盤放設備I プ以 テ 之 ユ代 7 )1 コ トヲ得

二 非 常 隣1'1 ノ、蹴 I二23セ y チメ ート ノl 以 下 日市商

15 七 y チメート ノ1 J'}， 1 トシ共ノ 脈 員 ヲ60 .[:: /' 

チメ ー トパ以上ト 1:t スコト '7 Ｑｾ［＠

封 ｾｩ 1' 11. 11葉 集 合;場、公 令 位 、説教} i ) i 、数千守袋 、寄

出 合、合 街 所 、百 貨 応、 WH品 陳 列 場、f品物場、

滋 技 場、7白属、貯J 貸 、待 合、 貸座 致、料辺! 応、

飲食底、1土之ェ類 スノι 建 築 物 ノ 附段 ユ シ テ 公 衆

/用=- - ( : 共 スルモ ノノ、別段 ノ定ア /l 場 合 ゾ除クノ

外左ノ各君主 二(fuι ペシ HJ ，シ上 併各 附 ユイナ居室而

杭 ( 公衆 ノJ I ) =- 供 スノL Ｕ 必主主ノ、居ｦＺ ト［ＨＱＧ 似 て 以 ｉｾ

之 ュ 問 ジ ) 30平 方 メ ート ノl 以 下 ノ場合ノ、: 心一日正

以上ノ場合ノ、四箇所以上 7 設クノレコ ト但 シ 階

段 二日: ヶ所 以 上 ヲ 設 ク ル モ ノ ュ lE リテノ、主主ノ ー

筒 ｪ 珂ニ限 リ焼ｊｬｉ ｊ 第 三 十五係筋 一 項ノ階 段ト ｬ｣ｾ

スコ ト71日

六 木 治 以外ノ建築物= 於ケル階段数ノ、共ノ ーと

階 各 階 居 室 面 積 ノ 内 最 大 ナ ル モ ノ ガ80平方 メ

ートル以上ノ場合ノ、ニ箇所 以 上、 160 平方メ

ート ル以 上ノ場合ノ、 三箇 所以 上、320 平方メ

ートル以上ノ場合ノ、四箇所 以 上 ヲ設 ? JL コ ト

l :  :: ゴー階以 J '. ニ 居 隼 商 税 15卒 方 メ ー ト ル 以 ヒ ヲ

有 ス' "Ul : 築物 = ホ リテノ、各階ニ階段 コ箇 所 以

1' . 7 設ク パ勺 ト但 シ第五披叉ノ、第六鋭ノ規定

二依 リm段 ガ ー筒 j升= テ足ル場合ノ、英ノ ーケ

所ノ、非常併段トｾスコトヲ符

三 各浮: ノ問E位rm箪 z シ テ 階 段 ノ 阪 特 =- f;i'i キ場

合又ノ、特別/ 避品ft 設{ 市i アノレ場合ノ、保安 1:.支障

ナキ限リ ＱＱ 可Ｚｧ ｈｲｾｪ ｩ 鋭 及第六盟主Ｏ規定］ 拘 ラズ

，_tt  / 数ヲ 減ス ノι コト 71司

第二十依物干 、 物見ｾ等ノ ｬ 設 ＢＮエイ Ｑ τ 物ユ ンテ Ｑ｝ Ｑ

やE防火地|也内 =- (1:)" モ ノノ、不燃材料 ( 漆 喰 ノ縦

ヲ l険 タ以 下 問 ジ 〉 を J' l . テ構成 シ乙穏! 坊火地脳内

=- (r: J L モ ノ又ノ、 1; 右火地 l以外 =- '(1仁ルI苗税 20平方メ

ート ル、 J;!.:j'di 3.5 メート ノレヲ超過ス ノL ｾ ｔ［ノ ハ不

燃材料ヲ以テ構成シス ノ 、被桜ス ペ パ旦 シ ｾｽｪ 火Ｂ

危険ノ成ナシト総ムノレモノノ、此ノ限 ユ (1・ラズ

第二 十一 俊 構造強度計算］於ケノレ水平風 ｭｾ Ｑ ｊ ノ、

垂 直 卒 国 I zp. 方メ ー トノレ= イナ湖立煙突 =- (r: リテ

ノ、 200 キログラ ム以上其ノ 他 ノ建築物 ュ( r: リ テ

ノ、 1∞ キ ログ ラ ム 以上 トス但シ主主築物 ノ稀 刻、

形 H長叉ノ、土地 ノ)1た況 = 依 り 其 ノ増加テ命 ジ去年ノ、

兵 ノ 低 下 ヲ訟ムノι コ トアルペ シ

第 四章 手 車E

j '; 烹会j J 六骨，E ノ鋭定 ユ(f; ラザ ノi コト; ; ￭ｾ ｊＮ＠ ｾ第 二 十 二 依 ru築総ノ指定スノ、第更 ゾ受 ケ y トス

階段ノ 副首ノ、 内法90セ ンチ メー トノL 以上ト ナ : ル者ノ、別記様式第一!!JA=- 依ノレ It l ＺｬｩＱＺ［ｬｾ ニ ｬｩＺ ｊｉ ｉ ￌｉｩ ｽＱ，Ｎ｟ ". 

シ町l易及+ 1 ，リロスノ、降 リ口 ノ) f : -;fi! ノ、其 / 腕 ム j也選桜ノ 1:I 7 添 附 シ知事 = 申 請 スベシ

長 ヲ 階段Ｏ 腕 以七ト ｬｾ スコト i  二 前項ノ 申請 書 ユ ハ 関 係 土 地 ノ所 有 者 、 {史 JIJ

三 蹴 u 主的面/ 寸法ノ、各段 均 ナ ヲシ ムノL コ i ＺＱ住者及関係建築物所有者Ｏ迷惑 プ ｾス必Ｚｩｊｬｬア

リト託、 ムルトキノ、関係ru築 物 占 有 脅 ノlTd 持JF

ｾリ 段 Ｗ 設ケザル リ ト :  ;1 添 附 七 シ ムルコトアル ベ シ

I珂 i @' i &ナノレ手招プ設クノL コト !  三 第 一項 ノ凶面 ユノ、周 国 ノ道路立立 = 其ノ 師 員

Ji .  木 造 建築物= 於ケノL 階段数ノ、共ノと階各階 j 関 係 土 地 ノ 地 盤 捻 ニ 其 ノ 境 界線 、えl l : 築物 、 工

居 室面 積 ノ内最 大 ナ ルモノ カ・50平方メ ー トル i 作物其ノ 他 関 係 地 物 ノ 位 置、方 位、縮 て 脅す・ 7

以上ノ場合ノ、 二 箇所 以 上、 10 0 平 方 メート ル i 詑 入 シ 建 築 線 ノ 位 置2え建築線開ノ距離ヲ明示

以上ノ場介ノ、 宍信1 m以 上、200 卒方メ ート ル i スベシ

〈京. 府周) 13 



第 二 十 三 依 規 則 第 百 四 十三 依 第 一項 第 五 銭 = 依

リ指定スノレ建築物左 ノ如 シ

一 躍災地ニシテ知事ノ指定シタルi ，& 域内 = 於

テ椛 災 後三 月 以 内 = 建築スルモノ

二 他ノ法令= 依リ 建 築物 ノ 位 置 、 構造 、設 備

叉 ハ 敷 地 = 閥 シ 許可又ノ、認可ア 嬰 ス ベ キ建 築

物

三 建 築 面 積 660 卒方メ ー トル以上/ 建築物

第 二 十 四 後 規 則l 第百 四 十 三 後 ノ 認可 7 受ケ y ト

スl'- 者ノ、月日記様式第二銭= 依ル 申請 書、摘 要 書

及 設 計 書 = 図面 7 添 附 シ知事 = 申諮 ス ベシ

ニ 他 ノ法令= - it< リ許 可認 可 ヲ 要 スル建築物ニ

在 リテノ、前項ノ 書 類 ノ 外 = 其ノ 法令 = 依 ル 特

別 ノ 構 造 設 備 ノ 仕 様 書 及 図 面 ヲ添附ス ベ シ

τ宅 建築物ノ敷地= 接スノι 道 路、活路又ノ、官公

有地ノ境界線若ノ、英ノ 幅 員分明 ナテザ ル場 合

= 在 リテノ、其 ノ管 理 者 又ノ、所有者 ノ明示書類

若ノ、 詮 明書ア 添 附 スベシ但 シ法 第 二 十 六 銭 第

三項 ノ 道 路 及 土地直劉整理若ノ、;おF地 整 理 ノ 計

jJ[1J道 路 = 付 テノ、 其 ノ工 事執行 者 f，l l ' - ペ キ 行 政

館、叉ノ、組 合 長 ノ明示番主張若ノ、透明書 ア以テ 之

= 代 7

四 第一 環 ノ認可 申請ヲ録シ父ノ、規則第百四十

四 後 ノ 届 出ヲ銭シタノL 場 合 =於 テ 法、令 、規

則l耐久構造規則l又ノ、本令 = 依 リ許 可 、認 可 若

ノ、承認、 7 要 ^ Iレ事項アル トキノ、英ノ事項 ニ千j

別 = 手 鎖 ヲ 要セズ

第 二 十 五 後 前 僚 第 一 項 ノ 設 計 書 = ノ 、 左 ノ 事 項 7

記 載 スベ シ

一 間面 = 示 シ 難 キ構 造 設 備、材 料 ノ 種 別立i[ =-

寸 法、其ノ 他 仕 様 ノ 概 要

二 銭 ' 白 造、銭 筋 「コ ンク リート J 建又ノ、英/

他特 殊 ノ 構 造 =-j 系ルモ ノノ、 主 要 部 分 ノ 構 造、

強度 計 算

ニ〈 昇 降 機 其 ノ 他 援 房 、換 気、避 雷、消 火、給

水 、 排 水 、 汚 物島理等ノ附属設備アル モノ ノ、

英 ノ構造仕様ノ 概 要

第 二 十 六 後 第二十四依第一環ノ 劉 商 ノ、左 ノ 各 滋

ユ依 ロ申請 = 係 J レ部分ト主主ノ他ノ 部 分ト ア着 色

其 ノ 他 ノ 方 法 ニ依 !1 j g別 ス ベ シ

附 近 見 取 闘 ( 道 路 ノ 連絡 、道 路 ト験 地 ノ 闘

係 、道路ノ 幅 員、 目標ト ナルペキ附近 ノ地物

勉 = 方 位ア記入シタノレ モノ〉

一、 配置闘〈絡尺ハゴけ' 分ノ 一 、百分ノ 一 、ごて

14 ( 京郵篇圃〉

百分ノ 一 、三百 分 ノ 一、五 百 分 ノー又ノ、六百

分 ノ ー トシ方 位、E設地 境 界 線、建 築 線、建 物

培 壁、井 戸、燦 突 、周悶 ノ 道 路、排水路等ヲ

明 示 シ 道 路幅 員 及 遺路 ト 建 築 物娃 = 建築物相

互 間ノ 距 離 ヲ 記入 シ f，l lι モノ〉

三 各階卒面図( 縮尺ノ、 五 十分ノ一、 百分ノ ー

叉ノ、二百分ノ ー トシ一部分ノ用途、す 法、各

居黛ノ床面 積、及採 光商談立立 = 方 位 ヲ 記 入 シ

タルモノ 〉

四 立 西 岡 ( 縮 尺ノ、五十分ノ一、百分ノ ー叉ノ、

二 百 分 ノ ー トス ル コト 〉

j T:  主 要部 断商悶〈縮尺ノ、十分 ノ 一、二十分ノ

一 、J l . 十分ノー又ノ、百分ノ ー トシ各部分ノ高

主主ノ 他ノ 寸 法、主 要 材 料 ノ 種 別 寸 法、基 礎 及

隣接建築 ト ノ関係 Ｗ 記 入 シ ｦ，ｬＯｾ モノ 〉

六 各 階 床 組 卒 商 困 ( 縮尺ノ、 五 十 分 ノ一、百 分

ノー叉 ハ二 百分 ノートシ材料 ノ 種 別寸 法 7 記

入シタルモ ノ〉

1  小 尾 組 平 面 闘 ( 縮尺 J 、五 十分 ノ 一、百 分 ノ

ー叉ノ、 二 百分 ノ ー ト シ 材料ノ 種 別 寸 法 ヲ 記入

シタルモノ〉

ヘ 石 垣、擁 壁 ノ類ノ断面図( 縮尺ノ、二十分ノ

一又 ノ、 五十分ノ ー トス ル コト 〉

ニ 規 模 小 な る 建 築 物 叉 ノ、特 = 其 ノ必要ナシト

辺、 ムノレモノ = 在 リテノ、第 一 階 卒 商問 7 以 テ 配

泣 凶 = 充用シ父ノ、前項第四 銃 乃 至第七君主ノ闘

JlJ i 7 省略セ シムノι コ トア ノL へ シ

第 二十七後 規 則l第 百 内 十 四 依 ノ 場合 =- 1. 0 テ ノ、

別記様式第二君主= - 依 J レ届番、摘要 書 、設計: a
t

］前依第一 環 ｾ［ ー 披乃 歪 第三波及 第 八披ノ岡

商 ヲ添附 シ知事ニ届 出ツヘ シ

第二十 ヘ 後 左 =掲クノレモノ、新築、.lf}築 、改 築

叉ノ、移 縛 ユ付 テ ノ、届出ヲ要七 ス

一 、 足代 、 桟橋及下小燈ノｾＮｊￍニゾテ仮設 的 ノモ

ノ

て 飾門/ 剣ニシ テ俄 設的ノ モノ

三 防 火対l! l語、美 淑 地 区 叉ノ、風致地区外 ー 在 1"

モノ= シテ面談 5 卒方メー トλ 以下ノ屋上工

作物

四 高 3 メート ノレ 以下ノ t; !Hl 叉ノ、門 戸ノ 類

第 二十九俊 規 貝lj 第百四十三保 ノ 申 請又ノ、規則書

百四十阿保ノ届出ヲ袈セ サノL 揚 合 = シ テ 法、令

焼! l I J、 耐 火 構法規J l IJ 又ノ、 本 令 ュ依 リ許 可、 認 可



幸苦ハ承認 7 要スル務項 アルトキノ、第二十四銭叉

ノ、第二十七依= 準シ申百1・叉ノ、届出ヲ望号スへシ

第三十 依 規則第百四十三僚、第百四十四俊叉ノ、

前俊二イ衣リ許可fa，可 7 受ケ若ノ、届出 7 軍事シタノレ

者工事竣工前 = 第二十四依及第二十七依ノ摘要

書 ( 敷地ノ所有者及使用権者、建築物ノ 所 有者

建築設計者、建築工事訪負人 、建築工事施行者

若山建築工事監督主仕者又 ハ其ノ住所氏名ア除

ク〉、設計普及図面 7 後更セ y トスル トキノ、 倒係

事項 7 具シ知事= 申請 シ又ノ、届出ツ へ シ

第三十一俊 規則l 第百四十三僚、第百四十四保叉

ノ、本令第二十九依 = 依リ許可ヲ受ケ若ノ、届出 7

君主シタル者工事竣工前= 建築主、建築工事官理

者 、建築代願人、敷地ノ所有者及使用権者、建

築物ノ所有者、建築設計者、建築工事務負入、

建築工事施工者若ノ、建築工事監ff 主任者及其ノ

住所氏名 7 鑓更シタル トキノ、之 7 知事= 届出ツ

ヘ シ

二 前項ノ建築主 ノ名義努夏川双方 ノ連 怒 7 要

ス

第三十二俊規則第百四十六後ノ竣工届ノ、別 記 様

式第三絞 =依ノレ ヘ シ

第三十三保 第七依第二攻、第三十 依乃至前俊及

第三十七依ノ申請書又ノ、局舎ニハ許可詮認可詮

又 ρ 承認、君主 ノ年月日及詑税者二毅ヲ附記スヘシ

第三十四保 守午可、 i!{l. 可又ノ、承認、アリタル日ヨ リ

六 月以内= 起工 セサル トキ若ノ、竣工期日 7 経過

スノレコト 一年ユ シテ俄竣工 セサル トキノ、英 ノ許

可、認可又ハ承認ノ、効117失フ 但シ其ノ期限内

ユ延期ノ手続 ヲ録 シタル場合ノ、此ノ限ニ1 ' Eラス

第三十五ー依 法適用 区域 ノ設定若ノ、草壁夏ノ、地域、

地区又ハ区域 ノ指定若ノ、愛更ノ際建築工事中ノ

建築物又ノ、建築工事 = 若手七サノレモ設計アル建

築物ノ、其ノ設定、若ノ、重量更 ノ日ヨ リ三十 日以後

ユ居間テ承認ヲ受ク へ シ

二 前項ノ届出= ノ、第二十四依又ノ、第二十七依

ノ規定 7! ! 私用ス 工事中ノモノ= 在リテ ハ其ノ

工程ヲ附記スへ シ

ス 第一環ノ承認アリタノレ日 ヨロ 三十 日 以 外 =

起工セサル時叉ノ、竣工期日ヲ経過スノレコ ト三

月 = シテ仮竣工セサノレ トキノ、其ノ承認、ノ、効力

7 失 7

第 五 章 工事取締

第 三 十 六 俊 工 事 現 場 = ノ、建築許可詮、建築認、可

E笠叉ノ、建築承認、設及申請叉，、届白書類ノ副本ヲ

{fd置キ' i d'該官吏叉ノ、 吏 員ノ要求アリタルトキノ、

之 7 提示ス ヘ シ

ニ 工事現象= ノ、主主路ョ ロ賂易 キ場所= 許可、

認可又 ノ、承認ノ年 月日、 記盟主番波 及 建 築 主 /

住所氏名ヲ 明記シダノレ木中L ノ類( 幅25センチ

メー トル以上、長40七 y チ メート ル以上〉 ヲ

掲出ス ヘ シ

第三十 七 依 建 築 工 事 左 ノ 各 銃 ノ ー = 該 賞 ス ルエ

程= 主主シタルトキノ、遅滞ナク届出 ヘ シ

一 上棟叉ハ之= 相嘗ス ル工程

ニ 其 ノ 他特= 指示シタル工程

前項ノ届出 ρ 口頭ヲ以テ僑ス コト ヲ得

第三十七僚ノニ 建築物竣工 シタノレ トキノ、建築物

検査設 7 貼附スへシ但シ大修給、大型軽夏、 用途

滋更又 ノ、 一部ノ格築、改築ノ揚合ノ、此 ノ限エ ギE

ラス

ニ 前項 ノ場合= 於テ建築物所有者又ノ、占有者

ノ、之 7 拒ムコトヲ得 ス

第三十八依 左ノ各銃ノー= 該蛍ス ノレ トキ ハ許可

認 可、承 認、若 ハ指定 ア取消シ叉ハ工事ノ中止其

ノ他 必要ナル措置ヲ命スノレコ トアル A シ

申 請書叉 ρ 屑舎］ 不 貨ノ記載 ＷｾＡＯｾ ノ レ ト

キ

ご 申請書叉ノ、脂容 7 事項= 中目惑シタル工事 ヲ

鑓シタトキ

三 建築 主三 月以上所在不明トナ 9 ( J  )レトキ

第三十九俊 建築代願人 、建築設計者、建築工事

請 負人建築工事施行者、建築工事管理者叉ノ、工

事盟主管主任者= シテ不通蛍ト 13 ムル トキノ、其俊

吏 ヲ命ス ル コ トア ) L へ シ

附 ll lJ

本令ノ、公布ノ日ヨリ之ヲ施行ス( 昭和七年三 月三

日〉

大正十三年京都府令第四披市街地建築物法施行細

則ノ、此 Ｗｾ ＮｬｬＺス

ぐ改正ノ、昭和十年二月 一 日ヨり施行〉

京都府令第三十盟主

昭和七年京都府令第十五鋭市街地建築物法施行細

貝1] 中左ノ逝改正シ公布ノ日ヨリ之ヲ施行ス

昭和十年七 月五 日

京 都 府 知 事 鈴 木信太郎

第 二: 十八依 = 友ノ ー工匠ヲカ0 7

〈東，膚. ) 15 



左= 掲グル モノ ノ工事ヲ 施サザノι 場 合ノ用途重量

吏ュ付テノ、認可 7 得ル コ トヲ要 七ズ

原 動 機 馬 力数 合 計三 以 下 ノ 工 場 但 シ令第一

保 第二鋭 、第三保第二後三掲グノl モ ノ ヲ除ク

二 飲食底 、料理底及カ 7 エーエ シテ階上父ノ、

地 階 = 客室ナキセノ

大 阪 府 際

( 大正九年十 二 月一 日)

大 阪 府 令第九十四統/

( 大疋十二年八 月六日 ー 郊改正)

大 阪府令第 ー Ｎ ｨ ｾ 十六 銃

( 大 正 十 五 年 十 月 一 口ー 制 I f )

大 阪 府令 弟 百 五十品切足

( 昭和 三 年 三 月二十九日 一刻 仰)

大阪 府令 第 二 十 仁 披

改 定 i  
( 昭和十 年三 月一日l ¥' { i E)  

大 阪 府 令 第 十 Ji .抗 /  

第 一 章 徳 則

第 一 線 4正令 ニ 於 テ 法 ト稽ス ノレ 、市 街 地建 築 物 法

ヲ、令 ト稽ス ノL ノ、市街地 建 築物 法 施 行 令 人 規

則ト濡ス ノL ノ、市街地建築 物 法施行鋭 J!l J 人 特 殊

建 築物 耐 火 構 造 規 則 ト 務 スノl ノ、市街地建築物法

第 十 内 線 ノ 規 定 = 依 /1 特 妹 建 築 物 耐 火 構 造税 Jt IJ

ヲ 5月7

第 二t禁 法 、 令 、 士見 ＩＡｉ ｊ 、 特殊建築物耐火構品ｾ Ｉ， ｊ ｈＡｉｊ

えノ、本令= 依リ首鼠= 提出 スベキ rjl 樹容父ノ、回

i! t - . . . 、所轄富をま集落 ヲ経 由スベ シ但 シ 竣 功 以外 ノ工

科= 闘ス ル 届出ノ、此/ 限 =- (1: ラズ

11; 三保 建 築 主 又 ノ 、 建築 線 ノ 指 定 7 受ケ y トス ノL

:1. .地所有者ガ未成年者えノ、然治産者ナ ノl トキ ノ、

法 定代 理人ノ 、 ｅ 事禁治 ＿ を者ナ Ｉｌ ト 午ノ 、 ｦＱｾＱ ｦ，Ｚ Ｎ 人 ノ

速 器ーヲ 嬰 ス

第 四 俊 建築主' 1i i i 針= 借住 ヒザ ノ， :湯イトノ、 迎首 ナ ) L

建 築 工 事 管 理者 7 定メ シムノl コトア ノL ペ シ

第 二 章 地 域

- 活 動 潟 良 ノ 録 彩 場、遊 技 揚

!珂 射怒揚

第 三 章 建 築 線 及 壁 面 ノ 位 置

第 六 修 行 政 総 ノ 骨 組 = 毘 スノL 活路叉ノ、道路 ニ シ

テ幅 員 4 メー トル未満ノ モ I = - 在リテノ、其ノ中

心線 ヨリ各 2 メー トル距 リ?l ) L 線 ヲ以テ建築線

トス但 シ慨員 2.73 メート ル以 上ノ モノ= シテ己

ム :q!J' ズ ト認ム ルモ ノ叉ノ、土地帯i J F 目上必要 ナシ

ト認ム ルモノ ハ此ノ限 =平足 ラズ

第 七 級 王E築物ノ !進国ノ、建築総ヨリ 45七ン チメ ー

トル以上後退 七 シムベ シf旦シ路 面 Iニ2.5 〆ート

ル以上 =存，)， t!!と版、 ll:l窓、門 柱、袖 壁、袖 柱、

/ 安民ノ、此ノ限= (E ラフf

第八{ 康 法 第 ヒ 依 但 舎 ノ 規 定 二 依 リ 建築 線 ヲ指 定

シ?l Ｉ ι ト キ Ｒ 士 ｴｬ Ｎ［￭ Ｚｲ ｾ Ｍ ｉ Ｎ ｦｬ 応ノ 規定 ニ ￭ Ｚｬ＼ リ 壁面ノ Ｑｾ ｛Ｇ， ｩＧ￬Ｚ

ヲ指 定 シダノi トキノ、 I狗ニ依ノ ; 場合 ヲ除 キ之 γ 告

示 ス 其ノ俊英 、 Ａ 袋 ｉｾ Ｎ '7 s  o/ タノL トキ亦 悶ジ

第 四 章 高 及 室 池

第 九 I1長 u ¥: 築物ノ政地ガ公闘 、j市場、 i"}、海ノ 正J¥

= 桜 スル場 合 ニ於 テ 支FJl ナシ ト25 ム 11 トキノ、令

れ仁イ応ノ制定ノ迎 11I =  IMJ シ8 メート I L ' j 16 〆ー

トノi トス

;_;汁ー低 迷築物ノ敷地 ノ前国道路ノ到側 ニ公 凶 、

ｬ 舟場 、 河 、 ｩｬ ｬ正 ノ 狐ア ル トキ ノ、令 第仁侠火ノ、 ｛司 ｾ ｲ シ

Ｂ伐ノ組 定 ノ泡 ｊｉ ｊ ニ 闘 シ 前面道 路ノ到 側 ｾｾ界線

ヨリ之空宇ノ幅員 ノ了ー分ノ ー 以 内エ シテ且 道路恥i

員 ノ 二 分 ノー 以内 ヲ前 国 道 路 ノ師員 = 加 算 シタ

ルモ ノ ヲ以 テ 前孤立JJ 長/ 師 員 ト活倣 ス

左 ノ各競ノー ニ誠岱 スノL 場 合 ニ於テノ、前 i lIノ i症l

ｉｉｊ ］ 附 シ道 路 ｾ ｾＨＱ Ｏ分ノ ・ Ｗ 道 路 ｦｴｾ ｩ li ト

一 政 地 /千百] 而; 立路 ノ.':fJ s!l J エ公 闘又ノ、Uq場 / J ( t  

アルモノエシテ火泌上特= 支障ナシト誌、ム ノi

トキ

ｾＢｵ､ 長令第Ｍｾ長第十披 ］ 依リ指定ス ノ ｌ ｡ 築物左［ 三 敷 地 ガ 別 ユ 他 ノ 道 路 二 接 スノι トキ

ノ ｾ ｮ シ但シ住居ノ 安寧 Ｗ 寄 スル 成 ナシ ト認 ム ノレ ［第 Ｑ Ｍ ー 依 辻 築 物 ノ獄地ノ地盤面ガ前面道路 / '1' 

モＯ 又ノ、公盆 ｴ 己 ム ヲｾｾｊＺズト ＲＸ ム ル モ ノノ、此ノＡ 火ヨワ ー メー トル以1 : 7::j キ場合 = 在リテノ、令第

限 = 在 ラ ズ ;  七依 第 二頭ノ前面道路ノ中央ノ、英ノ高低ノぎ: ヨ

ー 左ユ掲グノL 事 業 ヲ 管 ム工場ユ シテ常時使用 j リ メートルヲ控除シタ ル残ノ 二 分ノ ー高 キ位

スル原動機馬力数ノ合計ーヲ超過 スルモ ノ j  l泣 =- :{J: ルモ ノト: ( i ' 倣ス

イ 機 織、撚 糸、組経叉ノ、英大小ノ綱1/: : 第十二依 左ノ各自主 = 掲グノレ モ ノハ 令 第 十 四 依 包

ロ 製材叉ノ、授物 ;  書ノ角地叉ノ、地直トス但シ住居封l! 綾 内 = 在ル モ

ニ ! お貸 、;料理屋、 父ノ、飲食陪( 飲食脂ニ; f F . リ! ノ 7 除ク

テノ、車= 飲 食 物 ヲ供給スノ， '[，ノソ除 ク) i - 師 Q 6 メートル以 上: J t ノ平1122 メート ル以上

16 ( 大阪府現〉



内角 150 ltt 以 下ノ二ノ泣路ニ 1次 P 成 レ ル角 政

地ユシテ其ノ道路ユ接スノt 長 ガ 磁 地周j i ，11/ 三

分ノ ー 以 上 ノ モ ノ 但 シ 町ffl 1∞: ) Z! 三方 メートル

以 内 / 部分= 限ノι

一 軒 民 6 メート ノL 以 上 其 / 利22 メー トノL 以 上

ｮ ｾ 隔 ＲＰ メ ート ル 以下 ノ治路ノ 問 ユ ＨｦＺｊ ｃ 敷地 ｺ

v テ其ノ道路= 接スノL 長 ノ 利 ガ政地周j i ，11/ pq 

分 ノ 一 以 上 ノ モ /

立 公 関 、民場 、 河 、海 I ｾ ね ＱＱ "" 接 ス ル 敷 地 エ シ

テ 前 各 銑 = 準 ズ トZS ム ル モ /

第 五章 構 造 設備

第 十 三線 建 築 物 ノ 政 地 内 = 於 ケ )t [:Jjll耗及汚水 、

i1'I 7 j( ノ排 術又ノ、蕗 理 = 倒 ス凡設 留日ノ、左ノ 各統工

依 ル ベ シ

一 建 物内 Ｏ地盤ハ而 ｾ Ｗ ｪＨ 材料 ヲ 以 テ 之 Ｗ 築造 ス

ルコトj ( J . シ別途上己 ム 7 Ｑｾ トザノ ι 日 百 三付テハ 此

ｮｬｾ リユ 在ラズ

アて 汚 水 ノ、下7j( i降、 F7j ( 符久ノ、 im例等' 7 j函ジi位

渠 = 排 術 ス ル コ ト

敷 地 ト 道 路 卜 / 境 界 線 ユノ、折 内法 18センチ

メー トル 以 上 / 雨 水 il¥'t 'J 設クルコト 1Et シ之 =

代 ル ベ キ 公 共溝渠ノ 施 設 ア ル トキノ、 此 / 限リ

ｾ＠ 1f : ラズ

!江I jjij 続 雨 水 溝 ノ 道 路 側 = 於ケノι 線 石 / 対 / 内

I厄ノ、建築線ト 一 致セ シ ムル コ ト

Ｎ ｉｴｾ＠ 第六保/ 沼路" " Ｑｅ リ テ ノ、古 ￭ｪ ニ披ｾ 1ft ジ雨水

i持ヲ設クルコト

ｾけ Ｍｰｱ 篠 井戸1{ ; ' I j : 進攻骨ii ノ、左/ 規定ニ 1次ルベシ

1旦シ特殊ノ橋治 = 依り支障ナシト記、ムノι モノノ、

此 ノ 限 リ ェ 在 ラ ズ

一 汚 水 、雨水等/ 佼入七ザノレ様其ノ周問 7 石

練χ 、「コ ' ./! J リート J 、ゴて竹( 素焼ヲ除ク〉

又ノ、厚板ノ Wl P 以 テ緋括主シ其ノ lま エノ、深60七

y チメ ー ト凡 以I : . Jll liP ' J!f¥t !J コ ト

二 上 部 = ノ、地量生面上高60七 y チメ ー ト ル 以 ヒ

/ 井筒又ノ、弁者[ 7 設 備i スルコト

周 悶50セ y チ メ ー トル 以 内 ノ 地 住 面 及 流 y

場 ノ、 耐7j ( 材料 7 以 テ 併 経 シ 流 シ 揚 ユハ適1 ¥ナ

ノι 排 水 設 備 ヲ 篤 ス コ ト

第 十 五 僚 主トシテ住居Ｏ周 ｾ ｩｪ￧ スノ ι 建築物 エ ノ、

左 ノ 設iiii 7 1;t スベ シ

一 政 地 内 = 使 ffr 7 殻クノレコ ト

二 府ｾ ｾ ノ、｛ＺＮｾ Ｚ官 ］欄 ｬ 悶 其ノ他 Ｏ 換 気 孔 Ｗ［ｽ 党ク

ルコ ト

三 木 造 ノ 床 メ ノ、天井 エノ、 Z皇賞ナ ル掃除 口 7 設

ケ叉 ノ、 之 = 代 ル ベキ 設官1i 'J 鴛 ス コ ト

第 十 六 保 官?雌 = 於 テ告示シ F ノL 建 築 物 / 階段ノ

株認: ノ、 月日段 ノ定ア ルモ / /1; ト左ノ 各 鋭 =依ノルベ

シ但シ規模小 = シテ支 障 ナ シ ト認 ムル モ ノノ、此

/ 限= 在ラ ズ

一 階 段 及 踊 場 ノ 軒 ノ、 内 法90七 y チ メ ー ト ル 以

上 ト1;tス コ ト

ニ 蹴 卜..21セ y チメ ー トノι 以 下 l't1ilii 2 1セン チ メ

ー トル以ヒト シ各 段 均 一 ナ ラ シ ムルコ ト

ニモ 過食ナノL
伏 側

7 設 クノ
ι コ ト

pq  柱ヲ市Ib トスA 廻 リ階 段 ト1;t サ ヂ ル コ ト但 シ

下部= 設クノL 廻 リ段 = シテ廻特 角度90度 ヲi凶

エザ ル トキノ、 此 ノ限 "" 1F. テズ

ｾ￬＠ I・仁侠 建 築 物 / 隣段 / 1厳ノ、別段ノ 定 アル モ /

/ +トt r : 1ミエ依リ 適 首 = 之 7 配 置 スベシ

腕 ノ 糊 lT?字( 平方メ ー | 階 段 薮

一 一 一I 250以下 I 1 以 卜

l  墜 位、床 、柱 、|一一 |  

1  5∞ 以 下 I  2 以 上

賊 根 及 階 段耐

I  1∞ 0以下 I  3 以 上
1 火構造 ノ建 築 I ， ｾｾｾＢ～＠ I  I  

物 I  2COO以 下 I  4 以 上

Jt ノ他 / . 住築

物

lm- 7叫 ι モ/ ノ

20J O平方米又ノ、兵/ 端主主 7 j 曾

ス毎 "" 1  Ｗｾ ス

l山 下 I I 以 上

加 以 下 I 2 以上

400以下 I  3 以 上 1  

4∞z r s . 方米ヲ超過スル モノノ、今

0 ) 卒 方 米 叉ノ、共 ノ端童生 'J .lf!t ス

毎" " I  'J j 曾ス

居 集 7 有セザノι モ / Xノ、 2七: ノ配置簡単= シテ附

段 / 間特 = 大 ナ ノL モ ノ= 在リテノ、前項 / 階 段段

'7 ;底 i成許可ス ルコ トアルベシ

第 十八 僚 長 l苦= シテ主要ナノι 壁 使、床 、柱 、占星

根 2U符段耐火構 造 = 非 ザノι モノノ、t i . . / 構造 ト然

スベ γ

一 各 戸 ノ 境 界 71義ス壁鐙ノ、地 採 ョ リ 尾 根 面 下

""! : ' l ! セシ ムノι コト

ニ >H側 = 於 ケノι 外壁 7 耐 火構 造 ト1;t スコ 卜但

〈大阪府腸) 17 



シ隣地 境 界 線 トノ問 =-45セ y チメート ノレ 以 上

/ 空地ヲ 保 有 スル トキノ、此 ノ限 = 在ラ ズ

三 桁 行25 メー トルヲ超ユルモ ノ = 在 リテノ、25

メー トル以内各 = 防 火壁 ヲ設クノレコ ト

周園ノ欣況= - f.衣 P 防 火 上 必 要 ナシ ト夜、 メF ノレト

キノ、前項ノ 規定ノ 全 部 又 ノ、 一部ヲ迎用セザノレコ

トアルベ シ

第 十 九 保 物 干 、物 見 慈空宇屋上工作物= シテ宙絞

10卒方メ ート ノレ 7 超ユノレモノノ、不燃材料 7 以テ

構成ス ベ シ

第 二 十 依 第 2 階 以上 = 居 黛 7 有ス ノι 建 築物 = シ

テ表窓 = 銭 裕 子 、土絡予告宇竪悶ナ ノι 遮 蔽 ヲ銭 ス

場 合 = 了工 リテノ、其ノ令郊叉ノ、一部ヲ随時取外シ

叉ノ、 開放 シ得 ノ ι 構造 ト ｾ スペ シ但シ避 難 上支障

ナシ ト認 ムノL モノノ、此 ノ限 = 在ラズ

第 二十 一係 強 度 計 算 = 於ケル 水平風眼力皮ノ、鉛

直平 面 l 平方メ ート ノι = 付 煙 突 、物 見f井、民 営

然 及 無 線 電 信 用 電 柱 ノ長i 1 =- 1r: v テノ、 200 キログ

ラム以 上 人 其 ノ他 ノ建築物= 在リテノ、 100 キ

ログ ラム 以上ト ｾ スペ シ也シ建築物Ｏ種類 、 形

欣叉ノ、土地ノ j伏況= 依 り其 ノ」合力n; ' 1命ジx. ノ、 其

ノ低・下 7 許可スルコ トアノι ペシ

第 六 章 工 事 執 行

第 二 十 二 俊 規 則 第 百 四 1- 三 保第 一 環 第 五 被 =- it< 

リ指定 スル建築 物 左 ノ如 シ

- :w，災地 = シテ 笛: lii. ノ指 定 シ ?l ｉｾ＠ ｍｾ 域内ノ廷

築 物 ユ シ テ 椛 災 後 三 ヶ 月 以内 = 建築ス ル モ

/  

二 都市計費ト シテ 決 定 シ F ノι 土地限引l整 理 区

校 内ノ 建 築 物 = シ テ1-"・E盟ノ指定 シタノι 期間内

= 建築スノルモノ

戸. 都 市 計 霊 法 第 十保 第 二 項 ノ}!，t致 地 院 内 = 建

築ス ルモ /

PLl 令第一 依乃至第 三依メノ 、Ｊ 令官古沢保 ］Ｍｴｾ グ

ル建 築物

五 左 = 掲グノι 用 途 =- ' f 比スル建築 物

イ 工 場

ロ 集合場叉ノ、公合堂

ノ、 寄 宿 舎、常設 展覧 合場 、百貨応えノ、動 工

場

自動車ノ草原

ホ 貸事務所

へ 集 合 住 宅

ト 診療所及歯科診療所

18 (大阪府麗〉

六 建 築面 積 600 卒 方 メート ノレ 7 超過ス ノレ建 築

物

七 床 面 絞 千 平方メ ート ノレヲ 超 過 ス ル 建 築 物

八 別 = 告示 シ !fl l レモ ノ ア 除 キ他 ノ法令= 依日

建築物ノ 1lti夜 、構造設備叉ノ、敷地= 倒 シ許可

又ノ、認可チｾスル 建築 物

第 二 十三 線 規 則 第 百 四 十 三 保 ノ 建 築 物 ユ シテ別

= 告示シ F ル モ ノ =付テノ、 認 可 7 要セ ズ 但 シ 第

三 十 一 俊 = 準ジ届 出 グペシ

第 二十四 依 規 則 第 百 四 十三 依 ノ認可申 請 又ノ、同

第百四十内依ノ届出 Ｗ 要 セ ザル建築物ｨＺノ ｾｮ y  

但シ規 則ｾＮＮ，百四十 三 俊第一環第 二 扱及本令第二

十二後第一自主乃 EE第 三披 = 該官? ス ノL モノ ヲ除ク

一 主主ftt 1  ｾま 方 メー トノ ｌ 以 下 ノフ ｬ 、 機 Ｏ獄 Ｗ 支 承

ス ノ ι 建築物ユ シ テ ｾ ＧＺｪ 5 メー トノL 以下 / 鍛骨員長

ノモノ

ご j'.';j 9 メー トル 以下ノ: 煙突 ノ 類

三 高 3 メー トル未1滞 / 木 造叉ノ、 先日 ]" 7 有 スノι

「メ (l Ｑ ラ スコＧＯ ＿ リー卜 ｊ 遁ノｔ，Ｇ ， ｾ盤 、 ｆ 草場

;;.vノ、門戸 / fl( エシ テ建築線又ノ、 ji ] i 路境界線ヨ

リ Ｑ メートル以ヒノ距離 ］Ｎｬ ｦＭＧ ｾ モ ノ

四 物 子 、 物見ｾ今度上工作物］ シテ面積 Ｑ Ｐ Ｒ Ａ，Ｍ

コ'Jj メー トル以下ノモノ

五 工事用似; 設小 慮 、板悶叉ノ、仮足代ノ矧

令第三保ノ ニ ］該 Ｇｉ［Ｚｾ ［ ス ル モ ノヲ除キ工場ノ常時

使用スノL 原 動 機 J5 力主主ノ袋更= 凶ノレ m主主餐 夏 ヲ

筑サ y トスノι 場 合 = 於 ケ ル規 Jll j第 百 四 十三保ノ

認 可 rl l ;h!J ノ、之 7 省略ス ル コト 7 符

第 二 十五 保 規 則 第 百 四 十 三 後 第 一 羽 / 建 築 認 可

ヲ受ケ ｹ トス ｬｉＮＭ 者ノ、 ｊ 向ｾｾＡｩＭ ＮＮ 設音 ｉＧ Ｚｚｾ 、 及自ｼ而 Ｗ

添附シ別 ｦ［ ￟ 様式ｾＧｴ一盟主］依 ノ ｌ 申 請書 正 副 Ｒ ;i]i ;'1 

提 出 ス ベシ 仰 必要ト認ムルトキノ、他ノ図書ヲ提

出 セシ ムノL コ トアノι ベ シ

道路ノｾ白川｝共ノ他Ｏ法令ニイ Ｑ Ｇ＼Ｙ ill 築 jj I] :=. J午可久

ノ、認可 Ｗ 受クベキ ［｣ ｊｾ ｂ￭アノレ モノ ノ、其 Ｑ ＱｩＢ ｜Ｚ /l Td:登x

ノ、認可遊/ 勾ヲ添附 スベ シ 但 シ 之 = 依 V!liffi キ揚

合 ノ、共 ｮ ｊｾ 由 Ｗ 兵シ之 Ｗ 省略ス ルコト ［ＧＱｾせ

第 三十 阿 保 第 一 項 ノ 規 定 二 依 リ 許 可、夜、可又ノ、

承 認 Ｗ 受ケタノ ｾｭｭ ア ｬ ｾ モノ ］在リテノ、其ノ事

項 、前該 {段項 娘 二 許可 、認可叉ノ、 承 認年 月日 及

記自主格統 7 附 ii s スベシ位シ 同 依 然 二mノ 規 定 =

依リ目下記 スルモノ］Ｍｾ生 リテノ 、計可 、 認可又ノ 、承

認、ヲ受ケント スノレ芯浪、岱・該 依m及 其 ノ 事 尚 7



記載スベシ

第 一 項 / 申 請 書 = ハ! l J l 地所有者 / 氏 名 、 住 所 持

= 磁 地 使 用 t 故 防 / 有 無 ヲ附記スベシ

第 二 十 六 係 前後第一項ノ摘喪主性ノ、見1J 記 様 式 第 二

貌 = 依 P 左 / 事 項 7 記 誠 ス ベ シ

一 周主主但シ左ノモノ= 付テノ、左 ノ 事 項 7 附 記

スベシ

イ 工場 ｾ (r: ｾテノ、兵ノ製品 Ｏ稀類 、 原料 、

作 業 方 法 /え常 時 使 JIJ スル原動機ノ締類 鈍 z

ｊＮ ｾＱ ｊ 合計鍛

ロ 令 第 三保 第 四 披 / 往 築 物 = ず仁 リテノ、 貯 蔵

久ノ、広理スル物品/ : f i l l 獄主主最及皮肉ノ欣態

ノ、 倉PIi: ｾ＠ -( f : リテノ、 Ali- 磁物品ノ: 釘i類

=  自動 車 ノ布 陣 =-1f: リテノ、其 / 筆 荷 絞

ホ 劇場 、 活動ｾ反館 、 ｬ￭ｩｩ 重量場 、 親物場 Ｗ ＡｴＮ｟之

= 類スノL 建 物 =-1f : リテノ、観客定員

へ 集 合 場、公 舎 堂 及 之 = 類 ス ル 建 物 = 在 リ

テノ、収容定員

ト 飲 食 庖 及 遊 技 場 = 花 P テハ其/ ' 業態

ー 地 域、 地 区

一 位 置

四 i X 地面積

五 建 築面 積 ノ 合 計 〈 現 存 スル建築 物 ノ 建 築 面

積 7 合 ム 〉 及其 ノ 政 地面 積 = 封 ス ル 比

六 各建築物= 付主主ノ名稿、建 築 面談 、 構 造 智i

別、 高 、符 高 、階 数 、 各 陥 商 談 及 工 事 ノ 要 旨

七 道 路 敷、 河 川敷其ノ 他境 界 l明示又ノ、建 築 線

指定ノ年月 日及番盟主

へ 建 築工事 前 段人 〈 直 後 ナル トキノ、代表大工

以下問ジY ill 築 工 事 設 計 者 又ノ、建築工事監

督者ア凡ト キノ、J:t- / 氏名 、住 所

九 竣 功 預 定 期 日

TiiJ 項/ 建築工事訴負人又ノ、建 築 工 事 監 督 者 = 付

テハ起工五 日以 前 = 届 出 7 鑓ス 7 妨 ゲ ズ

第 二 十 七 後 第 二 十 五係第一環/ 設計書= ノ、左ノ

事項ＷｩｩＢｂｾ 古 ス ベ シ

一 岡 市 = 示 シ 難 キ 構 治 設 備、 材料 ノ 務 類、 寸

法其ノ 他 仕様 / 板 紙

ニ ｾｊｘＧ 自主 Ｒ 叉ノ、鍛筋「コＺＯＹＧリート」迭］拍Ｚロ

テノ、其/ 代表的主要部分ノ鱗治、 強 度 計 算

三昇降 機 、排 水 工 事 、西 ｅ Ｇｴｲ工事 、ｾ房、消火

選 前J毛ノ 他 / ｾ付属設備アルトキノ 、其ノ構造 設

明

建築物= シテ経易ナルモノ= 在リテノ、前項第一

制

付

抽

肌

7

各

ト

ノ

コ

友

ス

前

略

附

省

/

7

項

部

一

一

第

ハ

依

又

五

郊

十

み

れ

宇

一

/

第

続

シ

二

俊

べ

第

ベ

ル

及

十

依

銃

ニ

-

一

附

則

- ｾ在地附近略間

二 百E世間縮尺百分ノ一、五十分ノ 一 、 二 百 分

/ 一 、三 百分ノー又ノ、六百分ノー( 滋路/ 明

示杭叉ノ、指定建築総標杭ノイ寸泣 、 zfi 七依 7 1it;

而ノイ立' t i ' i ノ指定線、敷 地 境 界 線、松 築 物 ノ 間

流 、 問 附 道 路 其 ノイ也/ 紋態 、方 f，，: 、寸 法 ヲ 明

示 ス刈 コ ト〉

三 作F持不而i r ; ; - n縮尺百分ノ 一 、3i 十分ノ- 3 ( ノ、

ー百 分 / ー 〈 各 部 / }I] 絵 、τhl 号、各家ノ家i M

ぢ ｉｕ ＡｴＮ｟ 採光市 ｩ 税 、 方位 、 工場］Ｍｾ工 リ テノ 、 ｪ 反動機

/ 初: 泣等 7 明示 スルコト)

四 主 要断 面 闘面白 尺五十分 ノー又ノ、百分ノー〈

m築 物 / 高 、軒 高 、階 高 、天 井 市 、床 高其 ノ

他 ノ寸法、 主要 材 料 ノ 種 類、寸法，/ ，y_ ユ基縫 及

隣 接正E築 物 ト ノ 闘 係 7 明 示 スルコ ト〕

五 立 国 関 縮 尺 百 分 ノ一 、五十分ノー又ノ、二百

分 ノ ー

六 基 礎 卒 商 悶 縮 尺 百 分 ノー . 五 十 分 ノ ー 又 ハ

二百分 ノ 一

七 各 階 床 卒 商 関 縮 尺 苔 分 ノ 一、五 十 分 / 一 久

ハ二 百分ノ 一

八小ｌｩ＾ｾ組平 面図 縮 尺 百分Ｏ 一 、 五 十分ノー又

ハ二百分ノ 一

九 構 法 上緊 要 ナル古草分 ノ詳 納 闘 縮 尺二 十分 ノ

一叉ノ、子，. 十分ノー

十 根 切 深 3 メートル以 t 7 有スルモノ= 在リ
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部分 ト ヲ渚色其ノ 他 ノ方法 ］ 依 リ ｉ ｾｾ 5J 1J スベシ

建 築 物 = シテ4盤易ナルモ / =- 夜 リテハ 第 一項 第

内 統 ( 建 築 線 = 関 係 ア ル モ ノ ヲ 除 ク 〉 乃 表 第 十

一 概 7 省 略 ス ル コ ト ヲ 得

第二十九佼第二十七佼又ノ 、 前依第一項第四 ｾＡｖＱ

烹 第 十一披ノ l苅! 番 = シテ 一 時 = 会 部 7 具 備 シ 難

キ場合= 於テ支隙ナシ ト5耳、ム凡 トキ ノ、 其 ノ 提 出

シ ｆ ル部分 ｾＱＧＭＮｪ シ特 ］Ｍ ｬｩＡｉＡ， Ti J スルコト アルベシ

第三十 俊 規 貝1J 第百 四 十 三 後 第 二 項 / 認 可 申 請 ユ

付テノ、第二十 五 後 乃 至 第 二 十 八 依 ノ 規 定 ア 準 用

ス

第三十 一俊 規則第百四十四依ノ 届 出ハ摘要替、

( 犬買皮膚. ) 19 
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ト同一敷地 内ノモ ノナルト キノ、 申請舎= 届 出事

項 7 併記ス ル コ トヲ 符
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工 事中ノ建築物 叉ノ、 建 築 工 務 = 苛 手 セザノレモ設
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ノー又 ノ、 千二百分ノ 一位 シ左 ノ事項 7 記載 ス
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四 竣 功Wl 定期日 7 経過スル コ ト六月= シテ 仰
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第 四 十 二 依 建築工事= シテ左ノ各盟主ノー= 該' i '
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保 安 上 危 険 ト認 ムルトキ
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